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及び金具工場共に J 1  S の指定を受け

た唯一の衛生器具総合メーカーです
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• 
A  

特殊加工がしてありま すから ，どんな糊でも

|叉素人でも容易 lζ 貼れます。

東京地下鉄・東急，新車に使用されています。

それは感触が柔らかく，手入れが簡単でしか

も毎日多数の乗降者f C . 耐え得る等その特性が

他の床材より佼れている事が認められたから

です。

にとれて水拭が可能です。( 特許出願中) 標 準寸法幅6尺 × 畏30碕 × 厚2.5粍( 1巻15iij! )

総 川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

l¥l ^  ¥ }} 東京都葛飾区本国四ツ木町54 電話葛飾 (69) 1946- 9 

、ζ ぷ拶I ( 全国有名内装工事庖11 : 御照会下さい) ( カタログ贈呈)

イシク，油，手垢等の汚れも石自由水で、きれい

d  



.. 

ｾ＠

. 6.  

"'" 

告

昭 和 33 年 7 月

目立造船KK桜島工場

見 学 会

各 種 説 明 会 の 開 催 に つ い て

本会では従来から， 建築材料， 機械工貝， 工法などについての説明

会，講演会などを随時開催して，乙れらに関する智識の普及，利用の促

進に努めて参りましたが，今後さらに ζ れについての活動を活発にする

ため，乙のたび 「各経説明会の開催に関する内規J を定めました。説明

会. 講演会などの開催を希望される向は，詳細を木会事務局lζ 御照会下

占，、

C "  .。

社団法人 口木主主築協会

目 立 造 船 K. K. 桜 島 工 場 見 学 会

1. と き 7月19口( 土) 午後 2時( 集合) - 4時30分( 解散)

1  . 集 合 所 国鉄 &西成総桜島駅前( 大阪駅より約 15分)

1  申 込 15 日ま でに電話により申込みの ζ と。

但し定員 (50名) ，ζ 達した時は〆切ります。

目 立 造 船 は …

- 目立造船は，今から 76年も昔の 1881年( 明治 14年) ，と，大阪市 lζ 「大

阪鉄工所」の名前で創設された，伝統を誇る，わが同で、最も古 い造船

会社のひとつであります。

・ 現在 Ｎ工 切は大阪市に桜 Ｑ［Ｚ［ ・ 築港，広島県 ｋ 因品 ・ 向島，有 ＱＱ ｾ 毛 川 Ｑ Ｑ ￇｬ，に

神奈川の 5 工場を有し，大小各m! の新造船はいうにおよばず，あらゆ

る精類の船舶の改造 ・修繕工事や，ディ ーゼ J レ機関その他の舶用諸機

械類. 各純化学機械装置，鉄鋼構造物などの製造を行っております。

・近代的な， 10 の船台と 12 の ドック をもち， わが国最大の熔接組立

工場や，マンモスタンカ ー ( 6万重量屯以上) や，スーバータンカ ー

( 3万- 4 万重量屯) などの超大型船が主tt 造できる船台お よびドック ，

大馬力ディー セソレ機関の製造工i易( 世界最大の 15 .000，¥有力の機関を製

造した) ，大型クレーン ( 80屯 ・50屯など) その他最近の機械設備を

完備しており，世界の造船所とくらべてその水準を超y る近代的な造

船会社であります。また，昭和31年度における当社の新造船建造実絞

(進ノk畳) は 19万総屯( 約30万重量屯) ，修繕船実績は 270 万総屯で，

とも κ 世界屈指の地位を占め，今後もますます増加の傾向にあり，デ

ィーゼル機関の生産主も年とともに増加し，昨年は， i世界のベストテ

ンのひとつに数えら れるようになりました。また， 化工機 ・鍛え構部門

( 各種化学工湯の機械装置や，橋梁 ・鉄骨 ・鉄塔 ・水圧鉄管 ・水門扉

などの建設) においても，わが国屈指の専門メーカーとしてその名を

知られています。



建 材 工 場 見 学 会 に つ い て

本会では，毎月種々の事業が催 されております ζ とはよく ど存じの乙

とと思います。それらの事業を担当しております事業委員会では，標記

の工場見学会を本年度から新しい観点に立っ てより活発に催 していくた

め，企画担当の小委員会を設けました。本年度の第 1 固として，下記の

「ベネ ジャ ン ・ブラインド工場見学会」を催す乙とになりました。つき

ましては乙んどの企画についてのど意見 ・ど希望をお聞きかせいただき

それらのご趣旨をプランK 折り込んでいきたいと存じます。何卒ご希望

の工場がありましたら事務局までお知らせ下さい。

事 業 委 員 会 委 員 長 岩 崎 甚 太 郎

同建材工場見学会

小委員会主査 山 木 茂

第 1 回 建 材 工 場 見 学

ベネシャン・ブラインド 工場を見る会

( 明装興業K.K. 本社工場と堺工場見学会〉

1 . と き 7 月 26 日( 土)

1.  集 合 所 ①本会前( 集会) 午後 1 時30分

①明装興業本社工場( 集合) 午後 2 時

(市ノイス南粉浜停留所前住友銀行|白lい)

1 . 行 程 本会前午後 1 時30分LL¥発→明装興業本社工場( 見学)

→同社堺工場( 見学) →高島屋( 懇談会) →大阪駅西

口5 時頃解散

全行程は，明装興業K. K. 御提供の貸切パスを利用いた

します。

1.  申 込 20 日までにど希望の集合場所( ①本会か②明装興業)

と氏名を屯話ーによりお申込み下さい。

但し予定人員 ( 50名) !乙達した時は〆切ります0

. 同業者の方はお申込みをお断りします。

明 装 興 業K. K. について ・.. .

同社は. Ul:l手n17年K K. K .高島屋の一分系会社として設すーされた。主な

営業品目は. rベネ ν ヤン ・ブラインドJ rアコーデオン ・ドアー」並

びに金属製家具類であり ，その製品の優秀性は定評のあるものである。

生産も近年増加の一途を辿り ，最近では月産約 15万平方尺にもなってい

る。それらの製品は全国の駐留軍関係，各官公庁公署 ・各会社ヒツレ lζ 使

用され，海外への注文lζ も応じてい る。 同社の本社 ・工場 ・出張所は下

記の通りである。

本 社 ・工 場 大阪市住吉区粉浜本通3- 39

東 京 工 場 東京都太回区新井宿7- 29

堺 工 場 堺市山本町 55

出 張 所 東京 ・広島 ・福岡

会 告 2  

ペネシャン・ブ ラインド工場

を見る会

左官工事講習会日変更について

6 月号で会告いたしました標記講習

会日は会場その他の都合で下記の iili

り変更いたしましたので何卒ど諒哀

願います。

7 月15 日( 火)

洋 壁 κ ついて 谷口講師

7 月17日( 木)

日本肢について 山田諮問

e森田汽船本社見学会について

6 月lζ 会告しました際記見学会は都

合 lζ より中止いたしました。お申込

いただきました会員各位にど迷惑を

おかけしました乙とをお詑びいたし

ます。

• 

‘  
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桂 の ビ ニ ー ル タ イ ル

発 允 フじ

株式会社桂商会

大阪市大淀区天満橋筋 6 - 12 電話大阪③ 6625番

宮 γ 一 一タ 岬 製 設

特 許 オ リ エ ン タ ル メ タ ル 製

業 屋恨阪 ・谷樋 ・llif 樋 ・堅樋 ・i呼樋 造 計

棟色 ・雨押類 ・ダクト並臭突類

品 ; 特 許 オ リ エ ン タ ル … イ ト 販 施

特許特殊屋根材「セラク タイト 」

特許 . : t リエン タノレ ・アス フ 7 ノレトプロ ック t  売 エ

ZJ 色カ ラー，不燃性，超耐酸被麗鋼鉄板

ス ー パ ー オ リ エ ン タ ル メ タ ル

ぷぬ
司、、1 ｾ＠ ¥" ('  J:J:. 

簿諺ダ

7円I ンIJ，LI{lll 製造株式会副

本 - i上 及 工 場 尼 崎 市 長 州 字 稲 川 新 In44 T E L 大阪 (48) 4947- 9 ・5920

mr . t 文民及工場 地玉県北足郡桜町原魁 T E L  ( 絞 )252 ・υ11 口)2736 ・5978

九州支J，t;)). ユ場 福岡県八幡市斑 ｩ ｊｩ ［ｾ ｮＶ の Ｒ T E L  ( 八幡) 723 ・2512

. ! J !北支J，I i)t ユ場 福島県1郡山市外市久山町久保 111 142 T E L  (耶，11) 267 

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 熱 田 区三本松町2の35 T E L 名古屋 ( 8 ) 7674 
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東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社 人阪市北区宗是町( 人ピル 150号〉

1{! (44)  2736_ 9  
念
品商発光元 ( 株) 泉
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一

｛新製ｾ拝ｾーライドｼ

耐火・断熱・軽量骨材
• 

( 〆ぐー ラ イ 卜 を 使 用 し た 国 連 ピ ル }

〈

三 パ ー ラ イ トセ メ ン ト モ J レタ ル

三 吉岡合 そ の 他 ・ パ ー ラ イ トプ ラ

三 ス タ ー の 配 合 説 明 書 贈 呈

パ ライト は ｊ Ｇ ｈｾ 岩を之 Ｇ速に加熱 、 ｊｊ Ａｅ

ｊｊ ｾ せし めたもので主 成 分 は伐舷 であり

小 さ な お 令 状 の ガ ラ ス 'ft の mの 1.1己り で

形 成 さ れ て 1，';り ま す 。

〆 ぐ ーライト は ｾｉ Ｂ ￬［Ｇ［ に悦 ＼ niH火 (1'.) で あ る

のでプラスターに混じ耐火 、断熱 ｊｉｊｾ Ｎ疋

仕 上 に 又 、 コ ン ク リ ー トと して は 砂の

{ 吃りに{ 史 っ て 附7葬具、申王f孔 コ ン ク リー ト

と し て f史mさ れ ま す 。

特 ，t生

Ｇ王 い セメ ン ｬ モルタルの ｹ， 以下 Ｈ拡［ 比 ￭ｦ Ｈ ｏ Ｎ ＰＴ Ｍ ＰＮＲ Ｐ 、ｻ［Ｑ Ｑ の ｬｬＨｬ ￭ｬ の川Ｍｾ Ｉ

耐 火 性 が 大 で あ る 七 メ ン ト モ ル タ ルの 4 Ｈ ，自の 効 力があるＨＭＱ容 融温度ｬｏ ｏ ｏＺｃｾ Ｚ ｕ Ｍ Ｎ )  

断 燃 効 果 が 大 で あ る セメントモルタル の Ｒ Ｈ Ｍ￭Ｇｩ 以上 Ｈ 伝 熱 係 数 λ ］ｏ Ｎｏ ｾＭｏ Ｎ Ｐ Ｕ ｫ 曲 Ｑ Ｏ m". C )  

亀 裂 予 防 に な る 殆 ん ど 亀 裂 がt P，広い

遮 音 吸 音 効 果 が 大 七メ ン ト モ ル タ ル の 2 ({u.:u .  

自在工 が 容 易 で あ る 他 の 舷 鼠 骨 材 に 比 し 締 仁 が 容 易 で あ る

化学成分 ｓ ｩ ｏ ， ｾ ＷＵＮＵ 、 ａＢＰ Ｓｾ Ｑ ＵＮＳ 、 ｆ ･ ， ｏｊ ｾ ｏＮＹ ｃ ｡ｏ ｾ り Ｑ Ｒ 、ｋ＿ ｏ ］ -1 Na:! O= :J .S  

有 償不純物州 事 ｅ 分な 〈 、 ｬ Ｂ ｊＡｬｊ ｦｾｬｻ ｦ するも ｩｴＧ ｬＧ ｦ しむい

打J l . ! i 二の- - : ; )

(1)  Ｇ ｾｦ ｟ｲ ［ｴ コンク リート ｊｉｊ 荊 ＱＱ ＭＱＧ ＱＧ ， 材

Ｈ Ｒ Ｉ ノ ｉ ｾ '( ¥村 H . (七メン 卜 ・プラス -:; - f i 料 )

(3)  ｬ Ａ ｴ ｈ ，Ｇ ｮ Ｇ ｬ 凶 ｩ ｾ ＮＯ｜ 材

(4 )  i lll 11'  J  IJ 

(5 ) 泌 過 jJ) r 材

ネ土

円本 紙 ( 2 4 ) 4 101- 9  .  ＲＳＷ Ｑ ｾ Ｙ＠

Icイ生雄II ( 44 )  3  7  3  1  ・ 3 7 5  1  

H 本 的 ( 24 ) 4 1 01- 9 ・2 3 7 1- 5  

筏 仏 ( 54 ) 3  1  7  1  - 5  

'1' 日 ( 4 ) 9 3 3 6 - 9

ふ

冨式本朱業

東 京 肯11rl' 央 区 日 木 杭 主 IIIT 2 の !

大 阪 市 北 区 中 之 山 3 の 5

東 京 例 中 央 区 日 本 杭 " I i IIIf 2 の l

名 古 鹿市 中 村 区 広 小 路 刑 油 2 の 2 6

11，¥ J;ll J  rJ j  フミ *'1' ｾ＠ 凶f 3  9  

鉱属金井

本 庄

大 阪 支 底

東 京 営 輔 住 所

名 古 屋 営 業 所

福 岡 営 換 所

一一-

⑥ 
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設 計 者 の こ と ば

愛知県は陶骨量の王国として世界的な ものであ

る。名古屋市周辺の衛星術市，あるいはその

外縁に l立誼する通勤可能な都市の中に陶器; の

生産源が点在している。 I 世とものJ で知ら

た瀬戸市はその代表的なものであるう。

人口 Ｗ 万の 中 Ｖ 万以上が ζ の陶 」 ーによる ｾｕｅ

に従事していて，多く の優秀な陶笈家七伝統

的にこ の土地に定着し，名作を残し つつある

のである 。

私はこの一見1'1の変鰍 もなL・西部のような陶

土の山と ，煤煙の荒々しく舞 ってい る111のぷ

情の中に，原生的でポ朴 な，全く 異質なずァ

イタノレなものが内在するように感ぜられたの

である。それはちょうど現代の日本の浩司l 思

潮や表現の中に . Wr i 動の波紋を役 じて トる埼

京の一つの断面を示して いるかの如くでもあ

る。現実に生命を持っている伝統と胤上性と

民衆のためにはどのような空間! と 7 :t )レ ムを

絶縁 しなければならないのか， ニれ11 払の終

始持ち続けていた命闘である。

1. 市 長 公 宅

2. i I i 長宅

3. 企 I凶 課

4.  ll l J 役 室

5. 総 務 京

6. 小 会 蛾 宝

7. rll 務 室

上

外 山 毅

生年月日 大 ，1'. 13  "1' 8  Jl 9 日

学 腿名 ｉｬ ｲｍ エ ｾｊ ( 現，名ユ; 大)

I . l ! 築刊卒業

作品略 ｌｾｾ 瀬 JiiIJ 庁 合，桑名市lf 合，

ヨ邑 聡

多治見l I i 庁1干， 中区役所，

北海道l I 新館，札幌符林) . j

住友商事名 占kl :t.l . 中央相

互銀行4 > : h! L rll!if召Wl J本

山

ｉｉ ｉｬ和 Ｒ Ｑ 年株式会 ｾｉ 北川ＱＮｬＡ ＮＱ 立よｬＡ ｊｉ 部

に 入社. 1，;125i j'.;[J 担，日1

2511' 口組 設計 I 務 K K名

古品川1務所に人f I 今r I に

j: る。

すいせん者 編 集 委 員 会
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市庁原

股計者の こと I<! 市行政の能率t曽進，職員の保健につトて

はい うまでも ないが，広品県北部山間地 併の凹図剖i市 とし

て市民の利便を図 り，かつ到しみの もてるも のでなく ては

ならない。

しかし潤沢でなト財政， また地 }j 的諸条件 もあり ，その上

下近かに適当 なる施王者が少 < . 特に建物の監f 1について

は細心のi U立を払い，詳細ゃ材料の検討を行っ た。

設計にあた っては，敷地が従米の庁舎跡にて狭院なるため，

中 央廊 下 を探Ｑｈ ｌ Ｚ 東 西 ｾ ｈｬ にて 上下 の ｪｩｬｩ 絡をば か り ， 冬 ｉｕｉ

に各室内の温度去を考慮 して暖房配管は南北 2 系統と した

1  6  10  

1. 本 館 3.  ; 器 材 W 5 ポ ン プ 京

2. iT j.j( 4 自転ill lr1. 喝 6. 掲 示 厳

正 面

所 喧i 地 広 山 県 n: 原 j li

構 造 鉄 筋 ヨ シタ リ ー ト 逃

3;ll';tI!( ー沼地下l 階)

tt 散 667.83坪

施 T. /'; 株式会主1: iJ1 i I { 組

lij l 昭覗]32年 5 月 着 工

昭和32年 12月 竣工

主 要 (1: 1.:

外装 モ ル タルす在り 9 v ン吹 H

II:J ニ， ス チーノレサ ッν ，

ドアー ‘  
内装 日，: N リノ タイ ノレ貼

牒 モ ル タ J レピ2 ーノレベ

ンキ 仕 上

ｉ｜ ｾ＠ : プ ラスタ ー， モノレタ

ノレビ ニ ー ノレベ y キ仕

上

X }I ハ - f ボー ドエマ ル

ジ ョソベ ンキ 仕 上

ー

市 長 室

1 階 事 務 室
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玄 関 廻 り

庄 原 市 庁 舎

階

1. *  - - レ 7.世 州 市

2. 事: 溜 8. 似 1折

3. '1' 務 明 9. 11i  I白 石

4. 1]¥ 納 百 10.湯 沸 前

5.1I i 金 W 11. 小 佐 官

6. lfii 俊 市 12. 凶‘ f (u 1，11  

2 階

1. 市 民 屯 6.町立 i弁 当 〈
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3.，11 務 宅 8. 便 所

4.  i1i 長 公 家 9. Hi 必交換主
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3 階

1. ，1一副議長引 8.1出 Jji 

2. 液会ーliflil ，.j 9.  l"A  1守 良 市

3，議 場 10.教-t 'li 防J"j

4. 傍 馳 附t 11. 凶 占 明

5.議 U ，1;・" 12.  ，'1  /01( 

6. * μ 会 主 13 湯 沸 石

7.  .ll fl l H記者五

'.t年).111 大 11'. 15年2 t l l l1

学 経

附拘120il' 3 )1 ｦｬ ＮＮｪ，［大予 ｾＮｉＢ ｊｴｬｉ ｌｌ 科姥築科 Ｒ Ｑ Ｑ ・ 修 ｦ

附Tl J23i l' 3 )J fl 本大字工学部処築学科卒業

業 1民

IJ{{ 品J23iド3 )J 処ＮｩＡｬＺ院広 ｉ ， ｍ ＮｉＡ ｾ 拒 ｉ ｊｩｩｊ ｋｊＹｩ 勤務

IJIH1l23f l・9 )J 広 Ｎｑｖ［ｾ 土木部地策科勤務

日目白125年 5 )J 広砧県生l ! 集部営綿課勤務

附日12611' 6 月 I 級建策士合絡

ｉｾｊ ｬＱ ｉＲＹ ｦｬＧ＠ 4  JJ 広島県庁舎雄策i ・4 監也事務所勤務

附Tl l31i f 5 )J 広品以土木ｩｪＡｾ距郎官締課勤務

1J 11H133年 3 )J 広 ｍｙ［ｾ 土木ｩｪＡ築部営繕諜円満 ｩ 品職

ｉｾｊ 制約 二 Ｔ )J 小西主l!築設計事務所開設 小 西 吉 太 郎

作 品 略 雌 l(.f 中町役峨 l D; OI i 庁舎 IHrl出ピ ル

ぷ ｊＺｾｖ ， ｴ 悩山綜合 ｉｪ 合 ， その 他 ｲ ，ＧＺｊＢＮｴ［Ｎ 、戸校 Ｎ '1' 学校々合121'1 すいせん者 : 僧線図 彰
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広 島 地 方 合 同 庁 舎

戸

所 在 地 広 lゐr! i )，¥; IIII _ '  lfi J也

施 工 者 (茸l - ml ュ:'10

大 成 波 及 K K
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2∞tf-

買1ーイ'illi] 本而i R C4 Bl  

Ｈ将米 ［Ａｬ ｉｾｬｩＩ 2，3∞対

J :， JUI  附IRI32il'. 12JI 郊ー JUIJ
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継続_1: 'li として l削自135
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広 島 地 方 合 同 庁 舎 の 股 針 に つ い て :

「ヒ n v マ」それは平 和町Ii! i として，新し い 郎市を釧泊することに，すべてがri11けられてい るところです。 この

-1-で政府の 111先日J i " をまとめてー・鍛の利便 と土地利 用! 虻を計る円 r;'J で i!-t u1ij された. このftlli lJ "j'-;'i{ ももちろんこの

郷市h育成の一つの大企なパ ートを，Ii めていること 11"3をまちません。 まず 5 つの "(: ej ' . 広品関税ι ，j ， '1' 同財務局

中間I . ILl!l:J;;i . 広品う'i J.¥I .J で*: ' 1 1.5∞ 名のヲ11務j i4ft? と L . これを広山第一合 hil 庁合と名 付 けてj ] 設を進めることと

して， ｩ ＡｬＺ ｾＱ をして米ました 。 その外の Ｑ Ｔ ＧｊￏＧｐＮ Ｇ 800 人を収容する 1TI て合 1- 川 : ; t { を将米計酬として巧えてトます。 ニの

2 つのτ"務 械の! 日lに. ｾ ｾ 川でＮＩＭる動力担 Ｑ の ｊ 世ｻＨｈｬｉ｜ｉｻ，ｦ，とヵ、厚生施設関係の ｊｮ 引をまとめ ， 二の 別械 を ｮｊ Ｑ Ｑ Ａ Ｎ ｦｬｕ として

全部の光成時にも寸分間能を* せるように巧えています。 ニ札が一 つの特色で， ｾｾｬＧ ｴｩｻ と別 ＡｬｉＡ は拠能 ｬ 二は 勺 占り

と区分して， ｩｾ ｾ Ｑ しています 。 したが っ て ， 本町＿としては純然たる市務引と ， それに ｆ 付属した Ｇ ｉ ｔ 務用 合 ト ｬ ｩ と湯沸 使

所などがあるだけなのです。

、、

1"0  ｪ ＺＧｾＺｲ 併のｾｾ計の ｭｬ にもつながるこ と ですが ， 設 ｧ 苛に吋って ， この広 Ｑ ・ ｾ ｦ￯ ｬＮ 川 ］合 ｬｩｬｩｬ ｪＧｪ｝物として ｮ 兆円宅 げ

であり ， 結 ｾＧｬＧ ｴ まのある ，，Ｍ にも労しく ， しかも民主的に切るい純しみのあること ，そして什 hijlj -' 1i として人Lりした

れHl i の改廃，人口削減などのすべてに比、じて似しゅμ ‘ 融通性のある平而とすること ， よれが) " 本的な テーマと

して取り上げたものなのです。 このIl ' 1 t の敷地は広応市の聞東センターからわすーかにはなれて騒音工を避け，広1.3

城 に 近 < ， Ｑ 而 ｩ に ＳＰ ｭ 道路があるが ｾ ｉ Ｉｩ ￞ｦＮ の可Ｇ尽な土地で ｩｬ 画風ｲｊ ｾＨｻｪ｝ 蔽 事の， ｉ， ｉｊ ，からＱＡＨ地用 ｴ 尭として Ｑｉ Ｑ し分のない

.f 'Il ｲＮ Ｇｴｾ にあるのです 。 これらの忠れた外的条 ｻ Ｇ ｉ ・のもとで ， 可初に， ｬｾ 計のねら い としたような市務 ｲｲ 合を 司 くりだす

ことに fi 'J っ て と に か し 減 成 な努力 を前ねて米たわけなのです。か'Ii 古の析しみと反省 . )t: IYJと進展の飢返しの 小

に生れた ， このJ j : 1; の，i世J Iは今では向分の一つ の分身であり . 1，止愛のわが干の成長完成を見ヘ1・る心にも似て， こ

れから先の完成に喜びと恐れとを脊せているのです。

11Il 11133千1'''<-1- には第・合 Idllj '* と})I I!lI! の主体およ びその一部の {.t J げがで占る ζ とにな 勺てトます。

ー、

1 階 平 面 図

1. 玄 関 6. '.j 神r li';  lli 

2. ホ ー ル u 聖 脱 下

3.  'Jl 務 引 8. 食 R  

4. 部 長 3 i 9. IJI IJ} 

5.倉 五11 Ｑ ＰＮ ｊ Ｇ ｾ＠ ｾ＠

11. 医 務 室

--a

・

0 0 2 0M 

若 槻 健 一

'1'. Jl 年 大 正1011" U l

ｬｩｴ 終Ｇ下 ｊｾｾ H{{ 白12011' 9  n  

京市l大宇」ρ戸問l

j ] 司! '? H平推

ｹｾ＠ ＧｾｦＮ＠

附 ｾＱ ＲＲ 年 D 処況 K K 勤務

附和 Ｒ Ｔ 年徳， ［ｾ ｉＡ ［ｴｴ 本部組

き荘烈勤 務

附TH28

'

1 処 J空行" "珂l叫同

地 J j j ] ，! 世I.，j '):r 糾

問1j ] 1l ¥，! 軍係長

町0'4131年 ItT! 件約問Ij ] 根深

長.Ii WJ l I. l ' 1にで

る。

ＱＧ Ｑ 川 町 ｍｾ

1. S 村 役 羽 II ' *  

2. B 飛 行 険 給 納" "

3. 住 金 公 W H 支i Yr

4. Y 祖1I 候 所

5. S 失 業 保 険 宿 泊 所

。

す い せ ん の 辞 伊 藤 勝

'j，'j 'の組織にある j ] 築家It . 幾多の li' j命的

な 制 約を ￭ｾ わされて い る。すなわち 総 投 資 が

税金でまかなわれていることと ，食品j な同家

経済による予算の不足を第ーとし ，ディスカ

ジ V a Y に時間的な余怖がなく ， また. t f r: r.it

祈材料にはtii可Lな検討が: ! ! ' 求される等々 であ

る。 したが 勺て必然的に公衆の平11lll! と. '1¥務

Ｈｾヰｻを第一とした Ｎ Ｇｩ 向 ，Ｑ ［にして ｾｊＡ か っ ・広士

t，他物が要求され. l 、かなる不 経済も ， また

l .t J ・なる遊びも; n 占 Jl -J' . l .t J 、ほど制 j自意欲

カ Ｑ 闘い 咋 されて Ｑ ・るかわカ‘らな ｌ ・ 。 曹 ｲｌｾＧ 構』古

新しい '1:口、ならびに析しい材料を縦横に馳臥

した Ｎ い わゆる ｪ ｭ ｾ ｪ｝犠 が ， 飛 Ｑ ｻｊｩＨ内 な Ｗ ずイ

y で刊育英を iI そ ってい る時代にあ って. Hl I  

組織のｪ｝集家 ， とくに新ｌ｜Ｇｾ Ｇｩｾ ‘ｪ｝築家は ，

あ占たらないものを持ちつつも ，地味な努 J J

を傾けてトるのである。

こうした -1- にあ って「行公ri'!Jui .!世の山積に

ｬ 対する担、 ￭ ｬ ｴｊ のー埼として ， 広 Ｎｉ ，Ｍｾ におけるＢ

Jj ーの 'I!約化，合 I. ;J 化なら びに不燃化を 11((;と

して全国l されたのがA > : 作品である。すでに市

WI I 市も発11' され. コンクリ ー ト_J'.TJl に ll 'l'f

下されているが，町IRI35年 J(f ' を完成予定とし

た総統ユブ11である関係ょ. デメクプヲ γ とし

てあえて推関 したものである。

幾多の制約のもとにはらわれた，地道にし

てj . ' ( 棋な柿 jffi tJ; . われわれのタ のー端のス現

に，悦ひと誇りとを添えてくれるものと航j ;;

L . その完成を 祈 りつつ 刊I:j Jlj す る 次第であ

る。 (33.5. 21)

Ｈ中 間 地 Ｑ ｭ 設局主 ｾ 築 課長Ｉ
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11. リJ ニE 防
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トトトトハトJ 1  H  1トト1)トIJ Iトト11 Ｇ ｾｽ山 Ｑ FH H.  ｾ子

|廿 1]士1:1上Il l J .1  J  11 凶 1f=t ll 凶 J UII 上r_2宍

11¥ !I  ｾ Ｍ ｊＭ ＮＱ ｜Ｑ ト Ｑ ， Ｑ 什 ｉｉｈ Ａ ｉ｜ 卜 ， ｜ 1  1  }什u トト什l H1 5芋

i' H' ＱＱ Ｑｾ ｈ￮＠ i  IILJ '1'  }  n  ':(  i  Ji '，( '1  ｲｆｉｾ＠ '1  '，1し山山J t ; ; ; 弔 |  

<J!フp・1川 町 大 l電f ! i 'Ii 医 大 T Ii ir と 1111

i坦 |事 ｾ筋コ ンクリ ート Jil!千 l 附 j 血1: 5  rJ，'i.l! 

11' f( ( 完成1' < (1) Ji '智正)

地 ト 6 9 6.  5 汁

1  19，' ，'  7 7 5.  ti "  

2  19，' i  7  9 3.  6  "  

3， 4， 5Wi 7  5  2. 2  "  

J:; Ｉ［ｾ＠ 4  7. 8  "  

処 Ifti ft'( 4，570. I lf ( ・1( "" その他 を除く)

飽 J :  K K'畦村車n (司1 ・四) T. ')l まで)

主t : . 仕上 外部! . i ! : モずイクタイル貼( 予定〕

i i U二 7 ス 7 7 ノレトJ l /j 氷

内向11ι 。プラスタイノレ p ，人 j白 石 研 11¥
牌 : モルタ J レ，エマノレ i / ，，; /

明 プラニえター

天J)' : ライ ト ボ ー に エ マ ル ジ 芳 ン

比 例 エ V ベーター 2 ｉＮ ｾ Ｎ 慢傍ＨスチームＩ ｊｾ ｦＨｩｬ＠
1[<調 布 プロ 'J '7 および倒jjll ! 4( . l : 険同拘' <(

。 ［ｾｕｈ

鑑J噛J'I! "i n ， !l iy宅プ !l -:J Ｚ￭Ｇ ｌ ｴＮ ｴＧＭ ｩＮ ｩ 品 ￞ｻｩｾｬＡ

検')(，i'zf 岨

J: ｉｾｉ＠ 常一 ｉｾｉ ・ ｾ :1聞 附刊131司 9 月~附白川市1

3 JJ 

第 三 Igl 附和33年 5JJ - 附AI 34午

設言十者のことば : 符僚が府県' ) ¥伎に統合されてから本部ri ' 合の実現が急

がれ，すでに現在一部使用して いるよ うな状況で， ｊｾ 計も 急が され ＱＧ Ｚ 分楽を練

る暇 もなく ，今となっては心残りの点も多々あり残念に思止てならない。京而i

(T! ! 側) は、1I務中fプロフタ ，北側プロックに位向関係. 官'1 ｩ ｩＡ ｬｾ Ａ 時Ｎ 鑑ｊｦｦｩ ， f l!化.，;::

関係を配[ 町し( 以止第一，市 :Ig) :r. ')ll ， 司 ｾ ＢＢ Ｎｗｉ Ｚｲ Ｇ Ｉ Ｑ として南側に交通 ， 通 Ｑ ［ＺＱ

関係の プH ノタを施ヨ中であります。敷地位向は大阪市内 としては良好な地民

のはずですが，:.1: 撃の結果，l't色粘 t ' i ' t であまり しべ、地検とはL 、えず， したが

ってベ7 スタル杭地形 となっています。外部スチーノレサッ (/1よエアタイト上下

I  f述窓と L ，1; ，米の容察庁f含? という慨念を- ' Mして ，tqしみJJ，¥. 、?J l ! 物にfr. 1， 

げようと 努) } しま した。

限られた役所の干算， しかも- ' . I glにわたる: r.lgl，その他 t諸般の ' IHNのため怠閃

したものも 十 分に達成で止ず ， 今夏ながら自分 の克 ｽｽの ｩｾ らな占を術感したｉＧｊＨ

ｾです 。

このたび新人 としてご推附し ていただま，それに航するような丹と113'1氏思 っ

ておりませんが，新人として' 市にn喰な態度で前向 止の努力 を1) 1広〈持ち続け

たいと思っております。

内 藤 一 真

大 正 15 '1'. 4  J )  2 9  1' 1'.t 

s1H1126"ド 京剖i大学生.I! 壊学科本

附1' 11261['. 4 月 大阪 ＱＨＧ ｈｬＡｾ匹摘｜Ｎ，可

f丹J軍勤務現夜に

ポる 。

ＱＧｦ ， Ｇ［Ｇ［Ｇ， 略Ｇ，ｾ

大阪Jt 之il 銭拍均鉄 ;.t ;えタ y ド

1(.1 V. 1iI¥ ，' : : ; 匂学校

附 )1. ¥l 海 副 句 、iq 宮本町I

1(，1  ，'[ . 謎 J唖 学 校

!町、，1. ｾ＿＠ ，)， ｦ 来随所ＨｾＱｉｩ 1  中)

府 立 中 之 j，b 閃; 1 ) ｾｩＧｦ祈館

大阪府瞥察本部Ii'1:' ( 施ユ中)

すいせん者 ー竹 内 成 夫
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餓妓設計参加作品について

､ｪｌｾ 体育館 ーで 事案

11聴プヲシ

払たちω まわりをとりかこんでいる用鳩は， 払たちに7誌に拶甥を 'j λ . 払た

ちはニの)11鳩1-. lf¥U( する そしてニのニとがI l . たちの1 : . Tl占になってし まって い

叩

'..>。

しかしニ 0) j うに号止ていん; がらも， 払たちの知ら ん礼、 IInに入 り込んで J た

ｾｊＱ にＱｉＧＨｉＧＨ Ｇｦ る ＱＱ が昨われる 。

このため， 払たり11'i ii に合的制作過 iVを省りは C，f f ; むべ，¥- ; uを織かめなけれ

ばならなト。士ωI I( I ' ) Q) たふうにも払たちに餓技; ; ! ，; I 参加は大企ιー必" 1<をも って

いる。

ｬｬｉＮ ｬｅ 無必ぷ，Ｍ近い 状 態で ｾ＼ω ピルが長 ｉｉ CられてL ・るi てしとそ凶多くり L

叫が弘たちω'I_:.i li と何ω つながり七持 ，( いない すべてがり" ; ，' Lω むI止か

ら泡〈離れた Ilt y/ ， ＱＢＱ か 人 ｉ ｂ ｪ ｖＩ ，ｇＡＺＮｊＺ ｔ ｊＮ外 ω Ｉｲ ｃｊｄ られご い るように ｬ｜ｾｊ ， える。

- '111し この l ' 大な }J といれゆる近代I.l! 唱 とω 紡 U 円 J に{t FI! 性があ勺たの f

とJl l'.附 0 J t; 己ω Vl<. コン Y リート， iJ ラヌと い う) 101;¥にI l i JJ( 内なけ料が， ｉｾ Ｆ 史

Ｈ ｉＧｊ ｴＮ ｲＧ 引 Ｑ ＱＱＱ ω 而 ｩＮｬ ｌ に宮 市 を リ えてｊＺｊＮ 止ｾ ， ＮＺｴ ω ＭＭＱ＾Ｚ ｮＨｬｾ なＨ［ ＡＺＨもはそ り 新奇占にｩｩＱ ［ｊＭ 燃

えられ ， "1能刊 の追求にのみとどまり ，)'i o) 也"I:n;忘れられてしまったのでは

々かろうか そしてニのぶりが，¥ ‘ わゆる近代i . l ! ) 荘とI i 大な JJ と を 結 び つ か

せ，人 III IO) .Q:止 ω ありかを忘れさせてしま 勺たと思われる 。しかし今の叫にな

って，鉄，コングリ ート ，ガラス I J'. ｴｾＭｬ Ｑ､Ｈ［内なむのとなり ， 私たちのＱＧ Ｎ ＧＱ Ｇ に納山

なければ々らな ¥. 。ニ山陵会に ， ，"で宇な j買収の F で人uaの，0: ，止の下に生II 築明 1111

にぷ Mをよ佐伯，なけれ Ir ならない。

だが. ｾ ［ 付 ｯＩｩｨ ＺＮｩＺＺ と制ｼ 則性 をもった ｬｩｩｬ 也 としさ ， 弘たち Ｑ Ｑ｜、わゆるｊＺｻ川以前

恨 津 耕 一 郎

j:fi' ) 1  11  附白18 1i' 9  )1 22日生

ltk終";<11.¥ ｾｉＧｊ ［ 大Ｇ戸 ｊ Ｚ Ｂ 戸 部位架

ρj ふH

JJI， le 1"1 i.l! 設計工 i妨K K名

，!i h{ IJf務 所 勤務

すいせん者 鳥 国 家 弘

ω ヰ'1111のI:¥J則合，あまりにも女k J . .に 号ι てはt ・なか っただろうかと 行みる。こ

れは例人町 内l1i) にi! ! . ｾ［ＮＭされて し て も，ｑＺ ［￭ｪｩ 的にＡ日 ｪ 冊 ｔ さ を欠｜ 'てい る。 1'1 C. 内部の

みの rr ｊ ｾ Ａｦｴ ｬ に満足して い るとも ト 止る。このことの ｉｙｉ 織化 ＱＱ ， 内 部 的 ， ＧｊＡ Ｎ Ｑｴ ｩ の範

附の'中 1111の比定の川畑I i 二， さらに可i: ＱＡＮｾ＠ t' 1をも ってト る。

ｾ ｦ 会険 ｦ ｬ Ｇｴ の ｎｈ ｴ 化 とともに 姐 穣険 構 も ｎｈｴ 化 ｌ Ｎ If( 内的な胤制が処擦におい

C過大と伝り . またさらに JsI ねる 般社会的税制の 前向は，先のliiJ 姐を五:劫な

)jl;' Jへと怖 ii さ世品。

しかし ，J ンヒ取と人/ 1 110) tf 立. llI. ft のマンモ; 1 . ビルと 人/II IOJ 対立，ある し

は ， ｴｩ 牛［主共同友 ω ｩＮｬＡｾ荏と ｾｦ 会主 ｒｦ 司まのそれの Ｑ ＱＺ Ｑ に ， 払たちは，，Ｇｾ， ｩｴ 以 前 の， ｉｾ ｉ Ｎ ｾ Ｎ［ ミ

υ＾ Ｇｉ Ｇ ｯ＾Ｇ ＱＧ ｬｉｉ ｬｦｦ に ｍＡ ＭＭＱ＾Ｚ・Ｈ，ｾ ， ｾＢｙＨ を ｉ ｬＮ ｩｊ ｬ さずには ｴ 、られ な い Ｎその た めにも 市に ＱＱ 分

fi J干の，¥_¥! .栄町 IIj6車i，tt l . l ;純り 泌さなければならなト と!J}. う。

ｊｭ 辺されうる Ｇｾ ｉｈｉ ＨＩＩ ｉＧ ｲ 能 ｾ ｉ が 呼 えられなければならな ｴ ， 。 こり与えはあ

くまで分析的であ り，品I i 決( ，せな必味合から脱け/11ることはで J な¥' ことだが，

り えら れ てし かる べ止だと Ａｾｴ う。 ｦｬＮＡＧＱ 身二の 号 ι の Ｇ ＱＧ で明 Ｑ ＱＱ Ｑ ＰＩ :  ;ef' l を) 1. 111し

たい ｡ さ らに明 ＱＱＱ Ｑ ＰＩ 間企Ｚが拡 ｩ ［ｮされな ｌ 、以 上 ， あらゆる渋 川 の必 味 をｾｾんで ト

るよう に ， ｜，ＡＮ ｴ える 。とくに 今までは［Ｑ ＮＱＱ ＱＮＢ ＱＱＱ Ｑ とポジ栴 ＱＱＱＱ の両官 ｾ ｉ ｉｉ ｉ 併に つ ｌ ・て. 人

lI iJ の ほよ との謝骨 l を号えて J ました。

ニのよう危ニとを，それぞれの鏡抜，lozJt ， トロント，Iii j' ｾ Ｗ Ｎ 学会 ｦｈ ｬＧ 而 ＢｦＮ 鍛

技n: 1 あるいはそれ以前のれ投討を通じて号えてj - た一つの班点でありました

が， まだ満 J Eのゆ〈ものでなト と思っておりま「。

17 
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神 戸 税 関 中 海 頭 出 強 所

，;'t  ，;f  近 畿 地 }j 姥 設 局 常 総 理i

均 19[ TI' 1  ;  lIi '1 川 区 i庇貞¥I)，l fflJ 無I ! i J也

情 ｊｾ R  C ，‘1'. ｉ ［ ｾ＠ O! 一 部 '1' 2附 l-t

1M 111 1 階 606. 0 0  m 日

2 陪 1 1  O. 0 0  m"  

i十 7 1  6. 0 0  m"  

タ卜揖;U: U U '

犬 ，Eり そず イクタ イノレ貼 り

明 。 I，;J _I 

姐 H : スチ ー ル ナ フ V ，;.I， お よ び ドアー

申1:" '7 モル タノレヌリの _l cビニー ノレ塗 料 塗

I; {  jtl 特 段 ア ヌア アル トIi J j 水 桝

内町111: 1慨官

ｉｾ ニ ア ニえプ アル トタ ( Iン似i り

けI 本 人地 rvf/Ii

腕 1; ;1 _I :  

ｉ｜ｾ 染 色へ Ｚ［ i /  ... ングl / - ，. 7. 貼 り

ノ、 ) 1  ハ ン ブ ン グ プ ヲ メ タ ー ，1: ー ド

ぷ 山本 龍 輔 イ 下 山 鉦 和

山 本 龍 舗

(1:  1肝

枚} j i li11i '!f 公 扮 II 住 ' むA ← 23

1I :11' J III 大 ，F.l 4年 ll JI 1  11 '.!: 

?  ｊ［ ｬ ｾ＠ 附拘120年

.¥jf 却i J: '" 1.'f. /"1学校O! 策 科卒

事ｾ ，Ｚ ［ ｾ＠ H{H司1234・

生 Ｎｬｬ ｬｬｬ ￭ｾ 近畿 地 ｽｪ ￘Ａ ， 目 立 ｊ .. ｪＧｬ Ｚ ｴ ｴ ｾ Ｚｴｪ＠ ff.; 

￘Ａｾ札 ｪｴ Ａ Ａｬ こ 人 り ， 現 在 に 預 る 。

下 山 位 和

fi' 19;  

JJ4'/;¥"di  :i' t川(J II I1I J l 2

O! 設省I! !:i厄'*1

咋 11' JJ 11 ｉｉｾ 自 Ｑ Ｕ ｬｦＧ 9 月25 w t

，、j'. ，［［ ｾ＠ Hi{  AI 24i j二

i lt  /1， .1: '" 学校止jp 高 11 1'=

*f. I民

州川M- 'O! ii 匹'F務所 1 8111i暁

郎 、11務所を経て11日和 29i 1二O! ;'l:

官官Ｚｴ Ｊ ｾ 閉 ｬ に 人 り ， 現在に ご 巨 る 。

すいせん者 片 山 光 生

19 
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田 中 孝 男

0. '.I:)J 11 1I{l拘14 年 10) J 16円

ｾ［ ｾ＠ ｾ世 早稲 ＱＱＱ 大 ｡γ 第 一 ｾ ｩｬｊ ヴ 吊［

i J ! 築学科29fl'. 辛 寝

5  肢 1，;111' 4月，ni J ! 設計T./'Jj

ｮ 式会社大 限。 ｉ ｦ 務所人 ｾｉ

現在にゼる。

('1' 1

1

11'，時1M ① 住み［化学桜ｊｮ ｾｬ 身別

{ 号鉄辺弘済会広 M文19i

( 司五; ｾｦ 紡Ｊ，ｾ ' j ( 政資

。) 1明i叫ベイント 合成エ

ブ J ' レ」二場

@  治下門学院小学 ｬｾ Ａ ，

政 i昌，迎 動指 JJi

@  11:.1<:¥，， 1:1コ11 111身y; i

① 鉄辺弘済会山 間i

業務所

@  11本*J j 織棉I ( l . : O品

凶 地別 凶l

す い せ ん 者 中 村 鐙 腹

住 友 電 気 工 業 K K 仁 川 独 身 寮
1  正 面 2.  東面より六甲山麓を箪む 3.  食堂テラス

3  

計画について よの .11凶を始めたのは，去年の 3 月 1、に近ト夕方だったと 思い ます。大阪にき

て 段初に住 みついた六 ｉｾ 山ｩｊ ｬ 鎚 を眺めながら ， 現地に近づいたとた ん に ， 私は ｐ ・ ｉ ｴｊ Ｎ，Ｉｬ 務を持た さ

れたよ うな気持を他い てしま いました。央しい鼠色にひたりながら ，もはや耳iの中は創造するこ

とで一朝、でした。払と 1，;1 じ環岐にある方方の再生胞のための恕いの場所，そ してずァイ タ リデ f

に沼んだ家庭をi也る ftl <になったことは，1"1 ともいえない喜びでした。

例のごと〈施主よ り次のような条仰が虫示 されま した 3 一一第一JUJ 120人，4.1米 150 人収容，

RI な 2 人， 暖房設備 f.t，Tl' l OJ illil 後一一 ここ で一時Ill J凶になるのは，自l 宅2人 とい う条件だと 思

います。1.1¥米 うるか よF り払1. : . 11占を尊重するよ うにユニ Y トプランを考えましたが，結* からみま

しても洋側主のプJ が生活しやすいということ と，而j Wもほとんど| 司 じ担l立でJIIII ，jで在ると 止n ・ま

ｲ 。この現場を通じて今巧えてみますと ， 一 ・つ のエ， ｊｾ ? クになっ たよ うな気持がしま す。

J肝( E 地

殻地面的

iJ!築I面的

延 面 積

柑 』 逃

外部 f上上

収容人u

西山 di段上町 3 の99

1，744. 370Jt 

401. 805Jt 

750. ∞6坪

パノレヨニー 24. 05J t 

鉄筋コンタリ ー ト.irt

モルタノレ塗エマル !J V Y

ｉｾ 付 ， 一部コンクリ ート

打 放 し 仕 上

鋼烈 1ナ ァν ュ ( 三機式 6

S )  S.  D. 淵合ペンキ

第一 JUI 120人 第 二JUJ30人

計 150人

2  
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3.  4 階

階 -

T  社 単 身 寮

1. 南 面 全 景

2. ｾｴ＠ 面 全 最

3. 食
μｾ＠ 、 担1) 面

， ｾ￭＠ ( f  
f ‘  

ザ， I，，{  

R.  C  冶 4  附 I.l! 

I . l ! 祭出illl 3  4  2. 6  1  mロ

延L1i ，.i tIl 1， 2  1  1. 9  6  m"  

J :  ｊｾ ｊ＠ 19571ド lO!J .' ， I  

1958年 3 JJ 峻 1

施 1: ｾ円 竹 中 J: ffi 1，'; 

外 投

十1:
1

匙'I'! コンクリ トポ l血ν リゴ ン

):j j /j( 

外憎 モルタノ ν 綬 ｬ ｦ ｾ .... ' "へ キサイト 偉

吊;，j j /Jくコ ンクリ ート ー1 1 1 ，:; 

fヒ椛 fuノ少

姐H 網 ｾ ｗＮｐＮ ｾ 色 ， ｬＧｬｐｬｬＡｬｬＡ本拠 ｏＮｐＮ Ｇ 主

内 投

l主 人j占i i  rvf lli. 7' .ァタ- f JレUrj)/ I:1f<

1)' 本 人 地 i i  I，f  /1¥ 

1喧 モルタルゾヲコ ー ト塗，7 7 ; スタ

Ｍｾ ， Ｑｲ 敏 ｏＮｐＮ 塗およ びタイル 貼

); }) 吸汗 -T ";，1 'J ス京地貼，プラス ター

，1' - FO. P. 塗 及びブヲメ ター喰



償 井 良

1926年 生

ll i.l jC 1: ｹｾ 大学ｾ［匹科卒

195111・ n l.l!，淀川 1: 務除式会

-11入 社

すいせん者 編 集 委 員 会

T 社 単 身 寮 に つ い て

この11¥身' 1;1は， これ以前に品l じ日的で古I1 られた幾つかの IP l 例と比較す

ると 例前 の大きさは変って ト ないが ， ＧＱ［Ｑ生 ｬ 人 当りのｾ物 ｦｴｬ￮ 摘の押 Ｑ Ｑｴ

は，かなり切門つまっている。それは限られたコ :Jjl'l f と敷地の京地比

とトう仲の' 1 ' で， で去るだけ強かな〈らしのぬを創ろうとした計闘の

111発 a江でもあ った。食堂と行PJl 棋が例需品<< と交叉し て l 階に配白され

てトる のは， 7. '5侃の: 苫しい! 敵地に適応した' f ' il l I を造りだしており ，食

Ｎ ｾｴ から北 の ｊ ｊ 干柿ｦＱ団地住宅を担むビスタは諜 ｉｉ ， Ｇ Ｏｌ ｬ 、。 しかしこうし

たギリギ日の線を初 Ｑｾ する努 ｽｊ の鰍返し Ｈ［ＱＺＮ ， それ向卦引阿の ＱＱＱ 発点を

l . I ! 物の適性な規開を泡脱したところへ jQい込んでしまうジレンマをも

勺て トるというニとを考えると ， いつもながら生活感怖というものを

3  定日するプ ｲｮＩｾ の貧しさに悔然たらざるを ｪＡｽ なト。

日 本 碍 子 株 式 会 社 岳 見 寮 1  9 !j G  I1 域 1
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‘、

宿舎関係の建物について

大限郵政局主II 築間r ( 近畿 2 府 4 m で実胞さ

れる設計の本筋11. もちろん}:;j合処察 である

が，その年間の I:TJHJ より相" ' 1の比if(を占め

ると 忠われる，m17関係の.J!犠につトて述べ

てみたい と旦l う。

住吉は側人の生活の場である 。側 々の人JI';

丹を，W I! とし剖 jjbj さ./1.る こと I Hf-ま しl . ;I); .

"1' 1111有数 十p にのぼる池袋程戸数に対 L . また

0 ";; ';市議会により 配犯 されてくる低 予算に対

しても ，人J.i i対句が郭政関係腕nに限定 され

るとして も ， その ｾｬＧ ［ ｋ はや「刊紙 事であ る 。

Jll 況 としては 2 1;- . 1 り，鉄筋 とれ々際 相

のプランをλ' めてIJ! . ; 話しているが. 11守々 下降

寸る 予算 と. IMられた敷地，人1，'; 同財丹 の商

品! な生i1i 係式， また近ぜi の 1:滑り なデラフク

ス風潮など，小m棋 な住 宅で11 rあがなしJ

ci - J t ぬ多くのI::J 姐がある。

以 下 ＳＳ 年ｭＺ ＱｊＡ Ｎ Ｑ 置 予定 の Ｒ り およ び ｬ 乃ｬＨｪ ｾ

につトてその何時党し的す。

2 号 宿 舎 ( F i g 1) 

木 造 平 家 2 戸 処 (  1  2 坪)

照 椛 小波 ス レート 2. 5 寸勾商'

外 災 ff 色 モ ル タ ノレ吹 付

根組り モルタ ノレ日IJ 1:引 き

内 盛 砂壁および漆喰

天 井 ベニヤ仮円透 L 張 り

11ト併構成人民114 人を対匁とする。積々 の立

地条件 よりI rJ H明およ び.i u路より の進入 を 時

える。

6 帖 (1 )之締純 明. 阪1&り十t ci- Ｖ 帖ｻ主子 ｦ ｊｾ ，ｻ，

'1' 火は問蟻食事家事不 となる。 百古紙は洗t閣の

ため ， 水 栓 コン セ ソ トを Ｎｉｾ けた 。 物 ｩ ， Ｏｦ ｾ Ｇｴ 通 勤

fl HI 転 車の怖納 を予定 L . 台所には) i ! i り付け

l '棚 をJ空け. {，柑品をi泣小IHにとどめる 。JU9i

ＱＱ コ ンロ 台下 に ｊ ｬｸ 納 ｌ Ｎ 外 部 よりｩｩＧ ｃ 柊 ｾ ｴｬ ［ ｬ で

守るよ うJを備 され る。

1 号 宿 舎 ( Fi g 2)  

本 ｾ '1' 家 IJ! 0 8門.. )

fl:J : li  2  I}I こ";1 じ

11、付き 611; は公前とし ， Ａ ｾ ｾ 会時 に ｮｮ 仕 切 を 撤
去 し大部保とする 。 村決 としては間rJ;;j長mで

ある 。

鉄 筋 宿 舎 ( F i g 3)  

IFf 司民: 災胞{'I' .'n'l

F i g  4  

F i g 5  

F i g 6  

Fi g 7  

Ｒ 勾 ｬｩｩｾ 0 2坪}

1 8
0

m合 09. 5坪)

3  ｬ Ｚ［Ｍｬｩｩｾ＠ 0 0.5汗)

鉄筋 骨 ￭ ｾ ( 12坪. 241  ')  

置勤Cl D

木 内 新 弥

' 上れ年 大 医10作 8 J1 13  n  

ｊ ｴｾ 終 ＡＧ ＿ＧＱ ［ ｾ 南満 洲工業WI "I

学校 生II 東 工学 科

ｩ ｾ＠ 阪 大阪郵政雄策調l

第 二 .1幻 十係長

{' I'  ｉｬ ｲｾ ＱＱ 略燃 大阪 郭政 7i'j.;tr

関係のIJ!物

す い せ ん 者 河 東 議 方

豊i璽謹i霊

ｾＴ＠

• 
ｾｳ＠

v  
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Ｑ Ｙｦ ｴｅｊ 也 。 広 ｊＺｾ iH ;1 被 mf 牛; 松 11 82 (/) 1  16  

1苗 仁丹 協 自l 組 " を 除 式 会 千 |

胤ＭＡＧｾ :  ..f.; jji ' V 本 A ] !

1:  ml :  ｉｾｬ＠ 111 3  2  {I' 6  n  - 甘 JJ

lf. 1./1. 地 l干 1 2. 5 坪 : 股地 4 5  J;f 

!I :  1-. :  ( 外的) ｉ ，ｾ俄 鉄頃瓦隙 JHt '111 ベン干 す世

!I :  1: .  f J 世I Hf J 也縦 ( / ) y卜}こ4、!: " ノント

阪を大{ 曜に打 J: . '世- f i 明漆喰恰， 本市:

オイルて テイン Ii¥

写 真 説 明

1. 南 面 五l瑚とサンデ，者のU l Iに m2 L てy

リーン/ J >I . ! ・L る

2. 北 面 中央的大} な簡は牛; 倒でドて ν ート

そ1配込んである れ側本的 { - I U(i引

付よぴ色 ｾｉ 軒部分。

3. 東 面 f 供ヰィと山市の無双 山窓が C，I. える。

4. 居 間 '1' 央に l眠込牛; 捌 . ラソマおよびI帆窓

を' 1、寸。本国lにはイ了側の 1m<  {i イL

6 mmへニ ヤl配込み1[ ' ( ｾｴ＠ L ，. ，とし

ている。

5  子供室 冶付 ベソト 1ｴ 筒ＧＱＧ＼に ｊ｛ ，り ｾ￭Ｎ L. III 米る

6  台 所 副i L のヨ ー ナー . 111窓には水、1'." ー

ハーを ｦＮｴ け隣地の ｉｉｉ 線完了 Ｓ ぇｾＺ ｾ，て

いる

7  同 上 食引のコーすー ，)1: 側，; j f . t 腰併のド

ｉｴＱｙ￯ｦ ， ｩ 正 ｉｾ 側下駄筒した，、ている

26 

私 の す ま い 。

品j 聞を隣I也に而した 1O.8x 13.5mと南北にやや長ト ニの敷地に，南而の私泊か

ら通ずる五I児を '1' 心に9.0x 4.5m とほとんどー相、に南にif l I してA]! てた。 12.51干

のこの狭小さではとても側々のプライパ ν ーはJ:tl てなトので，玄関克典のhJ9r

関係のコアを小心に ， ｾｩ 興に ｊ ， ＢＡ 主部分を設け ，南 刊に将米地築 ｊｉ pli jを列した。

ｊＢ ，ｻＱ ，部分でｉｴ ｾＧｮＮ Ｎ 慨による ｊｬｴ ｈＺＡｽＧ J- fR京 . }:1引のコーナーを" をけたが，ハ -

j - - - V :l Y としては限定されすよFて，融通何がなく反勺てスペー スとしてl t I な

ので. ￆ｝Ａ ｈｬｴ ・ ｦｦｬｉｊｎｾ Ｚ￭Ｚして ｻ 止 勺て い る。

4・tの11'( 11: ' 外' ; ( よりのi判官とサンデ，キとの結合のた拘. IHJnの大，1' い市 田'1に

広れをつけて ，H、に拘i 1l l L なトで. ＱＧＱＢＮ， 約 千ベ見合てｾＱｉ抗してトるが ， 侠小 ｷ

'u こ11幼恥f内である」うだ。

隣地へのプヲイパ ν ー制 ｈｾｩ のため Ｎ .I t .  lI ii( ，iにはi且胤主' 主 とした無双窓f.l J出

窓および11¥窓合流け. Ｉ［｛Ｑ 町には無双にサラン納を ｾｊｾ り つけて いるが Ｎ 冬則的 ｊＱ ｬ

2 耐と ， ことに1主的側 H の引込みの調節に幼日!(I'I である。

また採光と侠円し占のJJIJ 般のむ味で， ラ γ マに活 IIjj 3 m m，nTーを l世込んだ

が ， 雨天に ｬｩｾ 恨の ｗｊ ，阪を打つ雨汗がレわりやはり前了 Ｑ tJ'i 下にすべ，¥- 失政があ

勺たが，その他1 1 W内である。

食常世 wねた台所曲目り: 1 : . ， ｾ＠ V ' l 以外の家。/Ht  ・IJJ 、ニニて' M; I: が つトている

よ弓 t' 勝下 11 とL て1 ｴｾＱＱ に与えてい 仕 いが Ｎ 凪円の告をけを ｷｭ してトる。

す

，. 

3  



4  

、

平 面 図 1. ;}: 1児 2.  f;  19; 3.  l 1i 司王

4. 使 191 5.  )，'i  1111 6. 総 主

7.  了供三i 8. - ; - : . ; デジキ

、

和 国 保 昭 和 2 年 2 月 2 5 日1: :

ｉｉｾ 和 ＲＳ 年 ＡＮｩＺＺ ￱ ｬ￬ ｊ ・業大学主 主 築

学f 4 卒業. 広 jゐ鉄道管PI!日

すいせ ん 者 古 材 義教 拙策課に て主に. 木造駅舎

7  

の不燃駅合への改鍛えを計に

協) J ，この011 r広山平和日、

場 」 な ど の 競 技 J宣言| にLU

募，附 和30"1・設計の向 IMI

を求めて，現荘に移り村111

w. ，大肱正二氏のもとで主

として病院i . l ! 策，'1¥合住 宅

などの設骨| に協力 して ト る。

現，村rn大国Ci.l!築lli務 所

27 



このn，dl よm品13211'1且の派組として . I }' 吋り 13時間此の際" " . 1 ' 1式の 2 DK . すなわち 2 ね屯ダイニング守ソチン

タイプのj J ! 物として nJt したものであります。

現花公 開 としては ｭ 地の 入手 態と用地 Ｑ ｾ の節約のために Ｎ 2 D K以下の止] ! 物につL、ては原則として 5防処としてト

るので，伊l 泊1主ヲー ) './h'ti 告としました。われわれ住宅公聞においては様相設計による住宅のマスプロをその使命と

してトるわけで. { U可水郁の I，"J 上をJt り，人民計へのサービスの統一. 危険防止，プライノミ ν ーの問題などにと くに

ffi. Q":しつつ設計をすすめています。ま たその反ffii . ｾＧｭ するような主｝Ａ ，没コス トの低 ｪ 在化というＡｮ ｊ 胞と肱組 んで ， その

解決にJド市に Lノピアーな努) } をしているわけであります。

この及川におトてはすなわち公開指定の「流し J Ｈス テン ν ス ， 調ＮｐｬＡ ｦｾ デコラ貼り ， '1/ 1'4参照) を{ 止ml- ，また{! i !

:l lll i IY<W¥{i!!r.fi. ｲｲ￬ ・ Ｔ 便所 などには ｉ ギおよび腕にタイルを貼り ， バルコエー干 ｦ 判に ｉｾ ホロープロックをＨＡｉＡ ｉｉｊ して ， プロ

γ タ1白から受ける前々しい印後世111らげつつ，プヲイパ ν ーの揃lf :!l lこ努) J しました。ヲ寸タ ーセク ν ョンの明中配院

によって，桜) ) j J ! 設コストの低l艇化を. G 1 図したわけで. f也の際小説 JI の生]!物 と比較して約 5%の:r: Ｇｊｾ＠ 1¥' の引下げがで

まました。

このj J ! 物は現在工市中で，入居をみてないわけて' すが，われわれとしてはこの設計にけっして満足しているわけて'

はありません ， 結総対節の研究 ， また危険防 ＱＱＮＮＮ サービスの向上など ， 工事施工面から ， また人民おの， ｾｦ . また管m

而からのはね返りをJgll 与し ，十分よく検討し，改良に改良をi 1 i : ねてよりよ左越物の設計，その他殺をjffi じて大衆への

栴仕に努力し たt 、と思っています。

々おニの設計cti
t

HI1設計課長の指噂により . Jil 野J' 1! ): lと の共同 ll l : ' I であります。

住 宅 公 団 旭 ケ 丘 団 地

5 7 0 - 5  N - 2 D K  

計画床面積 42.98m
2
( 13.∞坪)

胞 L 者 名 鴻 池 組

周 棋 鉄筋コンクリート 5 際主] !

24i'i.I! 

JYI ｉｉｲｭＱ ＳＲ ｾ ド Ｖ 月 Ｍ ｬｉ ｦｬｒｉ ＳＳ Ｑ ＱＧ

6  )J 

主峰 (1: 1

ki. 恨 H 妹アヌフアルト IVjJ }( fI ; 1  

( 公 開 (1 隊)

外 部 モルタル ｉｾｉｉ r : 引の」ソリジ

ァトフ'. -9 ｻン Ｑｾ ｉ Ｎｴ Ｈｬ ［ 1  

1'-1 吊;

主l明 11 人治 i j Mf-I l¥l- ， ド ｾｬ 桁 ，

傘、 ，ＧｲＮ ｾＩ ￥

川市 ｉ｜ｾ プラスター ， 一 間 ｜Ｇ￭ｾｾｕｖ ［

Ｗ［ＩＱ プラスター吹 ｦＮ ｴＮ 紙 ｰｾ

r-. ｪｊ Ｍ ＧｪＧ γν Ｍ ｊｾ ｻ Ｎ ｴ Ｐ＠

台所 ・食"，; :  ｊｾ ［ フローリング 貼 ，

t世プヲスター . 公開指} 立流

し取 ft

庁?宅 l主人 J古石町flll l- . 腰タイル

貼

使19i : J I ; ・腕タイル日1;

洗If lII9r :JI、フローリング，タオル

掛，鈍，制l つ I

物 ｩｪｬ ，ｾ : 耐水へエヤ !V; り

田 村 敏 夫

大。U 411' 9  )1 8 11" 

U(HH23W tE 1;( ｽＮ［ＮＢ［ｾ＠ ｉＺＢ［ ｾ 部長ｬＡ雫下村平

人1，I:i.I!，;'t， 11 --1<干i"i:，公r-n) .、

Ij ，支所<1! 弔問l，j'.): ，; 1  ｊ Ｇ ｾ＠

すいせん者 飯 早 信 夫

..， 

a  



目 立 造 船 株 式 会 社 外 人 監 督 員 宿 舎

限られた割問で柿々の機能を満たし， 名人の感覚に合 っ

た住宅の意匠，そしてそれらを経済的な制約に抗して打

立てて !i くには. 'E々ならぬ然。G!: と宵{ 刊が要求 される。

この n立浩船外人' ，: : : <1' 千日 1i i1i に ， ニれらの減条1' 1が JI"i i¥'

にI I ! 慨に交メしており ， 、可初のJ九本，i't dl を打ち立て るま

でには相 川の附nnが必聴でありました。

エアーコ ' : / 7 ! ν 1 エ y グの完{ 印したこ の住 宅流; 汁にあ

って . J，kも不利 な条 n i a. fll' ii5の制限. ｢Ｎ Ｇ￬ｾｩｦｬ￯ の 制限，

c. 駁 fT防止によるギifij の制限 . d. 経済的制約etcJ が数

名 くあって ， '11
でも段初に施主の要求可l J j " { のみを時l置し

てでＮＡた ， 守そく身動立ので去ぬ平 ｩｦ 両ｽｾにおいて Ｎ ＧＡ＿｟気調

幣引を巡り 11¥すことは非常な負担でありました。

その 1，ニのヱアーコンディジョニ y グit . ' *同事1のハ γ

ケ ージタイ プを 使 用するようにとの施主のｾ求で Ｎ Ili'i'l¥ 

k カ夕刊 グのみに よる Il'z ，11 も また大立 な uj f l でありま し

た。

また，( J : 匠 (1'; に 1:1: . 日本人であるわれわれの感覚 と人民 さ

れる 人 々との感覚の相迎は肢 も大まなI:l) 胞を生み， これ

の解 決1:1:竣 :1' .1111際 ま で 傾 け る よ う な 状 態 に も な り ま し

た。 これは色 終潟棋において Jil もI何時に現れており主寸

ニの ｦｾ 一 ＧｴＺの及川から ， 子ー ムＺベよ ｾｊ，くの班点を知り ， ニれ

らの研究により j内の努} ) を十日 しまず， 』芸術的， 階( ; t fl')

Ｇ 統済 Ｈ Ｇｾｊ ｊ ｦｦ ｩｾ ｒｩ を満足す べき 進歩的仕組築を日指してま

い りた L 、と思っております。

所 1E J血 大阪市天王寺t 区 上 1. ポ

本 Inf 8 丁 FI

ｾ 二 ｊＺ 丹株式会社 ￬ｾ 例制 ｬ 2. J，: 

持t 校 鉄 筋 コ ンク リ- f

2 fll'iil! 
3. ホ

円 数 l 階 84.81m
2  

4. JI

17  
2 附 52. 04 

チ

l問

J v  

InJ 

延if lIh'l 136.85 

5. パ ス ル ー ム

附属ｾｾ家 39. 76 

ノ1‘1  176. 61m
2  

'ii・
Jgj  U{{ 且13211' 9 )J -

6. 食

1111[413311' 2  )  J  

外間Ifl :J
7. ｻｾ＠ 百1

';{ .If! :  S 押1 l1J. I$i; Jι 封

『畳 日ν ン横 冊 し，一間;

8. '" 

可イ

二丁掛タイ ，レ貼り

腰 。モノレタル! 1! : : : 1 ;r J1l 1え 9. 1i' Ｕ Ｈ 湖惣 Ｎｾ

外締結l具 銅 製 オ イ ル ベ ン 会

!1!: 

森 本 光 雄

1111;自18  fl' 8 月 13 円 生

附 和31年 3 月

筒井大宇工宇部長s築学

科卒渋

ｉｉｻｾ 布 ＱＳ ｊｦ ド Ｔ 月

川中 ・小西姐築、11務 所

人 191. 現荘に去る 。

|問f ; l ¥した主な作品

・ 大阪 ｩｬｪｩ ｾ ｬｮｴ ＺＺｫ ｊＧｆ 凶支 ｊ ， ｾｩ

. 久 保川 鉄工K K本 判 事

務 所

Ｍ ｲｨ 師の ￬ｾ 海 ｉ 苧クラ ブ

・上 六 ピ ル

・商 品l ホ テ ル

す い せ ん 者 小 西 岬

11. 犬 婦 干ミ 宅

12. ト ラ γ タ ル ー ム

13 物 人 h  

14. [lI! 所

15. ホ
ノレ

16. リ イ 、 ン ル ー ム

17. J，三 Rl l 入 オ1

18 子 0¥ 1ト2 'i{ 

19. ハ ル コ



大 辻 真 喜 夫

s[I RI5 年 2 刀15W l

IIs '1 128年 3 刀 京都大下ヨ学問 ｓｾ 策，，［ＺＺ科卒ｩＡ

。 H I 竹中工務山入車i

以米 本! 占設計調lに勤 務

設 計 時 限

II d.28 川端 刑 厳111務 所 本 造 18J1宇和 歌 山

IJJ 鋭 和 歌 山 支 山 長 相 宅 木 造 40l'!' "  

lI iL 29  H 氏 周l 木 造 38町 神 戸

高 Ｑｩ 住 ｮ Ｇｾ Ｇ ｬ ｬＧ ｬ ｬ 務所 R . C  55時 n  

lil y  1'; 舗 R . C 35坪 砂

町1. 30  神J i 間際会館 S . R . C 7，267ff 勿

31  現J lMJ I ; J ; : : r ノレ本館部分何当 勿

町1. 32 1l f01 n ピル S. R.  C  22，930坪 大 民

間 .33 ｬＮｊｉＮ ｴ 時，［ｾｾ十ホテル 部分拘当 。

すい せ ん 者 小 川 正

写真脱明

1. H氏邸南面

2. "  居間および食堂

3.  "  居間

4 パー ソルデイノ クロ ーク

( 新朝日ピル地下1階)

5. "  客 席

ι  w  力ウンヲー廻 り

7.  "  客 席

8. 神戸包際会館ホテル主食堂

ラウ ンヂ

9. "  ホテル パー

10. "  ホテ ル 和室

s  



、

11. 12. 13. 14.  

H OT E L  G R A N D  O S A K A  

ｻ 新朝日ピ ｉｾ Ｉ

パ プ リ ツ ウ ス ベ ー ス

偶 感 .

円分のl珂係した姥物が竣」二後. 予定 した Jj

r，oJ にその歩みを進出てトるか合かをみると

しうことは，- t- k の恐れとともに非常に興

味の深いも のです。幸いに も祈朝日ピルで

は，竣工1ま2 カ月近〈その '1' に生活の一部

を持ち ， その ｾ策 の 臥吹 をじかに呼吸する

機会に必 まれ ，民きにつけ 啓 l - . ! につけ今

まで気づかなかった多くのことを' 下ぶこと

がでまました。

そして純物 のいのち (1 i  v e)  i  ness )  ，ま

た塊というのは，その無機的なjJ!寝空間だ

けの1l: 1姐ではなく ，その主! ) 的である人 IIIJ

の生活と ，どのように結ぼれているかによ

って決定されるものだと L 、うことも一一。

人Iltl の .nt ( ある いはモ デュ ール) に榔拠

して ， その微悦的 ｳ｣｡ Ｉ ･ と ｼ 三悦ＨＨｾ s c a)e， 

例人を続 可3にした空間! と，その集合 した幾

人かの人nll を規単にした権 )11) ，そしてさら

に大 J くは，人間- IJ 会の生活すべてを包含

する -IJ 会的な s c a)e とが，一つの比例 をも

って関ｾし ， それを使う人 ｉｬｴｬ と イ ｩ 機的に結

ばれているとまに始めてその他築111: 命を

持り ， しかもその建築が人1111のtt- 遍的な f)

的に合殺して働いているとよその魂が生

きていると いえるのではないでしょ うか。

15.  16.  17. 18 

H O T E L  G R AN D  O S A K A  

Ｈ 新朝日ピ ｉｾ Ｉ

ホ テ ル 和 室



奥 山 勝

生il'.}-I u 附 如 5 fj' 3  )1 2 4  11 

ｬ 止終予腕大阪市立昂 Ｉ ｽ［ｾ 1: ，ｾ・ γ 校ｾ

策 刊 辛 (1削Hl 22I ド)

，ｾ＠ 1. 1 ' 昭和2211竹 '1' IA質的人- 1. 1

設計部Ifr k1l ，J)l {loにでる

ｆ ， ｪｾＺ ｲＮ ＧｊｩｏＩ ，￬Ｇｩ，ｴｉに協 Ｉｊ

Jj( 剖i 公 業 会 向T

Ｈ村野保ｾ築。 ｊｩｻ 首 ＱＹｩ ，， Ｑ ，Ｏ十 Ｉ

曹111 本 放 送 ス タ ジ オ お よ び 1H' IJ i

PI 経 会 館 ピ ノ レ

住 ぷ fJ 託 銀 行 金 訳文I o

ＨｉｉｾｊＱ ，Ａ十」務 ｋｋ よ Ｑ ，［十Ｉ

e y . 光公- 11: );(吊i 煙 i，'!. ] 場

Ｈ松Ｑｉ ＱＧＱ ＧｉＱｉｾ築ポ務所ｾＮｦ十Ｉ

o  s 劇 場

肱i 111 松 竹

新 M } ; ピ J レ

作 品 略 腔

; IW=化::I : K K， ｝Ｚ ｊｊｾ ，＠ lVf:先五i 合jrU，

淡 路 ν 」、マ

す い せ ん 者 岩 本 博 行

，炎

地
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隙

政

h
n
 

所

出

団

創

作

止 IUJ

主リ ｾ ｦ ｊ 上

J
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路 ネ マソ

大 限 di ｾｈ 淀川区 ｬ 刈次 ｬｩｬｉ 35 1  

竹 中 _L 防 J. lf

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 込 3 防止s

1  w; 1  0  7.  4  3  Ji・

2 防 1 2  3. 3  4  

3 !1' i  2  9. 6  0  

". 2  6  O. 3  7  Ji= 

附 111 3  1  il' 3  )  )  - 7  )) 

外部，E i ui モ ず イ ク タ イ ル IV;， tI 

'1' 12丁 掛 タ イJ レ

側IIl i 色 モノν タノレ ll)( f.II)' . tI 

司'1焼過 ν y j / J J よU 人

浩司 i!JI.J.I}小IIII ，¥-

内部I )1< アヌタイル ， ｉ｜ｾ ゾラ

ヨート 1l)( f.!' lt お よ ひ ヲ

γ カー， 色 モ ル タ ル慢

結し

古川'，' " ' 、色モルタル I担モ リ

ノ イド 干 l也， リソl ' 1ベ

ンキ ，X J I タイ j / ート

ー ン オ イ ルベ，，，，¥' 1111さ

ｾ築地は大 ＱＱ ，Ｈの 北辺にあ ります。 ｬ 註近は朗 ｩ 心

において， ， ｴ 立 ｗｉ の先制した映 ｭｬｪ 館が ｊＮ＼ｾ ち扱

ひ，客足はその IJ に集 '1' しております。 /:I lrl iJI，J

辺の観客に便利を計るためには ｨ￬ ｬ ｾ の映 ｬ 削加 を

，出世する必要があるとの胞主のむ閃のもとにこ

の Jt ll!! ib; j f主められました。

不快} f i . な奥行のせ まい土地をイl 必j に生かすた

めに ， 1階にロビ ー， 喫 茶，悦所，椅械五など

をとり ， 2階に客席を設けました。敷地のすぐ

ｩ￬ｾ に氾 ＱＱＱ が ａ よ って いますので ， 防音のため客席

P，J聞は緑窓とし，併せて光線の配l症に只えまし

' ー

~。

r  



1，l.l fl.Ji J)( モ ル タ ル 、 JIII ぇ モ ル タ ル 11 地 同
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1. 早 川 電 機 工 業 KK本社

2. 天 竜 製 鋸 K K 大阪支底

3. 大 阪 東 映 劇 場

ぐ別電高r

3  



木 村 康 彦

大 正 15年 12月 7 日生

略 ぼ 附 和27年 3 月 大 阪 大 学 工 学 部

構築工学科卒業

4 月消水U! . l ' l : K KJ<l:

計部 入 社 '

昭fu28月 5 月 以後同上大阪支

16設計部勤務

従 I1 した主なぷ3

大 阪 東 映 劇 場 昭 和30年竣功

点 映 京 都 泌 影 所 事 務 所 附 羽130年 e

早 川 ili 機 K K 本 社 昭 商131年 が

天電製鋸K Iく大| 喧支l占 附 和32年 w

聯合紙器lK K本社改祭 昭 和32年 w

議日I fl K.l K  K 本 社 日 下 施 行 '1'

大 i荘 東 映 会 館 | 司 上

す い せ ん 者 木 村 橋

4.  5. 

大 阪 東 映 会 館 棋 型

感 想 : 現代的ではないかも珂lれません

が，人 licr に自分のものを公開することはMか

面映ゆい気がします。まして主s築のように多

くの人の協同で出米上るものについてはなお

一層のことです。

われながら天附れな芯を抱いて実務につい

たI fi . 土木は地図を塗り変え，雄策( ; 1. 石を出j

んで鍍〈ものであるから ik してあだやおろそ

かであ ってはならぬ， とトう風なことを先蹴

から 1mかされたことがありました。現実にわ

われはクライアントから n重なものを制 っ

てその要求を充し，片や意匠，施工技術，予

算等々相反する多くの ， ｾｾ粧を墜 ｐ ＮｬＡ ｌ ［［ｴ ー ガナ

イズして一つのm粧を災現しなければなりま

せん。そのために日夜努力しますが，なかな

かP. l ! 想通りにはま い りません。石を刻 んで繁

かれたものは容易に変えることができな¥. 。

ここに挙げられた作品もそのー端であり ，先

Z置のご指噂やその他 の人々の協力によ ってで

きたものに他なりません。許されてトうこ と

ができるものは，ただ私なりすべてを挙げて

の結果であるというニとだけでありましょう 。

4  

5  
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ｉｊ ｩ Ｎ ｉｅｊ 也大 ｉｾ r[ i  1相 l耳目1，法 相r 1也 5 昨 2 3  

，;'l ，11 大 成 主II ，i' J : 大 阪 文 It 'i ・':: (，j.: r'旬止

胞 ! 丹 大 成 主II ， ［Ｇｬ 株式 会 ＮＱ 大 ｦｬＧｾ Ji. 1，'(  

il / . 棋地下 l P. ' i 地f -. 3 隣組鉄' 1t . 鉄筋ヨ γ 7 ｾＭ

トJ白 地 下劇 均)I! [1 5∞!市 人; 劇持〉江111，∞Ol，y;

Ji' ，;!( 1也l f開 264. 92 Ji' 1隣 お8. 55 Ji' 2階

135.  95ti' '1'] 也防 17. 55坪 11' 2附 75. 73ti 

中 3 隣 36.55昨 3 p.'i 108. 57呼

合 μl 泥7. 82坪

1: Jgl /l1l ｾｉ＠ 3  1  I1・ 6 }j - /111 ｾｉ＠ 3  1  1，' 1  1  Jl 

11:  1: " ヒー川、 ビニアスタイル， 喰 モルタル措i iii

ベンキ 検 ， ;I (}I タイ I1ートーン民 11 1也l叫べン

キ挽

オ- 7' " ( ト リュ ーム ， ｉ｜ｾ＠ ドI也モリノイドコペ

ンハ - ' 1"/ リプ大1段階打オ イノレペン キ塗一郎ピ

才ンリバー l出色 j.t ラ' ; / 7 塗， 夫)1 タ 1I1ート

- "/1ぽ11 I也比'; ベン T櫓

段計要 旨 Fl l mr とい う 1'.1血Wi， ､ ｪ ｦ ｬｩ ｯ Ｉ あらゆる Ｇｩ ｾ ｬｦｩ￭ に

行阪 をベタ ｉｬｴＮ にしなければＮＡｾＺが 人 らないという ｩｪＡＺＺ［臣主 的

ぷ で， 'll : X 行桜1110) 大喧Isi を要求と' おりのものですが，

ｪＧｈＧｪ｣ ニれら ω 打肢をとりかえる経 Ｑｾ も 大変でしょうが ，

j't 岨変る外回ニれが映洲町fの実態で，外笹卸tよ{り) ' !'-f而1，如ii ，t十l附"仰州
h川
'1 i  

に'哨f!'，I.点t吋5をi抗;，ペ:I(l

ン中コンハクトにしμ4μふめ，うBたため， ロビー 1M偵をl t ( 少 'W' l.に

処J ' P.-I- るニとがで，>，動線に L 無 Pi!. がな く， また附 j'i v)

山線附u としたため， ロビーが制喝の iQ: '&'1を県た1 . - ， Ａｦｾ＠

純にも合ま ｊ ＱＮｩｬ ｴ 維を緩 和 ずるよ い給処 を ｮ たと Ｎｾｴ トま

'r た ｴ ， Ｚ ｕｾＧ ワ引を Ｒ 隣にと勺たた拘 Ｈ主 ｬｬｾ 匹ｾＧＮ の経 ＧＩＺｴ ｬ 二 ω

ｲＺ ｩ ｬ 仙で Ｒ ｾ に ｬ￱λＡＩ 干.... ? リー ω' -: 附へ は q，3  fii'i.I'.): ぴ

3  fii'，ま -C': ，;/" 1' ，1  f  t d U u  fι ーんなL ・明{， I;、/ / . ありま l ゆ

{ ドラインて i l'，む u ょOHl r，I，j サ f ド0)14引市そ ltb' ，品目;0) 江

見附，で ， 行 ｕ ＨｉＮＭｉＮＱＮる感 ｬＧＯＩ ，全くなく ， こ ω ，Ｇ［でｻ上 ｉｊｾｊＯｊｉＧ

と，IJ. I，って t 、ま -r 。



宮 本 千 賀 志

"' l f ) J  f I 大1 i : 15年 2 )J 11 11 パ

下 円 ゃれ ，Ｑ 世専門学校生ｾ宅付

町H1I 24
i
" 軍 Yi

ｴｾ＠ ｉＧ，ｾ＠ II({ ｦｾＱ 例 年 Ｔ )1 Ｑ 日 大 ｬ 点 ｉＮｉＡ ，，ｾ

1' " ，会- 11: 大山文hi; ，;!i，:I ，! ・担 に

人判 ，IJl 在に1 ; る。

すいせん 者 笹 川 季 男

1' 1品 略Eま

.  ｾｾｾ士銀行船場文山 ＨＮ［ｾ，［十 補佐Ｉ

附25. 8- 矧26. 3

・;:J I;{ カ Y トリークラブ ・クラブハヲス

附 26.6- 町126.12

• ｾＧＺｴ 士銀行浜寺 ＱＹＡ 劫 ｾ ｩ 附 ＲＷ Ｎ Ｓ Ｍ 附 Ｒ ＷＮＹ
Ｎ 大政 ＡｊＡ 技大版文ｾＡｊ ｾ ＩＮ中 ｪＹＡ ＡｪＭＧＨ，Ｇｉ

附 29.5- 昭 29. 11

・北海道l I i殖 銀行事1'/ ;  ｊ｛｜ｾ＠ if¥水家峡ア

ハート 附 30. 9- ITH31. 1  

Ｎ 千 日前 国際 ｲｬｴｬ 占 申 ｉｊｾｉ 削 Ｓ ＱＮ 6- IIH31. 11 

・渋 谷 咽l 附 31. 11- 附 32.3

. ゴ持政国際ゴル 7 且j ，; l ラプハヲス

11(132. 6- 11日32. 10

・小 林 邸 ( 施 J: <I九 7月蹄ユ

予定) 11日33. 1 - 1附33. 7予定

‘ 大 成 建 設 大 阪 支 庖 豊 中 独 身 寮

所 ( U血 投 '1' 市 111 0 ) 上 ' i( 辿 2 ω 2 3  

3  壮 大/ &I . I ! ; 立大阪支'11; ，:; .;  ..-1.: 下f Y .，t;: 

l在 1: 町 大成I . I ! ，;立 株 パ 会 t I 大 限 立 1，11

J . l ! 校 木造 Ｒ ｾ寄生ｾ J dl  

円' 欽 l 際 109. 27Ti '. 2 附 49. 72同'

介 ，JJ- 158.  99Ti' 

1". WI 1111 利 29均 5 )J - 1111 H129 11' . 11 1J 

U: J  外 部蛍 ラスモノレダ ｉｾ ， F J血色モルタノン

I!); 付， li{ 椴 泡 焼 J Ul'. ー 市 ｉ ｾｅ 鉛 ｗＮ 、 阪

Kft; . オイノレベンキ塗

内 部 ;":1閤w 人; a {i(vf ill. 雌 ド・食、;i:

・制 本lぷ アピトン . Ｇｉ ｾ Ｚ＠ V  I クイ ，

・部ア ピト Y 色付 ラ : J ｾ Ｎ ノ ＰＱ ベニ

ヤオイ ノレベンキお よび ν: ; ｾイ

股計要 旨 故郷を離れて大 Ｑ Ｇｉｩで勤める人 ｩ 主的ぺ活の ＩＮｾ ｊ 血 とし

て，少しでも似人の生活闘を舷保 r るよう 1H本 的 .t l酬をしまし

た 。 したが っ て 色ｾ所 ， 洗面 の 小 プロックと食 Ｇ［ ［￭ｾ . 似積水， 明会

本，浴引のプロ γ クとをそれぞれ分離し. よれによ勺て動線の

円滑化をはかりました。 'I;i母宝は管PJ VJ¥務 の能準」側' 1 { プロ γ

クのー・突 IJ I開iの壬" 瑚協に.t ' l : けました。

すべてが予算の関係上JI "i i，に' i ' t 京なものになりましたが. Jは

低 の eわからでも 悦生活 の味 気なさをなくするよう t: )i: したつ も

りです。

‘ 奈 良 国 際 ゴ ル フ 場 ク ラ ブ ハ ウ ス

.... ;受

(，j.:，，t 195811'. 5 )  J りに/ " 椛)

谷 邸

所在地 臨 '1' Tfj 胤 11¥ 1  3  6  7 の 2 5

設 計 :;.; ，j.: f' fY 止

胞 1::/¥' 1111 HI I.I! .:'l: 柄 、 パ 会 主1:

ｊＮｬＡ ｪ 県本 Ｎｩｾ '1-: Ｎｾ＠ . u ! 日本 Jι J.f

W 放 1 7.  6  2  5 伴

1:  IUI 1111 向131 司 1 1  rJ - ｉｾｉ＠ HI 32 1/ '  3 月

(1: J  外 部リ ν ン 癒間内 ｦＱＮ［ＮｩＭＺＯｾＧ ド タイルア

ジ口 貼 ，堕 ジ a ヲク . ＩｾＩｴＭ杉 Ｘ 分

f' lfr J  

t量計要 旨 !.f! 'u; の生日から は 18坪に満たない '1、付 ' じで 4. 511; を

3 市 ， Ｖ ＱＱ ［ を ｬ 引 と ｌ ‘ う 紙 ｐ ｉ Ａ な ＱＲＭポが あるのが現 代 ＱＱ 本人 的 ｉ ｉＺｲ ｬ ｾ

'!，t!ポなのでl - ，うか。小住宅Jで小郎k! ，を多く ，そして 明 で川( 1:

切 ることにｪＡ Ｚｊ 刷が ありそうですが ， 家族構成の国Ｉｾ上やむを仰

ない二 とでした。 それと敷地が JI' 'i i，に扶ト ニとです。 た だ 2 J i

J凸路i{li にしてい るため多少牧われて い ま「が
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民 A C  R 会

( i.J!築研究グループ)

附 R1 3 i l'. l OJ1 2 11

山 11県 厳 i li t; ;J: 

名 ， ｉｩ ｫ ｾ 1・y!J.lj. IIII";: :校

生 ｾ根付 ＱＱ 日向 ｬ 例 年平

以 !M泌総 B没技術 'lf fhl9i

愛知 ｐ［ ｾｉ j-"1ヰ綿，1唱を 統

て耳 ｕｅＧｉ Ｇ 部 ｬ 也 ｊｪ ｩＮｊＡ， ［ｾ

)"j i.J!¥l!，m!ph務

刊 "JI" L'九七 堂旬IV.lI i て: 11・下校i.J!

2高に参加 . '1  r  ｲｻＱｾ＠ J也i.J!

でIt 労働|則 fK，i.J! p拒に

参加，その他 7 ，作

ＱｾＩ ，ｉ［ ， 竹 ￯ ｬ ｩｊ 王 の 住 ℃

懸賞設，11

ｉｾｬ 有 Ｑ ＲＸ ＴＧＮＩ 江公 ｌｾ 而 Ｑ

ＨｩＮｊＡ築学会 Ｉ Ｓ ｾ 平およ

び Ｑ Ｑ 作 Ｈ Ｒ ｾＩ

附T11314'1正住℃ 凶I也

(J， 'I 上l f E 作集

愛知1i . J ! 築士会主他，

住宅鏡技設 計11作ω

それぞれに人選

す い せ ん 者 佐 藤 四 郎
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新し いi . I! 築雑必が米るたびにど :yままさせられる。昨 LI まで

は! 翌す伝わち硝子="'01111の無限定と喧fi されたかと思 うと ，

今 1111，' l ! : すなわちコ Y ク 3 ー ト= 人i聞の自然界からのI! I j 黙な

どと f"r の ，'，'i もなく変って行く。辺、思技術の発展のためと思え 11

ぞれまでのことですが，つくづく進 !t' の在 り方とト うものに悩

まされる。婦 人 税 ＱＱ Ｎｩで ｩＮｊＡ第五 がひどく ｬｾ 論家に町 ｉ かれた ζ と

がある。 - .ml i . J ! 築家の独善的な態度は否とする にしても ，勉強

もしない人々が「だから 俺速のi . I! 築観 11正しいのだ」と 主1Uす

るのは幽る。ぜひＪの ＱＱＱＱ を 作 ってくれと ト う老 人に Ｇ ｩＨ ｬｾｬ 洗 ｲ 団 関

の附人を推め， またwのIIllの代 りに水洗使所にすることを推め

るくら いの nt はなくてはなるま い。

病気を l白すための i nl は出おがどんなに嫌がってもやはりや

らなくてはならないのと /，; 1じように旦t う。 右に左に1 $ れ動 くi.I!

棋界に在って払i主の脚元をどのように固めるか，そう い うこと

に忠トが長ると主銘 i々 . I ! 築家になることの難しさを痛感する 。

と」

邸氏

.1. .  

ー ーーーーーーーーーー← ，. 

ー? ーー』ーー- - - - 匂』、ー

市竹
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柏 原 1導

￟ｻｾ＠ T11  5  11' 12  I! 23 11 生

時 限 ｊＱ ｾｈｬｉ ＳＰ ＱＱＧ＠ 3 月 大阪 I 世大

，、ＧｈｬＡｾ匹 ｡ 下料市ｾ

TiD;[ks犠流W! i :t)j i9i 所 n

.  ;r， ‘  

-・&・5

u . 1  

.". 

4 階

地 1措

5 - 8階

1 階 o  1 0 M 

話与

. 守(

V J H，Z a M.山

H O S Y O  B U I L D I N G の 設 計 に つ い て

神戸 ＺＺ ｾ ｈ 駅ロー夕日ーに南陵するところで ， ち ｫ うど 一 二下 ｻ Ｍｴ y ター街のn医

而に、円る西向の助所で，今では新聞会館，同際会館. .TI' 戸i l i l i '*なと' がてUv. ん

でいますが，この計阿はそれらがでまる以前のニとだったと思います。

れf向ijl1地下 2 附地上 8 附で，その中に二つの映画場を合む貸事務所のピノレ

で，これをいかに統一総合するかが烈せられた問題でありました。すなわち地

下に JlIiJ1i ilJl J場定口ωo人- 8∞人，地上にr' f . 阿劇場定貝鉛O人- 1，収l O人，いずJ

も封切仰と L . 外に銀行. J.昆示場，貿易品の似列宅などで. 4何時または 5防以

ｩ に貨市務室を ｴＮ Ｇｩち ， 設備は諸屯ｾ ｻ設備，冷 Ａ唆房焚置を持つものであります。

上高己のよ うな性質のピルでありますので，この配室勤線などを巧l i l t . して l Wi

平而では銀行それに二つのYI ，なる映岡町Iのエントヲ y; ; <の解決， ビジネス部分

として股示場および貸ピノレなどのコシトランス。このように 3 - 4 航類の必要

が生じることにはりプヲ γ の上で被錐なものにな って止ました。また 5 陪以上

に貸'!l 務攻を配しこれには 2 台の客用 ， l b の仰物用エレベーターを設けサー

ビスとしては便所，湯沸. ダスト ν ュ - f .  ｾＢＧ￬ 詰階段などを合みＺｊＮＡ ｭｷ 雨械を

75%以下に留めることがでまました。

情造的にはrY' 画館」ニの部分で平而閃 4 附の過平をトラスが人るものとして，与

えました。この計画の設計をうえられたことにより 小生 19身大変よい勉強をい

たしました。

ｾ 示 ｾ ， .r. 色

2 階 3 階
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• 

一一. .Ii

1 階

• 

設計者としてのことば

ｬＮｬＱ恨 の俺 ｦｩｴ が ＭＱ Ｑ 会のＧｾボにより例制 ｦ 化 寸るに従 ｌ 、 その 内 部的な 川凶 も ｉｘｾ

に分 化 し ， 川Ａ庄 化 して ＧＱＢ に個人 の技 耐 によ勺て， Ｑｾｊ 十が ｪ ｬｴ め ｬｾｊ られるニとはほと

んど不可能に近く ， れ問; 門の1::jIQな技術の綜什に よってのみ "1能となり! ! ) ると

号えられま j- 。 したが勺てデずインi <!1I当するものはその点任におL 、てそれら

れ部門の ｩｾ 訴を ＱＧ ［ 分消化 ｌ ， 調快し ， 統合する必習があり ， また調快 ｌ ， 統合

しＡＡＩた中において ｩＮｉＡｾ高 の お を 求 めるニとが当然滞せられた 使命で あり 任務 であ

ると. I J . I，l ・ま す。ただ '1¥に" Jeのみでなくその J:: の中に ) J 強 < 1<1JI. された一 つの形

態がし 勺かりと大地に 恨を下 L ， "" 物かや人 々にう ったえ，同日後つ ける) )があ

ってよ いのではなトで L . うか。 I1、1[1こ泊われ短時 H のIlII に色々 の' J 1 ' = ぷをまと

め解決するピ、' 1 : ' に正l られると ， ともすれ I { 小 'J iにこだわり寸了て大。J i を忘れ，

肖然 培L られる べ. . _!- 1ft: ｾ控ＱＧ Ｑ をは逃しゃ寸くなるもので ， 'i;r ，こ努 )) と}託行をする

ニとが姐穫の- 1 ' 1 ' 101，了|巴保 し似ると心g) ，今伐の，i1! 凶にJ f " { りくんで' 1i J - たトと念

願する次 ｾ です

ゑ< ^ 以

牛; 姐棋の，;'z ，d J mとし てLt ， Ｑ Ｑ Ｑ 小企 Ｇｴ ω ｬＺｦｴＮＱＧｩＺ川Ｑ［ Ｑ として川耐 ｬ ｩ な ＱＧＮＱ 也 本 Ｈ Ｏｾ ｉｍ に

J;t :l、に利IIJ するかというt : : J凶， また rlil 勾とい う立地条 1'1により隣f在家1; 1にJl t'，li

ＱＧＨ をでｾ .... ＧＺＭるだけ支払わすに ， 定 められた ｔＭｴ＿ｾ内に て ￸ 大 イ ｉ 必 ｊ にｩＮｉＡ築に ｮｲｲ 寸る

かと い う11日目白が ， f ，Ulil '司に '1、すような . ， ｉｬ ｙｾｪ 世十 ＱＰ ＾＼Ｚ 敷 地収界線よ り Ｑ ・ 分 内に Ｑ｛［＼ り

人 ｊ ｴｊ，ｾ礎の ｉｨｪ ＮＨＮ と ｬｬｬ ｬ ｊｩ ， 1/(打 etc の倒鮮さを1[.<除去 ， 均等ラ ー メγ を利mし

てキ A ンフ f レバーによりよスヲブを掛け，20c m コンクリ ー トプ" メ 7 1<' 1みに

て吸I也? 世界まで外' ，' そを111 し似た二と 11土，leの rl 的を 1分先例[L! ! ) たL のと思 っ

ております。 UH喝幹雄)

吐I.t およ び r. ;j 物 削19r

'Ji ｦｾ 引

'Ii 務 不

; 時 潟 市

l畦 IJr

通 路

向島1およ び.l:fU'i UI・1.

ν ヲ ー ワ イ ン ド ウ

}

B

・

・

・

・

l

2

3

4

5

6

7
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• 

ー

2 階

1. i : f I 貨 j民 示 Jl)
1. 雑 貨 展 示 均

2. 応 持 司令《

2.  Hl ;tr ; 交 換 引

3. 'iX J左 光 低

3.  Ti'i ぜ1 附

4. lil 貨 ir ト1，
4. 食 1j t: 

5.  1勾 間帯 段 可イ

6. 物

5. '1l fj} 

7. 湯 iir. 守(

6. fll 可i，1  0  11; 

8. 使 19i 7.  fll 可f 6  11; 

3 階

8.  1量

ヤマ トシャツ綜式会社設計額要

19i (E ItI! 大 l'< dj' li lX l有久'i 〈J12川f

2  J i  122 

;1. ;1舵PI¥ '. N' I.I! ｾ匹 目 ｊ ｩ 務所

惜 l  味式会 11 大 林 制l

胤 慌 JoJA' 鉄筋コン 7 リー

J t i/( 

ト情ぬ ｊｉＮｬｬｬｦｴ 外 ｬｩｾ ヨンク

リートブロ. ， 7  ;ii 

U1 20c m) 地 r 1  隣

地 1'. 3附I.I!

駅I血 371. 803m e  112. 656Ji 

i血隣 66. 612 20. 183 

1附 355. 413 107. 692 

2  JlI' i  329.014  99. 691  

3 Jl1'i 329. 014  99. 691 

M断 10.915 3. 307 

.H 1. 090. 9ω m"  330.564門

1: Jgl  11目白132:，' 4 JJ -

II{{ 自132年10JJ

外部仕上

4l Jn :  T ス ソ ア ル ト 防 水 刷 ( 7  

刷 ) ν ンY ーコン: ; リー

トfJ の 1: . 抑 止 モ ル タ ル

塗り 11 I血切り

外 !i モ コシタリートプロ ;J '7 

(J ・正20c m ).f，'j み の 上，モ

Jレj ' 1レl由J t' J Iま: J 9 ジ y

ドJスダイン' i X 付Iナ 。Ei!1i

の み 了 掛 タ イ ル 貼 り ，

一部コ y 夕日 ート打紋 し

性相! ，l ¥御影ミガキ

すいせん者徳永正三

側 II{{ fll 4  :1' 6 月 2 9  11 生

9. 脱 火 洗 If，i 所

1I{{fI 125行 3 JJ 京都二I 車場 I"J 学 校 姐 築 科 ( 現h

京都 ｉ Ｚ ｾ 繊維大Ｇ下Ｉ事

10. 浴 可J

11. 使 19i 

12. 内 R寺 f'l 可イ

13. 吹 t!< 光 証王

14. 雑 貨 it J. Ji 

1I {{AI 25J: 6 )J 株式会 ｾＱＺＱＱＱ 川制 ｬ 人判 Ｎｩｕ 十に従 Ｇｊ￭
1I{{fl 130:i'l 0)J '.JiJ'1.I!犠 'J i務所に人19i 現在にポ

る。

主なる 111 、町および協働せる1 ' 1品

州内125:1' .- 30年 住't: Vu. I_ i . および安係7 ' Ji'." 戸匝l

小学校および中学校，新築 1 ・J'

"を計

l附白13lf l' J U，il1ii 合流，11' '.j " 1無 人' ，[;.iii} .. ｪ ＮｴＧｾＮＱｉ＠
1I{l AI' I ' 下校J炉;ιお よ ひ12教宅設計

1I{{f1132:1 ヤマト ν 守ア株 式会 社 I々 ; { .没，苛二:

J附

1.. ｦｾＡ よｲＺｴ ＡＮ［ｕｉ 広知 ｬ 製鉄所 ｗｾ ｌｬｙＮｩ
..'l. :I 



このT . l品はカ V ; / ;i' ーを主 とし た同級印刷工場です。その 工程からい って . 1  

Fl oor で plan を処即するのが当然だ ったでしょうが，敷地の狭少 さから 工科

の li ij 背，すなわち紙質の均一化を関る部分を2隣に jll ' し上: げ， リフ トを 通 じて 印

刷の後計と述絡しました。ために リフ トの伎院の決定が pl an の段大限同 だった

といえます。搬入の原紙を印刷に過した状態に持ち込む設備はなかなか難しく ，

施主. 11寝坊 yi 1' 0 " と綿々 試みましたが，満足な紡 * とはなりませんで した。

いずれにしろ工喝の場 合 ， 能 率の 向 上 と い う ｉｙｊ 憾 な ｉ ｉ Ｈ ｾｽ があり ， 胞 主 Ｎ yi 朽，

設計. r ，. の立地に伴 う感情の搬入がな し 気 持 よ く協力でまた と思い ます。

jJ!築家の臼 状が，狭少な作家意識 と結びついて作 ると い うことに殊斑の 向己 満

足に陥り ，そのための社会 との遊離は伝統的なも のと はL 、えあ まり感心した もの

とはL、えなL、新しく 1' 1る努力にましてそれを列島? さす 努 力，ま た その 余裕 を

archi t ect の名においても 払L 、かつ持ちたい ものと 思い ます。

J主計という実務に掠 って半才，施主なるタ ν ソ トのl恨の厳しさ を!ir. 切に 感 じ 占

せられました。

所 在 地 大阪市東成区王

崎，11111571

.，.. Ｇ Ｑ Ｑ 殺計円 τ ｮｬ ｾ 摂， ｩ ｾ ｾ ｐ ｉ ｜

1折務

Ｑ Ｑｬ 、 可松井香 ｾ

処 築 ｲ Ｚ Ｇ ｬ ｬ 施 工 丹矢 Ｑ［ｾｾ ， ｩ ［ｴ ｋｋ 大

阪支J. 'i

;u宮D ず11 "  近 般 m5 ¥K K

l同房，衛生J :'I¥"  

11，111 工 業 K K

建築面. f lt 229. 33li' 

WJ :  1956年 3 月21 日

完1: 1656年 6 月20n

主要仕上

外ｾ一部日 ν ｹ 撤部 ｌ Ｎ コ

ンクリ ー トrr肱 し

脱線 防水モルタノレ喰

rJ; 問If:U.

工場 天 井 ・'¥t: ヨンク日 一

十打般 L . ( ，セj γ ト

吹付

事務 宝 ，. '  :  p " イノレ貼 り

Ａ ｾｾ＠ : 検緑巾而桜. ゾヲ

コート 吹付

天対 吸 7Tテョ ケス 貼

り

L__J 

r、"
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L1-ーー「I

1 階

1. ｪｾ 、 問 ホール

t 一一一_ _ J "

ネ土
. 6.  

2 コE式株刷印光新
ごうJ

4・I

F亀 械 可 ミ

印 刷l 均

7  
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所 在 地 大 阪 市 堂 島 大 柄南結束南隅

工 市 設 計 者 三 mi . l ! 築流計事務所

J担 当 松 井 呑 路

工耶飽工者割ミ式会事I 新 井 組

強策床而m事務所 51. 57汗

モータープーノレ上家

32.17坪

完 工 1957年秋

主 理 仕 上 外 壁 9 i 1' Y 強訴し，一部

本 11" タイル

7T， V : スチーノレサッ ν ，

三機 6 5 担

大東亙化学 K K 本社・丸善石油堂島サービスス

テーシヨン

前3eの新光印刷JK Kより約一年後の仕事です。

Oi  I  5er v  ice  5t at i on とい う 3目路 のアクセ

サリ ー的なもの との同居で，奇異を弄せず，人

服を 怒 き たトなる， ｉ ｾ ｊＮに苛 心 し ま した。

事務所節分は . lf1'務内容に合わして簡潔般小

限にしぼり ま したが Ｎｾ 周な感じはなく ， 適正Ｎ

間隔のもの緊張した活発感のある l Jl務京になり

ました。なお工 ￯ｾ としてスタ ｹ ド 経営には一定

の投許バラツスがあり ，それを超過することは

無形の宣伝効果を過大将価することになるとの

厳しい嶋本線が引かれました。事務室の三方の

すッ V ュは既製品ですが， ニこで ν デ ィノ ード

の可能性を十分引 111 し得たと思川、ま す。

工 Ｑｾ の 低 肢は厳 し い現実で しょうが ， 見せか

けの粉飾でカハ ーすることなしに，低W! l i 低限

なりに生命力のある ，足の生えたものを寝止上

げていき たく思L 、ます。

丸善! で1!JEi .i曲

⑨ 
t 一一_ _ J "

1 階

1. 給 油 易

2.  トラ ァク 洗 車場

3. そーター プーノレ

4. 1空 前

5. 現 喝 l Jl 務 所

6. 倉 1-1(

7.  {/<( 眠 司王

明

日

小

山

市

宗

務

筏

カ

階

ッ

市

応

和

ロ

2

 1

2

3

4
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松 井 香 路

生れ均一附T l I 5  i l' 5  JJ 7  n  

ｊｩ ｭ 学 Ｏｪ，ｾ IIIl lil 29年 神 戸 大 学

1:'宇部員II 築 科 卒

ｉｾｻ 和 Ｓ Ｐ ｦ ｔＧ 三日Ii.l!策

及川市務所勤務

作品略! 民 主 として構造 と怠匠

との緊11' : - 1庄の向いも

のを相当寸る地T'i' IJ;

'f，い。

n T の処所長の打 /11

される柑i造アイデア

にう| まづられ勝ちだ

が， 早〈追いつ，1-た

¥. ものである。

すいせん者 三 国 一 男

畠
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1 住 友 共 電 K K 新 居 浜 西 火 力 発 電 所 模 型

2 日 本 鉄 板 K K 島 屋 工 場 鉄 骨 盤 方 中

3. 大 住 ビ ル デ イ ン ゲ

4. 松 下 電 工 K K 高 槻 工 場

5. 大 手 町 建 物 K K 住 友 銀 行 ピ ル 骨 組

6. 神 戸 市 庁 舎 鉄 骨 建 方 中

7. 神 戸 市 庁 舎



多 国 英 之

大 rE 1  3  'q:  11: .  )，1  

￟ｈ 自 Ｑ ＲＵ Ｑｩｾ IU京 大乍 第 二J: ";::

e  珂i処築学科 平!l;

II{l 有126f l' 111，主設計J: 務株式

会 .1 に人 .1

F  

作品時限( " ・印は構造相当のみ)

l別府126年 m神 戸 銀 行 J . l Y ;i( 文 h!j

lI{lT1I 27J司 .，大 住 ピ ノレデ f ング ，mr'i1' ｉ 胡 ｾｉ ｉ ｾ 民会問 Ｑ

1I(i相 128年 松下¥Il 子コ.業株式会判向槻コ場 ( 賀1 ・jijl)

日 本 鉄 阪 株 式 会 .J: Ａ［ｾ Ｉ［ｻコ地 Ｈ 茸 ｬ Ｍ Ｇ ｊｾｉＩ

Hti 利2鈎 . . ，毎 日 大 阪 会 館( 第一Jm

附官130年 点字l' J '  市 Ji 合

s{l 自131年 ｾｈ 大乎阿 ｊｾ 物除式会 Ｎ Ｑ 住 友銀行ピルデ ｦ ング

1I{l官132年 住 友共 同¥117J味式会.1:新1，'， iJ i，耐火 ) J Ｗｾ＠ ffi lyi 

) ! 施附ti ti 物に| 刻する実験研究

1I{l和29斗 鉄1; {鉄筋ョ γ クリ ー ト: x 大供拭wに よる破損

やl

実験

lI!l ll J30年 鉄什鉄筋ヨンタ リ ート 面 ｉＦ ＺＡｬｬｾ のＷｉｩ，提唱による

抑 ｬｩｩ ｾ盟 実験

lI{ml 3J 有 平炉J: 場 タ ν - 0/ 71ーダー の仮! l l b，)ι ) J の制

ｲｕｾｦＺ 先

ｉｾｬ 自 Ｑ Ｓ Ｑ 年 Ａ日 ｉｊ ｉｊｬ ボ ｊ ラ ー フ ν イムｾ鉄 ｩＧｲｾＡ 刷による前 腕

実験

1I {I Rl 31司 鉄1' j- j割、筋コ γ クリート: J ! 大供試 1-1、に t る桁孔

ｾの 別問 ｦ 実 験

す い せ ん 者 室 井 修

断 と い う 」 と

構造相当のI:I: 'I(を! 立々やりますと ，いつも 感 ず る こ と で

寸が，mi 乱I!i J 十には:l t: l rのIi :iliがJI ";;'; に大企な役釧を ti め

て いるために Ｎ 清 算 と立ＺＱ Ｑ とを ｩｬｾｨｩｊ 占れる ｪ ｩ が多 い ようで

す。

，:l rr. のIt 'liはもちろん il l'1ii に大切でありますけれども ，も

勺と大切なものは n然科学に胤さ' した技術丹 としての判断

であり ，この判l析を下すことが政. 11の第一歩でありまし ょ

づ 。

ある仮定をJ，! ; 礎として綿成せられた)J 学そのものは，その

似定範1m内においては全く d しトこと でありますが，現実

の 只体的 な主 ｾ ｾ 距に つ い て ， ある し は ＧＱ｜ に 一つの 鉄筋ヨシ ク

リ ート のｾ に つ ト てで も ， その解析 には計ｲｲＮの限界と い っ

たものがあり ，現殺の・下IHlの段階では現実と PI l 鈴と の間に

はよだに大企な溺があります。この滑に縞をかけて ，tn方

を交通させるのが技術おとし ての判断であります。

二の判断は冷静で，鎚Mi で，そして 直しいも のでなけれ

げな η ませんL . ，またあらゆる 変化に対し て11 111に作用す

るものでなければなりません。

IItll lJ にいろいろ なタイプの人がL ‘ て変化のある .1 会を形成

して いるように，鎚!占にもまたいろいろな構造 ，:Q: 匠，問

能をもつものがあるでし k う。 ζ れらのあらゆる調和に対

して 十分に応 ι 仰るような判断 ) J を耐iI えたL 、と目、いま す。

どこかの労働組合の綱領にでもありそうな 包梨 で す が，

「健l主にし て文化的な生活J への 年礎となるよ うな始築，

すなわち， まず健康で J' しくて，鴨川で，非';11'( で と

t 、った雄第を夢みてトま す。
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［回目［［ょＺｾ ｾｉ＠

‘  P C  ｾ仮 枠

大 谷 学 園 体 育 館

J軒tf.J也 大阪市阿f丹野区共立iffi

m 烈 鋼 筋 コ ン ク リ ー ト逃

( 大栄のみ P. S ヨソ

クリ ー ト使用)

而i fII 地隣 103. 89m
2  

l  陪 733. 66m"

延 837. 55m"

.1". JgJ I1I l  RI 331
下3

月~

附有133(f. 9  JJ 

股肘について : 史丈を小さくしたというニ

とはどんなj.J! 物にも要求されることですが，

耐火構 ｺ 也でスパンの大さな主 ｾ 物は ， ｾの ｮ ・ ｵ

が栄丈に大きく影符ーし不利な条rJ と な り ま

す。ょの解決の子 ;1、としてこのj . J ! 物に P. S.

コンクリ ー トを使用してみました。ｾ丈がス

ハン σ) 20分の n' l 度で収まったことは， ｾＢ Ｂ＠

の車 ｊ ｭ Ｇ￬ ｬ を日め ， 同市の軽減がＩ，ｾ礎 ｊｾ ， ｬｊ を存

易にL . 地震による水平力が少くなって ，そ

の処 ｐ ｉＧＮが ｴＮｾ 易＼ ， m造的にも随分飛になり書

した。

また地工商Iでも従来長 スパン附造物に{止川

されていた鉄1; t鉄筋コンクリ ー トに lt ベて，

鉄骨j.J! Ii のwIJmの節減，および P . S . ヨンク

リート繁が下部匁榊の胞3 に無関係に制作で

J るなど ， 1則が相当 AI 梧iでJ るよ うです。

今地 1 中のこのj.J! 物につトてのいろいろのデ

- 5' が P. S. ヲ : / 79 ー ト使用の成功をボす

ことを殺しみにしている次第で寸。
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大 阪 市 交 通 局 長 居 検 車 場

所拍 j由 大 阪 市 阿 倍 野 区 同 長 問 問I

規 模 鉄 骨 造 平 家 処

i而 w 延 3，4  9  9. 1 4 m"  

工! 明 朗 和 3 1年 12 刀 ~ 閉 和 3 2 年 5 JJ 

股針について 施主側より示された股初の本l

R 線前前はダイヤモ Y ドトラスにより支持 L ，一

連のクレーシによる水平力は別に組んだ 7 レーム

で処J ' l ! するというものでした。しかしタ ν ーン(.;j

需を処慨するためにスパ >' 17m のフレームを別に

組むことは，クレーシのl i I 1 ! 日れを 11 めるためある

ね11):の剛刊を持 った水平而内の陥商を剥lむ必要か

ら鋼材 ｊ ｉｴが相当多くなっていました。この， Ｑｾｪｊ の

ようなトヲスの陪匁而l i ，風向情などによる水平

引を処浬するためにプ ν ーν ングによって比較的

剛な榊而を榊成しています。この而でクレー y の

憐力を処PRするニとにすれ t-f ，クν ー γ を支r a

るうＡＺＡｾ障が千＿酎もできます。ヨＺ胞設計ではこの点を考

慮して設討を進め，鋼材! 立を予旬以上に少 くする

二とができました。

ぷ 1所内予見

計 十 1

l  - ulon叫んイ



松 下 電 器 産 業 三 国 工 場

所 在 地 大 阪 府 豊 中 ili 大 (:.j 高江

設計胞1 除 式 会 社 中 JII 組

規 模 敷地 9， 3  1  7 坪

総J . l ! 物延町 9， 9  3  2  li 

」二 月I
IIIml 31年 9 JJ - 1I{l拘 132-'. 1' 9  JJ 

5  

荘

一
型

一
園

2  

段計者のことば この主 ｊＡ 物は訟下 ｾ￼ 器家挺

沼化事業部のうち，主に洗組; 却を製造する工

場として計画されたものです。私述が計闘の

fu初に立裂したのは現在の 4 棋の工場をまと

めて l 械にするプランでしたが，紡 J.J 現在の

プラ γ で決定 されました。

工場は181自il ;スパン H! [ ，倉山 141[111棟， 計

4Il 1[で， これらを結ぶ 3 階J . l ! の部分I ! ，部品

倉wとな っており ます。各生J! 物のIUI は渡り廊

下の外 ， 地下および中市コンベヤーでｾ給さ

れております. I . l ! 物配置は， 正面道路に ibi し

て'11務所，研究所がJ . l ! てられ，製側には従来

上i のためのグラウンドと食立，且! . J 主主，その

他誕生施設を設けたl以生ピノレがJ . l ! ってお りま

す。

lU米上りに関しては，なにしろ配也 J 十闘の

決定と同時に着工して当時の鋼材やセ j ント

の値上 りによる入手維をマトモに交けながら

コ場の操業まで10カJ l IIII の工JUIで仕上げたの

で，;nu印の不 1分と仕事の不山米のみ同につ

いて，ヤレヤ ν という感じが光成後一年の今

U まだとれません。特にエキスパン ν ョンの

施工不十分が限につき ます。

日 高 輝 雄

生年 JI R  大正13年 7 Ji 30U生

M終 学 陛 附 和16年12月大阪府

立西野山工業学校卒業

業 tt 附和20年 中JII 組に

入社，主に設計を担

当現をにいたる。

3  

4  

L  工事中空中よりの全景

2. 事 務 所

Ｓ Ｎ 厚 生ピ ｊ ｾ 全 景

4 道 路 上 の 上 展

図視透景全面正，
o
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富 士 製 鉄 株 式 会 社 広 畑 製 鉄 所 広 巾 厚 板 工 場

所 在 地 位路市広畑区広畑! 日 ｉＺｾ ，

鉄広畑l製 鉄 所内

J立 計 株式会社ポ知 ｉｭｾｎ 首 ＱＹｩ

G ホ ン 7 ・4 そ ω 他

IJ !策ffiWi 42，H初、ド米

{自にJ i I 内 作1HU' i l 9r お よ び 間 同・，!ll

施 ｾ ｲ＠ 大 手他 ，;' t K K 7)( jlf 制l 転台 1  ).， 

I J ! ; 拒慨世
制] s 倹械，; 立制 1  ).， 

A ， [E 延 J ¥J

B 冷 却 お よ '0: m ＱｲＮｾ＠ 均

ｃ スラプ ， 成 品 処 ｰｾ 1，砧

D  第 11Ji t動機市およ びファソヰイ

E  第 2ι{ 助担望者お よ び ブ ァ シ 市

F  1階 作 業 11通路. 2 11l ' i 観覧丹

煙 突 鉄 筋 コンクリート冶 2  )人

{; i!fJ 町;' ノ主情 IoLI-， 1  地

位 攻の 構 造 鉄 1' ; 地1 " 家主t . 外 収

よび ] ;1.縦i庄刷鉄桜'mり，bj! 動 機 不

は筑前宗とし外ｉｪｾ I1ニ ァ ト 11: 1ニ

通路

Ｑ ・ ｊｾｉ ｲｾｭ ＱＳＲ 年 Ｑ n  Ｂｖｾ＠ ，'" II{{ 自133

年 6 )J ;e 1・

す い せ ん の こ と ば 東 畑 謙 三

ｅｦｾ ＱｊＡ茶 の拘 噂紛争 ｬＧ は 附 ｲｬ［ 白に止 ， Ｇ， ｪＡ なる よ と ， 材料 を ＰＱ しく ＱＱＱ うる

よと ， 機 能 に 合PI¥(I<Iなるよと . 0) τ つである。 いわゆる尖l . - ，I-主t 弔

に げA わ く さ れ て . o/<i hi に の み 点 ろ う と す る 人 々 に 対 し て あ ら た め

て ， この 恨 本の tII/1l' を わ 寸 れ て は な ら ぬ こ とをit:.Q: したい。 ここに

す い ゼんする ｉｊＡ物は， 鉄鋼のｦｊｬＡ川はも Ｑ ＩＱト ｹ を突破するわが凶 Ｇｬｾ

大の長 ｬＡ 物の一 つ であるが ， 到ｾＨ Ｍ ，人 の 下で ｂ 没 ｅ けが で去るも ω ではな

L 、。 阪 秀 な る 技 術 E 述 の チ ー ム ワ - 7 ででd " たものであるが， 池 111

JI を代表とする ， 黙 々として紋カ月。Ji にあたる人々がなく てはとて

もできるものでな い 。 何 ｦＱ 枚かの鉄 ＧＱＧ［Ｍ Ｇ 以 ｬｩ ｬ ､ｬＱ それ同身長 ｩｾￌｦＯｆ ， Ｇ ｮ Ｇ ， であ

ると Il il 時 に ，少 し の あ や ま り も ない・1" 11，をみて ト ると ，よ れニモI J !

礎 技 師のI面fl が鰍り iJ¥てい る感! J ;' j 一る 。

池 田 膨 一 郎

(1111(i'l: 13町)

'1" (¥' ) j 大 正 15 (，' 2  Jj '1 

ｍ 終 ρ Ｇ ｦＺ ｉｾ 医 ＱＱ 日 ｔ ｬＱ ＲＳ Ｑ｝Ｇ ， 1' 1'/; rAi  

必茶科字型

ｾ＠ ｊｴｾ＠ ，. i } 年点両ol J !唱す1I 務

/9iに 入 所 ， 今 11 に で る

(' 1'，.，九時 開

ＱＱ 日向 Ｇ Ｓ Ｐ Ｑ｜ Ｇ 吊交辿 ｉｕｾｉ 幣師 ｩｬ

ｉＺＡｾ ｽ＠ Ｈ情 ｪｾ､ｬｬ 可Ｉ

- : _，f ( 交通 パ χ k ン

タ ー

北 11 4: *'ill' 4:・ 11: r  

t話 "

'u; 士フィ ルム rvf':先

i抗 "

1I{f自131年 亦 蝿l市 農 官 協hil 担l

合 'Ji 務 所 "

l古1 製鉄広畑関門

i9r 雪a闘ユ土当地被

1 1 1  

¥プ』7 コ

設 計 者 の こ と ば 池 田 彰 一 郎

" ? ! 交を干院してI J !
f
!l 'Jifhi9i に 人19i ，今 " で 満 1'( ，になる 断 る と 払s主I t

ｬ￬ｩｾ＠ＧＱ ， ｬｩｩｾ 伎 のＩｪ Ｇｊｩ ｬ 止 む条 ＱＧＱ に ｙ どまれ ない ｒ ， ｾｭ ｬ にｦＺ校教 ｲｬ を受け ，判 会に人 つ

てはまずノ ' 7 Ｇ［Ｑ ク ｉｊＡ＿匹に ｬｦ 什 ｾｬ まねば ならなかった。そして止 ｴ ，匹桝では戦後

の ｌ ｬＧＮ ［ｾ ｬ ＮｩｪＡ［Ｇ高 か ｲ ，Ｊ 防止 ｬｬｾ へ転検する変動 ｪ 引を迎えた 地 U<: l特， 付 料. PI! 

論 ともにめま〈るしい ほ どの 進 少 を とげたが， 弘にと って は時代に; ( J 陥で

まな い1，(，特 を味 わ 勺 た この時 Jglに おし て は つの耳l J J j に抗力 )1 あ る い は

数多| を [1 込んで努 Ｉｊ したとしても ， かえ ってそ れは析しいｉｊＡｾ匹界の進歩か

ら1[，り伐されるおをれがあ 勺た 。今 日 で は こりような過椛j倒的，( . 配はほぼ

解 消 さ れ た が， とにかく 沈 滞ω 数( ，を; 1' ' : 悩の '1' にi曲した。 」うやく 1"1'1 の

転険にt J ! . まれて改めて li L' .を I1  j，lZJ i I i した今 11 で{ 丸 ー此‘ n分の ベー ヌ で，

その時その ｊｊ ，で ｩ 止 汗のｾｽ ) J を 惜 し ま な い よ う 心 掛 け てト る rJ; "，である。

、〈
×  ×  

一二 ω IJ !物 とともに恒"tω 主 II( 内たる広 II'I' /. 阪 別 必J 仰の，，， . 世七 1，; 1附に ; 't

，d したが. ，it ，iIIUll iI)l 1 1  1，' 2 カ)1 に沙り . ， ［Ｇｴ ， ､ に従 Ｇｉｩ した ＱＹ ［ ｴｈ， ｕｾＱ 円 ＱＱ 延

2  H' ( r' i人である ＧＱＧ でむ ｉ ｲＮｬ七則ｲＮ ｮ を要した の は ｪ 世 ＧＱＧ に組Ｂ官する別必， ｩＮｴｬｾｴｬ

の出艇であ勺 Ｍ｣ ， 判、「丹として耳 Ｑ Ｑ，品を見ると ， ＢｉｊＡま ＱＱ まるで水 ｉｦ ｊ｛ ｉ ＺＱ ニ ｩ 宇ｾ，Ｚ

ＩＩ＼， Ｑ ，を眺めるよ弓 ｨ＿ｾＨ が 一 「 ζ 住 友 モω むの11"， '，i¥;( 11な む の で あ る か

ら. ｾ， ｙｬｪ￺｟［ ［ ＮｉＺひ険Ｈ［ｴ Ｑ ， ιｉｕｾ＠ "  L て続 i i W; に" を，; J しな I f ) . l / ( ん r) むいω11 、"1

Ｚ＼ｾｾＭＨ＠ J )ω IJ!'!l Ol l H' (I' /! ，'，;¥rl 川: ｴＢＮｴｬｾｾ の ｽｪ からほぼ決Ｇ札的 ＯＧｊ Ｂ ｫ 世間がも均九

ｉｬる ω で ， 弘法のｼ同 Ｇｹｦ る叫 ＺｕￄωｉＧｾｉ 栴 ｊＩｾＡ 抱Ｂを， ､ Ｇ ，J，IIU，、 r，であ 勺た o ，;'t 

"tlgIl BI らこの証lに は かι り11ニ紡されてトるので. ，;'t ，d をj止めて い く，frfil ij が

J わめて IR Wに な っ て く る よの，ttn11j に 従 ってぷ，i ¥Pli が制成されると ， 弘

ｩ 主はｉｊＡｾ友とトうよりも技術呂として黙々として，没， ＱＱ 完成まで努 Ｉｊ するり

であるの
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中米サンサルパドＩｾ の紡績 工 場

2  

1. 完 成 に 近 い 工 場

2.  上 空 よ り み た 工 場 全 景

3. 高 窓 を み た と こ ろ

4. 鉄 骨 組 立 中 の 工 場

4  

池 田

サンサルハドル飛行場にて

'1' 11')] 11 Ｂｾ和 Ｒ ｩｊ二 Ｑ 月生

1< 1 : 終予朕附白12311'. 事1'1 '

点 ｾ Ｎｭ 匹科卒業

主 脱 / 1M下 株 式 会社

東側i . l ! 策事務所

に 人 ｬｾｩ Ｎ 今日に

主 ζ 。

す い せ ん の こ と ば 東 畑 蛾 三

フラントの愉 1'1 とか. i . l ! 築技術の海外遊 1.1¥とかいろ いろと い

うが) ' 際! 1IJ : g j として実現はなかなか闘難がともなう 。 当 'jf 務

所におトても ， 海外の Ｎｊｗ をや っ た ＱＧ Ｑ 数 ｉｾ ｉ Ｇ ｾ､ｬ にも ｩ 主寸る

が，実現したものIHl a t - にす. y なト ζ の際 ifl: ＱＡｾ＠ Ｏｪｾニとは ， 今

ｉｉｉ Ｂ ｖｾ して ｉ ｶ ｊ ＱＱ でも ｉｦ｜ ｾ してくれる ， 技術を身に つ けた ｾｴＷ ;1 

たるr . ' l 、ｩＮｬＡｾ高校側のある二とである 。

池川武彦111土地( 11t 干'''H!i 代 成制 険企c!'!，n してよ汗をかけめ

ぐっ た関係か. f'fP年七伎となtにあ入、れているお人である 。彼の

何JJ ，である '1'*サンサルバドルのよの紡紡 J :J，抑止，材料の大半

ば" " " 拠品を使川はしたが. Ａｊｬ ｊ 血のＡｾ， ｉｲｬ､ 士一二れをよく保川 ｬ ，

しかも I 人は寸ベて現地の級人を{止 「て， この大 仁喝 を完成-t!:

しめた。ある時11 ーし人 とともにトワモ口コ ν を'i;¥， 食 l ，ある時

(t . . l 人を 12¥分のllli 転する自動 '11ではよぴ等して iそくその国人

ととけ込んで I ｊ ｾ に吋 っ たのである 。 こうなるとｩＮｬＡＮ 臣 家の職 務 も

J I'1;¥に鰍 l ¥，< ，のである 。サンサノレバドノレにおける イi 能な技術

はみとめられて ，lt<: 近また j キLノコの '1' :l Hの ν オン j 血}j へ. 1'1

分の" 主計した J : J誌のi . l ! ，; 立に IJlli'l している 。技術を身につけたf ;

い叫p; 高まの海外j JUJ¥こそ軍界のハイオニヤとト うべ J であろ

っ
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兵 庫 県 揖 保 川 総 合 開 発 事 業 播 磨 工 業 用 水 送 水 場

2  

3  

1 正 面

2. プ ラ ン

3. 側 面岬

所 在 地 姫 路 市 余 部 区 阪 出

設計監庖 土 木 D )i

兵1>11県土木生II 策部河川課

kl!築工事

兵Ｏｉｉ ｟ｬ ｾ ［ｴ 土木ｫｬＡ築部 ｫｬＡ 築課

細工古 k l ! 築主体 K K大成建設

土木主体 K K大成主II 設

主¥ ¥I.i K KWJ ¥11 合

ポ ン プ K K住民1工 業

縦 模 主 体 鉄1' ，鉄筋並用造

住脚悶> t : コン夕日ート抗

打地 ｊｾ 鉄筋肉筒追 ｩ ( 3  <11. 

ずレー ン付 )

1m w  送水場 212.0同'

湯水設備

ポー チ 3.0 

地下 光屯五 19.8  

合 計 商 般 234. 8坪

330fP- 3 0 m- <T5∞m m  

Hi 動IU結 i両巻 2 台

120fP- 15m - 中450 mm

"  3 台

ωf P- "  - <T350 mm 

2台

1201.p- "  - 中450 mm

デ ｦ ー ゼノレ ￬ｾＡ 巻 2 台

J :rJ' 唆功 II{{ 和32iドIO)J 完 了

仕よ外装

外壁 全阿I コンクリート 化 粧 打

放し

ｊｾＮ ｉ 投 ヨンクリートスラプ上ス

ーパーアノレ Y イ ド 貼

事F裂 。小 i庄々 哩l ス ν ー} をコン

クリート打込型枠に使則

し化位打込

庇 。コン夕日ート化粧打般し

腰 耐 火 ν y ガ化粧械
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兵 庫 県 燭 保 川 総 合 開 発 事 業 播 磨 工 業 用 水 送 水 場

股 計 上 基 本 計 画 と 諸 問 題

漣 物 用 述 。ぷこ ω IJ !物11引>>;(;9' ムより政訴i さ，h た放 流水ド

川保川 を械 ドして ， ょこに拠点されこれよりド流川熊州

! 官 j 也市へ 送Aくするための姥 物。

E主計基本計画 上本部河川，I'! とω t6l h;! 'j' 官てあるため，

本 'Jf ，ｾ の み［行であるｪＩＧｩ，Ｉ＼，没 ＼＼ＱＱ を ｼ 分にＥｉＡした ＰＱ 物 ωι

市の配分 ， それにも 町Ｇｩｬ ＮＮて送 車 ｲｲ をさけて ｾ ｬ ￴ｦｬ をｩ｜Ａ ｩｩＧｬＮ す

る，1，'，( ， また外観 I H' I I ; : ' i 上の匁構1<とポ材のJ砲をそのまま

点 裂 した ) J 泌さと よ 朴 さの追求 を試みました。

情造上の問題点 二の姥 物は本旨に述べたごとく ，JI S水

しその水をポシプで儲水し ｉ 王 Ｉｊ をもって広〈 揺州ＮＮｴＺｾ地

帯 に jlr るため I ｴｬｾ 本柳下 ｪ 司 ｬ 捌の 地崩砂事ｬ￬｜ｉＮり砂刷 の砂の

移Ｑｭに対するＩ， ｾｩ 監の ｉ Ｚｾ 姐Ｈ現住隣践するＧＮＧ［ｾ 1:: 鉄送水l IJI 土

1;; ーの ならびにホンプ) l l i 転時の01物 の波動' i j ¥' 時 / (= 1. 0

7 ν ーンとの怨動が共鳴した場合 [ ( = 1. 2 これに対する

対 策 につ トて多少 号l直1. - : "，: 識して，没，11 した。

屋 捜 面コンクリート型 枠 k: 村HI白の哩! 仲はJI ' 出に抱lみ に

くL リ!ん また] T . / i l ( しの場合のコストの，1.

1

，( ，な ら び に t;- ，宇

Ｈ ＨＮＩ な Ｏｂ ｉ 地点 より波 々ｾ Ｎ ス ν ートを円筒 ｩ 曲線に併せ工助で Ｉｾｉ

J: しコγ ク日 ー トに打込仕上げとしたので， 苫惣( ( . ) に9f

ｾｾｉｻＪ であ っ た。

兵 庫 県 職 員 寮 プ ラ ン 砂

兵 庫 県 職 員 寮 パ ー ス 砂

所I . f . J血 神戸市生 1111正'111JI 子

j且4

， ￬ Ａ ｗ 監 ｾｊＡ 兵) j ( 保土木01*開101

策 謀

構 造 実 験 神 戸 大 学 工 学部地築

科

錨 J'. 丹

01祭 主 体 K K 大 林 組

1目 白( K K キ 9 y 術会

給 排 水 術 生K K 本 [E 商 会

則 侠 主 体 鉄筋コ ; / 7

リート P. C ニスラ

プ榊i占， 5防止II ラ

- ) y  構 造

It，i  I此 I F L  156. 6坪

2  156. 6 

3  156. 6 

4  156. 6 

5  156. 6 

P.  H  14.57 

合 計 IfiiW 797. 17坪

ｲＮ Ｇ ｬ ￭ 竣功予定 Ｑｾｻ｝ ｗＳ 年 Ｙ 月 ＱＹ ＱＱ
I . I ! 策巾仙 一 部J i l軒暖房およ び

応持セ フト 取付て坪当

り6 万円

I.I!物JII i主 兵1制限11"に勤 務する

峨μ の うち独 身 者のた

め の俗 的ならびに峨日

の 叱化厚生 0 ) 施設とし

て使用される

仕 上 外談 全町{ コ ンク 9 - f 化

位打般l . . ，外 部 窓 は 6

5 規絡す -;J V を飲込む

兵 庫 県 職 員 寮 段 計 上 の 鰯 問 題 点

情 造 1. J自認11.'; に おける 水、1'. L OA D の削 減 . Jl-. ;礎

.. ｃ Ｇ ｬ ￭ ￯ｾ の 削減を合む ＰＱ 物 ω ｄｅａｄ Ｎ L OA D  

の宇佐減を計り P. C J+: 阪をJ J l . I品打 R. C 栂i告に

採則。

2. P. C スラプの現喝打 R. C との! i 1合 部にお

ける 剛性その他 の問 地の 解IYI

3. P. C スヲプを使汗l した地合のヲー ) y 却'!fi !1

体 の 同 Ｇｉｾｉ のｉｉＭｉ ｊ 姻の解明 。

!iii理 1. 均m J ーを揖担保 された工場製品を現JJ.Hr R. C 

工 'llIこ' 早人 l.. ，現場J . :'li のU .PI!化 と.. Ul iJ U1I 11I の

促進および短縮を計る。

1ト . ¥'  ｾ＠

2. 将ｾ内面川泣 の 場合 の 介ｾｉＡＨ内 ｪｬ 山 ｩ の立系に ｦｩｙｉ

造 的 可能性 の 一助を リえるため。

施工 1. ' 打般化粧コ Y 夕日 ート而の表而( ( 1 烈に対する

シタ Ｓ ート調合 計 醐 および ［ ｾｩＱ ｴ 。

2.  コンクリ ー 1ill HI 弗l とその彬惣に対する実験。

3. 化粧 コ ｙｾＹ Ｍｾ 製枠 とその計 則 。

4. r ストピ ース 強肢と ， ν ュミゾトハ γ マ一試

験 強 伎 と の 比 較。

猪 沢 徳 忠

附和 8 11' 1  Ｉ｝ ＲＴ 日ｾ
"r 阪 大 阪 コ: 業大 学斗 宇部

地 * 科 卒 業

峨 !法 共山県士水車II 築冊以II

築，1'1! J .:rji 計[由l係 勤 務

ＨＧｆｊｬ ， ｬｬｬｾ＠

ｉｾｻ 如 ＲＹ 年 Ｗ 月 兵 ｍ ｾｾ［ｾ 立芦尾高

校J障'''¥HIi彊iお よ び 大 改修築

II{{ 和3 0年 4 月 兵 " 1県 相 会 保

総f<i診 療 所

." 日和3O"r I 2月 地方共済組合

兵叫 ｴ 町 ｈｾｩｩ ｬ白 ｪ 折Ｈ 襖申 国Ｉ

l附和31年 10月 兵 Ｂ ｩｾｾ 立 姫路
『千J 向 校 体 育 館J 世JI'I :;;;:

Ｑｾｻ ａｉ Ｓ Ｑ ＱＺｪゅ ＱＲ 月兵 ｍｩｹ［ｾ 北条保

健所

II {{ 自13211' 6  Jl 兵五 ｬ ￭ｙｾ 岡本悔
林鉄筋住 ｾ

II({ 自13211' 10月兵> l iY;¥J ft 保川

総 ｾｬｊｉ ｪ 発明書 ｵ 番 館工業問水

送 水 場

ｉｾｻ＠ A132ll' 12月 神戸ドレ只 j

ーカ 一女 学 院 本 館

ｉｾ 州 Ｑ ＳＲ Ｑ ＱＧｬ Ｒ 月 関西紙業株式

会-IJ: 'II 務 所お よ び工場新- 11

用

! 削和32年 5 月 私立誕if : i 等学

校音楽教事'

II{{ 利 3311' 2月 ｺ 貫生会兵 ｬｩｬｻｕ Ｚ ｾ

病 院 病陳 増 築

Ｑｾ ｻ Ｈ ｈＳ Ｓ Ｂ Ｑ Ｇ 共 ｗ ｾ［ ｜，ｉｴｩ ｕＧＢ 千
II{{ 和 331ド 共/tI -{県 立l己崎高校

校1i'

1I 1{ 如33句ー 兵Jiji 県立医科大学

附 属 病 院内科 病棟 増築

附自133年 岡 木 鉄 工 場 初 械J 二

場増築

すいせ ん 者 光 安 義 光



名古屋学院

ク ラ イ ン ・ メ モ リ ア ル ・ チ ャ ペ ル

礼w世の姥策につトて ，研究過程から実施までの111]1こ1 71年余

りの時IHI を貸 した。 Jt; 世教f;:? ，/'i の家低に生れず，教会の<>1刷%

を向l らず，教会主II 築につレ 亡日頃研究を統けていた手? でもなL・

払にとっては， この IHII 土全く 精神的に試練を与えられた。

主II 築を知らない益信教信者( この場合，学院長! 日 '1' 点氏) と教

会 Itι ちろん I -J[>i 併教を知らない私とが， Ｑ 千 Ｘ ￱ のｾ［人の付

事l' 教fl の小心である ， 下院礼f ド堂姐須の J，際商を打 l うよとにな

ったわけで7ある。

ニの 礼 ｮ Ｂ ［ｾ は新教数派である。 ｴｦｲ 教教派では「陥域 ＱＱ 教会に ｦ じ

らず ｊｾ ｬ［ Ｇ ｬ にあり」と い う 主慌 をもって ， 会堂の 中 には ー ， ＱＺＱ Ｉ ＰＩ Ｑ 尚

I'k と) I:'; '¥: を慌し ， ｊｈ ｴ のイ ＨＮｻｦｾ ＺＱｉたる祭 Ａｲ ｴ も ，人 生の多聞ｕ，ＮＺｩ￬ ｬ

をP. ( { 寸む昧の蝋燭も ，すべて採入れないニとになって いる 。し

たがって一般に教会らしく感ぜしめる形式の要訟は全< 1 1 ; 1 立 と

ト うわけである。 ただひたすら円己の誠心誠むを彼自! 1 して宇l' を

礼押し ， ｊｉｾ ｬ ｬＱ を 中心としている 。モの 姥策に ｉｴｬｯｬ の 制約も な い

日 ＱＱＱ さをもっとｻれ‘ ι ， こ の 際 ， 一般 活 ｾ ｹＭｾ のごとく聴 衆本 ｬＺｩｬ の

便利 さのみでなく ，礼打に」、さわしい掠1'M，，! を打111 さなければ

ならなL 、とし う。

私どもが立:Y i ' i において励んで在たよとは， r永i車なる11.1ト，;:， 

L  ＧＺ＼ＱＱ 般 ｭ なる民ｾｾのみにお ト て， Ｑ 干される』と い う よとで あっ
_. 

~。

宇せなよとに ，111小学院長は徹虫1徹Jf ，礼拝並の構，11. 1に判 って

払ども ω 特に ｬ 守的 って ， あらゆる ｴ ｻＶＩＩ を尽された 。 この ｩｪＡ ｾ 軽

を過して ，払ω心に御策 企下 さった! 京大なるものは ，i j ! 築にた

っさ わって ゆく今後にも大 J な拠となるものであると もI じてい

る。

「

e  

所 在 地 名 占hl 市!U区大 ‘ド町

10丁目 7 訴地

Jlt JI 監庖 11，下非同1" 量計'11務19;

拘 当 江 川 H 巳

制関協[ 1iJ 今 '1
'  

it' l  

iR ，11' iY' 

長 谷 以 J ミ

i長 E阜市. ! J J

: 仁 株式会社熊谷組名古

hl 支応

JYI 向 附 白13PI'. 12JI

世間 ｾｉ ＳＲ ｻ ， ｯ ＱＱ Ｉｊ

1i( 1  階 952. 4m"

2 陪 952. 4

3 隣 371. 8

4 陪 175.8

l / W， 19. 3 

u ，t  2，471. 7m
2
(747. 69呼)

刈 製 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 巡

hl 桜鉄 t l' ji] 4  ｾ雪組

収容人n 1. 2∞名( 礼1- 1' 虫 8∞

名ギ ャラリ ー400名)

軒 両 14.5∞m 

11'i r.， 27.0∞m 

i j ! 物正面全長 (11i 巾を含む)

23. ωOm 

側面全長 57.0∞m 

2  

施

t

w

1. 正 I"J

2. 通 J I j 1勺

Ｓ Ｎ 舗 ＱＧｾ ｾｾ＠

4. 羊: 生

5 両 得 下 校

6. 中 学 校

7. クライン ノモリアル

t-，・ベル

8. l' 司 ，'i fl (f ("l lI!! i) 

9 大" ; : ， llI i(.l I'ukj) 

10. 14: f l 町!(，dl 由j )

11. 牧 師 { 柏

12.  1訂 作 J I j 1也

13. 迎 動 場

14. プ ー ル(50 m)

15. 低 悶 ( ; i ! 'U山)

「

型

間

E 14 コ

l BO J  

13 

①-

2  

一 耐

・・・ .  ，. .  "い

15 



旦ー」ー_ ! ' "

• 

13 

2 階

3 階

1. 'JX 地i L  

2. 米 教 主 '1' 1-.: 

3. 予 {岨 ｾ＠

4. 9) r- 下 洗 ， "

5. 1.( r 下 洗 19;

6. 険 1，，1( 句〈

7.  A  
事F‘ 段

8.  B  草色 l空

9. 物 人

10.  to'( 込

11. ;1、 ー チ

12. 合、 l刻 ホ ー ル

13.  IL H  .; ;i: 

14 咋! 担宣

15. 股 引

16. ｾｉＧ 制主

17.  3 1ll'iギ 令ラリ ー

18. 'Il 会 弔

19.  ハ モ ン ドオ ル ガ

ン ｦ 叫ｾ所

20. 特 別 協

21. 他 市

22.  ハ モ ン ド オ ノレ 11

ン N !白ポ γ 117.

23. う三 師1 .-i! 

24. 桁 協 ヰ {

3  

江 川 好 巴

";'<1' )1 日 大 ，E 1  3 年 3 fl 4  n  

h止終'γ 挺 繊浜 ｕｾ 専門学校長 ｾ 築学科

1M: 昭和20年 U 月三i f ( 県立i " l t工

E学校J J ! * 科教諭〔現在三

if ( 県立I1口 栄 町 等 学 校 )

附肩127奇 4 月 山下. 1; 郎設

，1r. I'fJl lti へ勤務し現在にモ

る。

ＱＧＱ 品目出， ， ｾ

n  11 '1' ＧｉＮｬＨＡ 碍 ｉ ｾＮＯ＼ ! 訓峰闘

名 山 };{ . 下院名 i 1i J;{ 品' . 等' 主校

拓i ぬ y;t 1j ・ 合

1' ， ，'.  ｐ［ｾＮ 学院 ｾｉ "，. / 主中戸校

設知 l l i l HI !JI)J ' !1版 光 昧 式 会 社

成 ｉＨ｜ｦ 目白｜［ｊＨｾ除式会担Ｈ名古ｽｪｻＩ

名古} ; { 学院

クヲイ γ j モ3 ア ル チ ャ ベ ル

11本興業銀行大阪支hE，名 古

ｍ 文山狩地 ｊ ｊｬＺの生ｾ＿荘

すいせん者 : 清 水 和 弥

4  

5  

1 正 面 風 景

2. 南 面

3. 聖 塩 よ り 背 面 を み る

4.  4 階 予 備 室

5. 南 側 壁 面
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F  

.世

九 東 面 全 景



ダ イ . . ツ 工 業 株 式 会 社 池 田 工 場 展 示 場

• 

t量E十者としてのこと 1;[ : 日本の工場ほど，せまい敷地の

中で改築やJ f ' 1築に忙しトところはない ように思う。もち

ん/. 11 本経済の端的な反映であろうが，モんなニともこ

の0 ! 築のねJI に吋つてな識にのぼ勺たことの一円である。

これは当 J :I持見学者のためのサービス地設で，他 1: !場即l

ｚ 粧の予算 の Ｇ ＱＧ からｾＯｊ ｉ されて ， ｬｴ ｪｩｬｊ ｩ されたものである。た

だ設計のa.Ynuが傾端lこ短かか ったためとトう il ' l 械的なm

111から. コγ タリート! l ' : 械をそのまますrきだしにし，外

からも '1' からもーーもちろん精道iからも一- : l e・"'}t. と思わ

れるところに協議の結果慨をつけたまでである 。

ただよれから ， よれが今までの雄策 ｾ ｦｬｮ の 条 ｦｬ の中で ，

どのような J[>で使トこなされてゆくかが. いつの場合に

おいても私の 辿築 設計の実験的ｾ紫であると ，，［， 時に ｉ rE  

mにいって弘のまだまだつかみ紛られないMものかのそ

Jeでもある 。

所 布 地 大 阪 府 池 f T I 市 桃 岡 町

J't .lfi，ι r. '1 ' i 大 林 組 "を :11 崎 1

品1 ｾＮ｜＠ 鉄 筋 戸'1 ＺＮ［ク ＧＩート ｪ 白 Ｒ Ｑｾ ，ｬ￭ＰＡ

k

 

，
k

 

坪 I  5  0  lf 

J: ｊｾｉ＠ 1111 RI 31年 12 月- 32 i lo 3 1J

ヨ， ｾＡＮＧ ｦｴ ｟ｦ ニ

外部 ｦｅ ｾ 震コ ｹ クリート打肱 ｦｴ Ｚ 1:， "で ') 

νγ 按 部 L ，一間I v y ガ.ft'lみ

内部 I.j.: アスタ ( 1レ， "，* :  A、別オイル

ベ Y キ. ｾ｜ＧそＮゾラコ ー ト吹 付， 天 Ｉ Ｑ

プラスタ ーボー ド氏 nJ 出オ イルペ

ンキ タ タ キ H: f  

舟 橋 巌

生年刀 n 1I{l和 5 0{ド 2 刀6 日

限終っそ慨 早稲川大学第一pp，

1 学部主JJ 築科昭和

27年 卒 業

ｾ＠ ｊＺＺｾ＠ ￟ Ｈｦ和 ＲＷ 年大林調 ｌｊｾ

日 ｼ部入 ｾ ｉ

作 品 時 限 旭 川 劇 場，由If 路JjItJ

JM， ダ イ ハ ::;In示

場Ｈ以上新築Ｉｊ ｾｾｉ

ｾＮｾ＠

札幌蜘 ｬ 喝Ｈ 改咋 ｭｾ

ｾｴ 抑 一、 刊

すいせ ん 者 小 田 島 兵 吉
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1 階 5.

1. 1附 J ーチ 6. 

Ｒ ッ ｉ Ｇ ｾ 1，li 7. 

3. 休 息 引 8.

4.  1)1 房 9.

屋 階

3 階

l  白川

4. テレビ

ホー ル

5. ノ、 γ トリィ

6. 使 1
1
}"f

7. 切 符 光 場

3  階 2. イン テ リア

1. li怖i l W/I. 本 3. 食 品 川f

2. ハシトリィ 4. (lI! 19i 

屋 階 5. 険 州 市

1. 以上ピ 7 J/ ーデン

山 陽 電 鉄 須 磨 浦 展 笠 間

19i (E  J血: ￞ｉＧ 戸ｩ｛ ｩ 刻ｊ￭ｾ 15<: 鉢( 1; 山町l

施 1 丹 峰 山 他 ，1'1 株 ， ¥ 会 .1

J.It <校 内向20m，ll -t副部11: :.19. 75Om ， 

鉄筋コンクリ ート )!j l由 1: 3 附' -I!

4 U 録台， ー市;11( 4，

iki f t ' ! 娃 1. 047.  764m "  ( 316. 95作〉

ｬ 聞ｼ附 ｲｾＱ 3  2  il' 1 2 月 - 33 {1' 3 JJ

主担f J 上外部 色モルタル I!); I-I

内 問111ト アスタイルi泊

1111' 水制およびテラプー プロ -:1 1

m モルタノレゾラコ ー ト吹 Hおよこ〉

JH-: 一ド貼の上本明日 プ打 I.t け



設 計 者 の こ と ば

t円、生II 築家であるわれわれにとって，たとえそれがどんな 巾純なIJ! 物でも ， ｮ 分で ，Ｚｾ， ｮ したものが ＱＱ｜ 米 ｊ Ｚ って

ゆく過程 を，1，らの! 恨で'γ ぴとるというニとは，J!"i;: に大切な二とと巴川、ます。閃耐の l で培えて決める作用lの

寸法や紛l開iのデずインが，) e際の他築資1111内でど A な剣I1Wを挙げるかをしっかりれu保する二とニモ，あらゆる努

} 1'を払 って I+l !} すべ J ' Ji h!j ではないでし k うか。

ノレ ・ヨルピジュエはまだ才1l ‘ 時分，あるハトロ γ のWti: で一事fのヴィヲをI J ! てさせてもらい，それを岐しては

造り II'(L . j告勺ては品目 ししていた時代があ ったそうですが，彼の ' ，q - の1' 0:品' もこう い うところにあるのでは

なトでしょうか。

今 n lJ!策の生産方式はますます胤絡化の歩みを述めてト ます。それ fll4斗1JI: ，;，に結構なことですが，IJ! 雫のa没

J 十までがニの波に乗 って f ージーに流J 1. ，ハター ンの組合せでお茶を濁してはならないと思います。構J宣. ，; <の進

歩は近止将米において，生II 築デずイナ ーの要求するどんな難! 日lにも』ι えてくれることがで去るようになるでし上

うが，その時にこ そIJ!築 家は純特にt，ytj自体自 身で純物を表現すべ J ではなトで L . t うか。 ジエ P ; / . '/ -; J ' / ォ y

の V ドユ f ・オペラハヲスや，エー ロ ' -;- - 9 ;1、 γ の T WA ニューヨ ー クターミナルピノレなど It l J ! 築の締かし

いIYJ FI への先導 円のような気がします。

x  ×  ×  ×  ×  

大阪ゴルフクラプハヲユ ，加 i1j '川 ゴノレフクラブハ ウス. 111防 Ri 鉄i J l1f'i nlil _克明閣の二三つの利品 ii fL.が1，lj !1;! 主計に

関係 したIJ!物ですが，いずれも風光lこ必 まれた般地にIJ! 勺たニスホ ー ツない しリゾート 処策です。大阪ゴル 7 1 ラ

プの均 合 ｬ 主六 ｪ Ｇ ｊｊ ｾＮ ｉｮ Ｇｬ Ｇ ｟ 閣 の方 ＱＱ 門ｾの ＡＧ Ｎ ｉｔｉￏ をテーマにして ， よれから生れてくる常 川 を追究してみました。役

目の ｉ ｊ ｾ 明聞 は五 ＱＱ 持 の ｾｾ ｉｩ ・からロ ー プワェイて Ｇ ､ ， ｦ ｊＧ Ｈ へ ｔｅ ってくる存を ， 3附にあるタ - ' / 7ープルの :1 7 7 に腕併

けさせて，それがゆっくりと ｊｩ， する ｼ日 ｬ に ， 海 ， 貼 ， ‘ ＡＧＭ ｾ ｦ ， liJ 波，1: ¥%. 港，そしてまた海と ，1' 1然と 人工の美

しい恥観を棄 しませようと い う起好です。 ri 市の窓からみると平凡な批色でも生主生; ' I と JJ しく見えるものです

が ， それと Ａ日 ｩ じ ｾ｛ 聞で ， この主 ｉｉ 物 からの 眺 引も用 外 で眺めるよりは一段と尖し い ように思われます 。

ｬ 投， ｾ ｉ ＼ 宅と現場一一関 耐 と ｉｊＡ物 との 問 を行まつもどり つす る ＯＱ ＱＱ に学びと っ たことを一 つ つ心に 刻み込んで

‘ W hat  is  ａｲ｣ｨｩｴ･｣ｴｵｲ･ Ｇ の 命 胞に 取 組んでゆ ｣ Ｂｴｾ ｜ 、と 思い ます 。 Ｈ Ｕ ＸＮ ＵＮＲ Ｙ Ｉ

山 本 純 孝

生 11' 1111  TlI 4  "1'-

学 Ｉｾｾ＠ 1別府立8{J'. 3 )J 京都大学]

学部IJ! 築学科学業

性 肢 )，;J ｩｬＧ Ｔ Ｉｊ 安ＺＱ Ｑ 姥 寝 ｊｾ￣ｬ

市JI務所へ人判 ，今 11に預る 。

1' 1  品 111  '1，) Hl 鋭、創 l持 品!i Ｑ Ｑ ｾ＠ Ｇｬ ｬ 日ｾ

大阪ゴルフクラブタラプ

ハヲス

却1，'け11ゴルフクラブ

ワラブ，、ウフ、

」 科 大 常 法 学 部 教 弔

問 条 畷 下 問 小 学 校

: E背' i li'. ' ( = 倒小学校

駅Ｉ ［ｾ 車 内 ＪＱＱ ))1f! II ，m; Itt. .t 

ＱＱ 本 ｊＡｊＭ 光公 判 広 Ｎｉ ［ ｾｪ 也 ｊｪ ｬ .. j  

焼却 u W

すいせん者 佐 野 正 一

大 阪 ゴ ル フ ク ラ ブ ・ ク ラ ブ ハ ウ ス 加 古 川 ゴ ル フ ク ラ ブ ・ ク ラ ブ ハ ウ ス

所 1E 1也 大 阪 府 泉 市 m¥ 岬 開I

飽 J : 百 消 水 処 J貴 株 式 会 中l

胤 i型 地 干 1 隣 地 1'_ 2 階

鉄 筋 ・鉄 '1'1 コ ン ク 3 ー ト造

一部本製およびコ γ 夕日 ー トプロ

ック込

ffli ，tl l  3 8 7.8 4 1'1' 

工 JYI 附 Il I 32 年 4 )J - 9 月

所 在 地 兵 J; 1t ｹ ｾ 加古川市 ｊ ｣｟ 11; III J  

飽 J : 丹 : 総 ぬI J ! ，没 株 式 会 社

規 模 : 1血上 2 防止II 鉄筋コンクリ ー トおよ

ひ: 木造

而ij h'l  2  1  O.  0  0 坪

工 191 "'1 和 3 2 年 5 月 - 9 月
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む と う ・ み ち を

(大; 1' . 15年東京生，附tl125'rlワ11大

( 姐〕宇官後倉敷 v イヲ γ 人判 ，現

Ｚ Ｈｅ 合Ａ舵 ￮ｬ ｩ 瞬 Ｎ￬｛を ｉ ｾ 務 し ｉ ｬ ｩＯ ｪ Ｇｾ 処殺

の"1備に可勺ている。この '1，"(.校

はそのI悶j ! li コ' ) i )

文部省規準実に対する低抗一 一

刊行は当初セタ ν ョナリズムを

処格化したよ うな文部 Ｇ Ｈ￬ｾ ｬＡｴｪｉ Ｂ世と

は ｹＨ 勺た次元から ＵｾＮ｜ＡＮ Ｇ ，したようで

あった。しかし 補助金制凡で武茨

した 111先 熊| 珂の本認を1!} らi.1 t..: い

まま ，プランは純相架をそのまま

芥み，構造 と detai l に 全 ) ) を集

中したのであろ う。針Ｎｾｾ Ａな ｹｾ 色は

あるが. 11' 苛のパ - ; / ナリティを

反映して人間的であり ， I'i いIII[ か

らも浮び上 ってはおらなト。

すいせん 者 浦 辺 錬 太 郎

般計者のこと 1" 武 藤 倫 男

首 . <]!壊家は持 archi t ect  であ った。

しかし今では . j J ! 築家は desi g ner であっ

たり ，eng lneer であ勺たり I cont r uctor 

であったりする。< ] ! 壌にI四ずるf十'11の組織も

I( 大化して . 1也の; ' I ft i'7n; におけるごとく ，

spec ia l izat ion ( 特能化) の叫ばれるJ lUI

では，ある L 、は archi t ect の( { - 夜PHI Iが消

滅したのかも知れない。

とはいうものの . archi t ect に tf るよと

が払の希 い である 。 大変おこが脅し ト ， 欲 Ｇｊｊｾ

った時点ではあるけれども . ，e、ず一生， ち屯

を追いつつ I archi t ect としての歩みや続

けて行、たL 、と念じている。 ( 1958司1J J J;[)

‘ 南 面

! 年而 ul 4  7  4. 7  0 汁-

I. l !寝泊U'iI 1  5  4.  9  5  1干

鉄筋ヲンタリート h'tj;]

ｽ舟 ｩ ｴｊ 肱 ｌ Ｎ 一部モルタノレ喰 ｉｾＧｉ 1: 引 の

J へ キサイト 吹f . t

'1'. J明 日fl ｲｾＱＳＲ＠ {j' II iI - 33
1
1' 5 /1 

1: Ｇ ｬｾ＠

生II 茶 l'. 'li

3日ヨ" 1・'1'

給m水衛生 1 ・li

施 ] 円

22. 590了川

1， 9261' 1'1 

1， 8∞H' J  

I. l ! 築工 '11 央 付 主 並 立 K K  

'，Il?¥工τ1> '1' r同沼気工、F K  K  

給配本神Iリ 1'. '11 険 ! 業 K K



B  

A  

C  

A 北 面 東 側 階 段 重

B 北 面 教 室 部 分

C 北 面 教 室 部 分



吉 祥
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‘  
皿

院

東 部 労 働

ι  

'" 

京 都 勤 労 者 セ ン シ 一 計 画 案

診 療 所

.'1 ｾ＠

川 会 社 営 業 所 計 画 家

新 し い 建 築 意引 場 と し て I

処摂家はそのほと んどが，よりよ い建築を釧治するた

めに IIIX:努 ))1" 続けている 。その努 ) J l l ，それぞれの峨

喝を通じて行われている 。それにもかかわらず，職 助

It . 析しい姥築創造の場としてその努力を保JI ! してくれ

ると I HF! らなト。

時には，析しし創造に とって「頃J であることもあ るの

j j ! 寝例泊の liiJ ，論を論 じ. 析し L 、試みを; ( 1 求し ても，こ

の慣が立ちふさがって しま う@ 新 しトf内は新しい・下 %に

'?;: J t る， とい う。

析しい創造活動11，析 しト姐築創造の場をつくり 111寸と

い う諜脳と切りはなすことがでまない。

行止l I t 代のjj!築家によ って本1j よりヌタートした .I ;(ffl )J ]

2匹目Wi tl Yr I土， ニの1¥'更を打IIHL 析し ト止H !i抗qji ! l のJ l lをつく

りだすために活動をはじめた。中ι し‘ と なるで2 人的スタフ

フの今 11 までの経験や巧 ι ) j そまと めてみた。

砂弘たちは，jj!築の-11会(r '，なtu;，¥が大であるとい う白!人か

ｾＩ＠ I また姥築家の出動がjj!策 とト 弓枠に閉じ ニも勺て

はしけないとい弓 .1，'' ;から，政治1l :IJW，経済1::1凶などの

J1I. :JUrなな，'1 について定 JWr'J なザ 門会を fi 勺ている。

惨 析しい都市 ｦＧｾ の杷 保 と ｐｬｲｗｉ に 問 機的 であろうとするほ

ど， Ｍ，Ｚ［ ，ｾの ，Ｇ［ＺＺｾ司が必ＢＮｦ とな勺てくる。 刷態 とか ， J H! :  

J世では都市はど うにも ならなt 、。そして今f I r都市 と

使島根のかかわり{ t l 'J という出で挫犠を巧 ι るニとの

必Ｇｦｾプピ ｦＡ ｩ￭ 感して ト る 。

砂，J!. tJ トプu tはみんなの緑散を 111 し合 うニとによ 勺て ，主

fJHr甘なぶりを .1.: L. ， ，l{'): ;l l に参加したものが，，t りあく

の経験 と ｦｾ ＩｊのＱｉ ｩｬｬｬ を 汗 ｼるために ， .!l l 問 m島を ii って

¥. る。

砂防のi出絡を強めるために姥策活動に参加し てしる人述

- j j ! 摂労働 r，. をも合的てーー との交流を深めるため

にかなりの努力 をはら ってしる。大J: ，J，: Hなどの定

J明(r'J な交流が H 程に担l まれてい る。



京 都 建 築 研 究 所 の ス タ ッ フ

す い せ ん 者 西 山 卯 三

上 村

II，if 11/1 ｾ自 ｉ 2  1'1  

下限 ｉＮＺｾ Jrsc 商 業 学 校

職朕 と作品

鳥取! . I ! 築研究所主事

l '  r/i 労 働 会 開1

小 下 校 ， 1111 i吐 地

U 氏邸， 1' 旅館，山舗

農 村 住 宅

現 ( f 1it ，' $ 姐築研究所.i'l:立

蓮 仏 草

生年 1I(j fll 5  i ]  

";;;1;京 京 工 大 主II 築 科

戦且そと1' 1:，I
U

I，

刈 J[l( jfi 役 所 勤 務

児 明 会 館，学 校

ｬＧ 診 療 ￎｾｩ

k 氏 邸

ゴ ル フ ハ ウ ス

T i I i } l . ，j i : 市会館

JJ UE  k  /， ;/  

今 日 ま で の 計 画 案 と 若 干 の 作 品 を さ さ え る 立 場 に つ い て I

いわゆる民衆との結びつきの問題について一一勤労者文化センター計画寮をめぐって

J;C怖の労働組合や嗣祉問 14' の活動のヒンターであ り，かつ 1，∞O;f， NJ 正収容のオ ーデトリワムの施政をもった会館の l役立

活動は数il'liij か le>l i hれていた。 ょうやく 具体化して計州した裂である。 われわれはこの計耐町中で，いや』むなしに '(!I! JI1

する大衆 Ｇ の問題を与えねばならなかった。ここでは ＧＨＡｉＡ Ｏｉ｝する大泉Ｇが 同時 にＧＡＮｉＡ ｊｾ する 主 である大衆 Ｇ であることとも

関巡し て。 か つての総J干会館の成県，MI D Oのグループがとりくんだ箭応の教育会附の成 *，それをどう発展させるか ?

Ｎ Ｇｮ 、 ＡＮｉＡ物 の改造 Ｎ 作 ｴ 築であるために ＧＡｬｾ ［ ｪ＼Ｚ を充足させることに多く の 制約があ っ た 。し かし総集 計 ｉ 同以 ｬ￭ｩｪ の ｉ ｬｩｊ凶 とでも い う

段隣で ｹｾ っ た怠仏世 Ｈ， Ｑ＼がそれ ぞ れ の 間体幹怖を過 して 衣 ｉ ｐ ｊ される 。そして これ を 紘 一し たり制限 した円する使を 処雫家 が

やらねげならない とよわれわれが民衆の要引を把括! しているという n己信 頼がなしにやれな t 、こうして Il:J Jl!i l i ，われわ

れの ｊ ｏ ｜Ｇｩ をつ かむという 内 併とその織 ｰ と い う 点に かえ っ てゆくことに気がつくのである。おそらく二こがニの ＡＮｉＡｾ匹 の 主要

な JilJ 胤であるのではなかろうか。

商業建築の含む問題について一一 品会社営業所の針面

会判' / ヰ世191 としえ 11，il'li 業所勤のセ Y ターである 。11Ii業19:1ザのあっかましさを! . I! 物にみな J らせれ I{ 木知l しな l 、。 ' l i I i 業主

持と! . I ! ' 拒' とト う|瑚係 lii 論じっ くされたかもしれなt 、 そ れにもかかわらず，現実にどう対処してゆくべ主かは，繭業主1 i i

その ものにすでに批判的であるとき一一それは野本主花14二伽lに対する批判であるが一 一桝む つ かしい ｉｉ Ｚｊ 胞である 。 Ｇｋｾ

主持が姐' I ! をゆがめる ' とい った品"*l 量議に担lするも のではないが，どこまで主張を泌すか 9

ー 熊 Ｈｍ ， ｾｉ 容はｊｬ ｊ 怠でま な ｌ 、か も珂 ｬ れ な ｌ ・ 。 われわれ Ｑ ＱＺ ＧＱ ‘ ｦ 業所の ｉｾ t"lllli の中で ←つの1Mに分解し て 時正た。一つIU且物の内

部 Ｈｉｾ な険 Ｑｭ に対する ｊｩｬ ｊ 脳 ，他は都市に かかわりｻＧ［弓 ｊ ｉＺｊ ｊｉＡｩである。前ｾＮの ｉ ｉＺｊ ｉｉ￭ｩでは，今日 の 段階で，いわゆ る近 代随能主 ｊ￭ＡＨ Ｑｾ

な主im以上の 'J>例，例えば使用 I'i と労働I ' i の利符が対立する 内容の、"，而1に対して，その会社の労働組( l ' が主張すべ J ごと主

恒例にまでは立ち人らずに比送ったことである。# i ， ;寸J 1I 1 ニれらは会社の内部。J i t . ' 1を反映するI i h' i としてム、れなしという

立場である。

その 第 二の ｬｩｬｊ ｊｉＡｩに つ い て ，わ れわれは主症な 主 ｩｪ ｬ ｾ を もり込む べｪＭと 号えている 。 符 Ｇｊ［ｩ �ｩ などは初心部に Ｑ 立 ｻ 押する二とが多

ト 。 ｦｦ 百官主認は ， ｊｊＡ築 をゆがめる以上に崎 ｬｬ ｬｩ を混乱させて い る。この開市との関係二そ ｉＱ 百ｾｊｊＡ築 をつくるものの姉立す ｊＳｊｆ

立場なのであるまいか ?

ｷＩ［ｴ ，大 阪な ど の 伺 ｬ ，ｾ・ ｬ こｩＱ｜現した尚業主認の大ピ ノレの ｭ 主 桝上述した「崎 ｬｬｊｪ の ｉＺｉｊｾ 自を ｇ は どう 呼 止るか ＿ ｊ とＡ日Ｑ｜ ＮＱＱ ‘ λ

さずにおられないのである。

庶民の街の建物における問題一一ー小さな診療所の段計 一一

地域 の 人々が Ｉｊ をｩＱ ｜ｌ 合せて小 さな診 ｉｴｩｬＹｩ の 長 ｬｬＮ 没を ｩｩ ぅ 。 ｌｾＪ とト う にはあまりにもさ さやかなグル ー プ で あり ， また維多

な!H{ t (4
i
・でもある。それはむしろ庶民とい った方がt ・ぃ。ニういった人々の姥物はあまりにもつつましやかであり . ｊｾ Ｚｩｴ ｮ＠

料 Ｇ ｬ ｬ ｊｪＩＱゃ Ｎ ｊｊＡ築雑 誌の技術ノ ート と い っ た ｮ の解説が ｉｉＺｊ 姐になら な い ， それ以 前 とも ト える ｊｊＡ物 である。なんと 処築 のｾ Ａｽ物

が教止ょうと . 4. 5  ｾＧ［あれば診察でま一昨の内で検伐を行 う ｩｪＡ物で ある。そしてそれは Ｎ ｭ 民 の ｪ ｊＺｩに別 Ｈｩ して い るのである。

われわれの政討にはそう ¥. った庶民の街のJJ!物が: 1 場する。診療所はその一例 である。庶民の街の処犠は，純綿な技術家と

しての立場からはEI! 併しがたトようにみ止る。 しかしそ うあっ たとしても ，なおかつ現仔しW' 民11利HI してまたのである。

それは関 係法規のまりぎり で!.I! 設してほしい とい う。それが耐火fのでありまた . M新式であるニとを守i まないわけではな

いが，それを待つニとはできなL 、。今すく. . . ＿ＺＮｾる ｟Ｏ Ｇ のであ る 。

庶民の街のｊｊＡ物を ￬ｕ［ｕｴ＼ 姥築家が凡 Ｑ り続け な ト とし たら ， そしてまた ，建築家 の 智識でＮ ｾかでも よりよい方的 ｬ へと近

ずける努 Ｉｊ をしなトとすれば，結局 Ｈ［ｴ ｊＮｬｬｾ家は民衆 と 結 びつく 過をたち ， わが国における街の姥築制］大 工棟 梁という過去

の立均へと後退し て しまうのでなかろ うか 9

民衆1こ1' J l 解さ れることなしにJ J ! 築家は- l J 会的地伎を磁立することができるだろうか ?

吉 野 正 治

10年 1111 ｾｉ＠ 4 年

学院京大姐築大下院( 修)

戦 ｊｾｾ と 作 μ

大 学 院 予 生

自l' 1，河院 J告縦 19i

附11世 刈，公/]1々J血
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生れてよいので‘ はないか」みんなで本 しかし ，問題lζ なるのは ，道具は諮

気に考えてよいことだと思われる 。 術ではないということである 。箱その

2.  I技術」は誤って考えられやすい ものは技術的行為の一要 素 と な っ た

建築技術者の職場分布は，宥公庁， が，技術そのものではない。 I技術」

会社，事務所で 「設計」 に 従 事 す る とは，あくまで 「パナナ」のとり方の

1. もんだい '  か，あるいは工事の取科「施工J f C属

「普通K 技術家，技f:i li とかいうと. するかが主にな っているようである の

日I.}; I尺をもち ，なんかのやり方とかを とれは，そこに市要が多いということ

汚えている人を似像する 。あるいは ， であろうが，乙の分布の傾向が，かえ

実験室で試験管をふ っている人を考え って 「建築技術J というものの考えプj

る。 Iζ 大きく彩科している 。 早い話が，設

あまり ，物価だとか，乙とに原料品 ｾ ｉ ・ ｬ ｊｬｬｩエ ｉζ ｊＱ Ｇｩ 按従 っ ておりさえすれば

Mi絡の変動だとかを汚えないし，刊 っ 技術家のようにいわれ，それか ら外れ

たものをいかに光りさばくかを念頭に た場合には. I あれは技術家でなくな

いだいていないような人を考える 。 った. I IC務雇だJ Iそんなことをして

まづ 『物を作 って』おればよく. Ti 民 いるとツプν がきかなくなるぞ」とい

をいかに煽るか，パイプの詰り 具合は われる 。

どうかを考えておればよい ，とい った それでは . T定規を依 って関而を姉

ょう lζ 考えられているのが，通例であ くζ と，現場で何らかの道具を使 って

る。だから例えば，会*1 の終日とか， ものを巡る ζ とに従事する乙と ζ そま

製 l E11の販光，原料の購入，労働組合 との 乙との 「技術'本」 だというのであろう

対決とかには ，一見縁なきもののどと か。

くに ，向他とも』ζ 三汚えやすいのである 。 夜、はそれに 大きな疑問をいだく 。

一ーしかし乙れはいわば純粋技術の段 「技術」 とは- { . f . : そういうものなの

併のもの いまわれわれの問題とし であろうか ? 払はと ζ K単純な{ 711訴を

ているのは，産業技術の段師寺における ひいて少しヨヲえてみたいと思う 。

マーケツ

技術家 なのである 。 まず，市場 3. バナナのとり方の発明

件，経済性が研究されねばな らないも 『一匹の絞が，高 く吊ら れたパナナ

ので，乙れが企業内における技術'ぶの をとるためκ ，桁を積んでT を日かせ

がiずる本来の役' ; 1;11である 。 たとする 』

一一 i I木κ おける技術家 といえば，多 乙れは絞がn分の欲斗l をかなえるた

くの場合，純粋技術の段併の技術家の めに ，そのう;J WI ーによ って環境の変求す

みが汚えられているように思われる るままに. :Hilc 上 ってパナナをとると

一一 .. .... J  いう， 新 しし 3 行動の形を発Iリj したわけ

"ア メ 3 カ資本主義兄11[1日己 N C/:iiJl なのである 。

新j l ; : ) のなかで ，京畑精一時| が述べ 乙の 「新 しい行動の Jf3.の発|りJJ が，

ておられる 一文である 。 必至|ミ「技術」であるといわれる 。

' I:sHI ，J!三f'.，1のト 、，プ ・マネ ジメント そして伎は . ～白兵としてＺｲＺ￭ Ｑ をｊｉｬ ｾ 、た

・チームのーμ として，アメリカの介 のであるが，乙の場合，:r:i 1の れ ら れ

業終引を視てMられて . u*の作 業技 ＩｪＮ 似い Ｉｪ， その効来についてあるｾＧｾ

術κ 対する， 一つの' f i 大な問題を促示 以の子組:l知識を持 っていたといえる η

れているが，それがそのまま，われ 「道只としての和」についての . 乙の

われ建築技術者に対する問題抗起にも 絞の匁I Hは，存tOl 化できるものである

なっていると思うのである 。 から，そうなれば，利でなくても ，絡

「建築技術というものを私達はあま でもいい，何でもいい，そういうす

り放く考えすぎてはいないだ ろうか」 段，そういう. i UHで，パナナをとる技

「エザ' 知識がそのまま 技術であるよう 術を生む乙とができるわけである 。私

な誤解におち入りやすくないだ ろ う 遠のも っている工学知識が，すなわち

かJ I技術概念をも っと拡娠して， ｪＲ ｲ ＭＺ ｾ＠ 乙の杯tO l 化された知識にあたるわけで

業技術というような新しい技術の刷が ある 。

発明」であ って. Iパナナをとる' f .

l交」が技術なのではないと夜、は二}ヲえる

のである 。

私達が{ 制c. I技術を身κ つけたい

.. ..J などという場合 の 技 術 も ，往

々，パナナの新の使いプJ の一般的知能

のととを指している 。

乙の場令の発円Hというととは ，門的

と一般的知能とのこつを，開分の rl 'で

告Iljs的K 統 e する乙とをいうものであ

って，すなわちそれが「技術」である

と私は汚えたいのである 。

4. 職人と技術家

ひるがえ って，荘、i主が建築技術の主

なものと称している 「設計J I施工」

を考えてみると . T 定規を斤] いて図Hli

を怖くのに練達 しているという乙とだ

けなら， Ｑｾｾ が箱の使い方のー般的知能

を持 っているのとひとしい乙とがわか

るであろう 。つまりそれは手段にとど

まっているのである 。劇場の設計f去に

どれほど長けていても，それはあくま

で一般技能で，現実に新しい劇場を設

，i¥する場合には ，その技能のただ繰 り

返しでいいはずはなし 3。向的をいかlζ

設定し，それといかように省11j f' j 的統ー

をなしうるかというと ζ ろに 「技術」

があるのである 。

機械を使 ってヒソレを建てる場合 もそ

うである 。道具や機械の使い方 lζ 詳 し

いだけでは. :r:i ;jの匁l能と択ぶと乙ろは

ない。それだけなら技能釘であり，職

人というべきであ って，パナナをと る

という日的設定との紘一が行われなけ

ればならな"' 0 乙の生成ー現場で ，ζ の

ピノレを，わがfl が完成しでもうけるた

めには，乙のコンクリートをどのよう

に!i' fPi!.し ，いかようにおI i り，いかよう

Icj J つべきかーーその目的に向 って，

11己の技能知識をT 段として， 11分の

「行動の }¥'J.J を案: 1 ' . できる者でなけれ

ばiF しい技術家 といえないであろう 。

同じように考えれば，建築工学の知

識だけを身につけている姑築屋も . 1古l

じ芯 l沫で知識の職人であるといわなけ



ればなるまい。科学は技術のi在日査にな

るものであるが， しかし一要素 ICすぎ

ない υ 科学知識( 工学知識〉をも って

いると い うことだけで ，すなわち技術

家であり ，また技術I米でなければな ら

ないと考える乙ともが4り で あ る こ と

は，J 二述の考え)1で、は っきりする 。

ここまで考えてくると，私達建築!蚕

は ｾ 与ら技能者となり職人となり切る

ために ，乙そ' って努力を しすぎていた

ようである 。もちろんそれも大切であ

いわけκ はゆか

技術国が十地の質収をや り， f r，l:終

J'I! .を相当し . あるいは人事ri'J 'IUζ従 っ

ていると い うような実例は， -1'1、i主の ま

わ りに簡単に上け.ることができると忠

つ。

私は，技術屈が自信をも って，その

竹中を ｉ ｾ ｉｊ 妬してゆくため ｬζ も，いまま

での狭い技術論を打ち捨てて ，私迷の

「技術概念」 をも っと広げて行 くとと

が何より大切だと考える 。

るけれど，それを もって尊しとし ，た 6  

「新しい型」とは，たとえば一一

ふたたび， [" アメリカ 資本主義見IUI

だ一つの近であると す る考え方がもし

あるならば，そ乙! ( 私は問題があると

いいたいのである 。

5. 技術概念をひろげよう

私i主が 「技術」という場合には ，ほ

とんど生産技術に限られている 。

しかし なが ら， ["技術」が当初に 規

定したように ，知識をもとにして， [" 

珠i波』ζ 対するf 1i J J きかけの型J の発lりj と

い うものであれば，私達の環境が，1'1 

然， :iJ 会，産業界など とあ る に つ れ

て，μ 然技術，社会技術，産業技術と

記 ｊ の Ｇｉ ｾ から引用させても ら おう 。

資本主義下の企業は，すべて利益を

指向して，はげしい競争が行われるの

で， i わがれ 」へお客を引き 寄せるた

めには ， 市場 ｉｾｉｊ 拓という乙とを ど ｌ 剣 ｬ 乙

行わなければならなくな って き て い

る。

「そのため市場調査は単純に 流通配

給過程のものではなくな って，新 制

111111，まずf品質と結ぼれたものたらざるを

えなくなる 。その忠: 味で生産技術的な

いうものが考えられるはずである 。 t'I:.'.[立をも ってき customer engmeer  

Ｑ ＧＱ 然 科学をｩＡ， ｾｬ ，投とした自然技術だけ の育成が必裂 にな ってくる 。端的に い

を，;f.ム述が 「技術」であると考えやす ってしまえば，技術* ，技f: l¥i がTli 場調

いのは ，今までの狭い誤 った技術mt 足、

からくる独断であると思う 。

たとえば，ある建設企 業 の '1' で，

「統 ，iU をとり ，あるいは [" P  R J  i.ri  

Ｑ ｩ ｢ にｾ［ｴＪする技術 屋 がいたとする 。 そ

の人が企業の討的をー|ー分につかみ ，そ

の技術知識を駆似して ，業務目的 lζ 全

くふさわしいような 「統計笑務J [" P  

R 災務」の しかたをれ出してゆくな ら

ば，その人は立派な技術* であると い

うべきだと思う 。

むづかしくいえば ， [" 創造的な行為

の明」というもの一一 「仕事のしかた

」 とい ってもいいーーーをつくりだす能

J Jがあるならば，す ぐれた技術'不 とェ17

えたいのであ る。

しかも ，資本主義ネl 会が発展し ，企

業が桜雑化してきている現状では ，荘、

迷が技術だと思い乙んでいる自然紋術

と，その他の産業技術，社会技術 との

1l ¥J の区別がは っきりしにくい部門が次

第κ 多 くな ってき ているこ とを認めな

査や販ゾじi劫紅! ( 介入せざるをえないよ

うにな ってくる 。私はさきに今 uの盛

業がか つてのれ工業中心の場代とjfl っ

て， 1.京料' l ' i 2096，加工' l ' i 80% というタ

イプのものとなり ， したが って，技術

過程が事 業 体の ｪｦ 泣 κ 甚だしい亙ｾ判Ｚ

をもっ ζ とを 記 したが一一今 uでは

ｾょを進めて ， 製品の版允 ， ｔｉｩ 場調査に

おいても技術開発的視野が純i . l J Uζ 重要

宇| をお びてきたのである 。とれはR !乙

今 H における必業教育 lζ も|対j f がある

- - 1 ' 1 l 工科の教育が単 lζ 技術教育に終

るζ とはより 技術家を作るゆえんでは

ない。話、終科のさi5.業生で技術の. J : l 1!. j!l eoを

欠くものは ， もはや有能な中業家 たる

を仰ないであろう 」

乙うブ ｊ 説 して ， アメリカでは版 ＧＩ ｉｾ 係

として突に 多 くの技術家が参加してい

る笑状をのべ ， ["産業技術家」として

のそれらの役割を大きく 言平和li してい

る。

「ち ょっとみると ，せ っか く技術を

すいせんのことば

金 沢 弘 真

生年 Ｎ 大 正 Ｑ Ｓ ｩｪＧ Ｑ ＱＩ ｾ 2611 

学 際 ，附: f l 12 0年 神 戸ユ

ｾ 専門学校生 ｉｉ 策科 卒
ｾＱｍ＠ : 卒業後広山県m匹

1哩を経て

開和 Ｒ Ｗ 年広 ぬ ￯ｦ ￯ ｾ
築指導課

附和30司令 住 吉公 聞

大阪支 所ｾ ｾ 高 掴 ｬ 現

雀にゼ る。

的品阪 「住 宅 J r住 宅金

融月判u r予 防 防

相u r都市不燃化

」その他のJ#.tt に

党公

伊 車 庫 序 収

技術と It f'J か』 占くして新し い命題。そのJII J討

の解釈と範耐の!日j躍1は数々の論議のl立証: を放 して ト

る。 今 日桜大と 極小の l世界がます ます追求発見され

てトるとき，技術のヰ主新と発展が虫まれ. い よい よ

りJ なるものがある。また一方マスコミを通じて 0 0

技術なる 2 柴の多段位に驚〈と ... ¥- ，技術の本質をI可

検追求してい る金沢君の 『技術の新 しいf引 をおが

.¥!!，:;fi のー ーページとしてすいせんする 次第であります

Ｈ 三 和ｾ ， ｬｬｴ 株式 会 社取締役 業 務 部 長Ｉ

身につけたものが，製品の販コむに&っ

ているとは ，いかにもムダのようでも

あり，さしづめ日本でただ乙れだけの

ととをさせたら， もHI¥i は悩慨 して以 五f

の使い途を しらぬものだとするかもし

れない。そ主ではないので，版コ1じをjJJl

じて技術的改良の契機をJil iえんとする

のである 。それをfili えるのは単なる火;

科出身者でもできないことはないが，

しかしとの可能を技術過程に翻訳しな

おす乙とは ，技術家 にしくはない。」

とi喝似してアメリカにおける 「技

術」 の新しい型と技術' ぶの販路につい

て述べておられることは， 他 ｉ ｾ の乙と

ながらわれわれにと ってまととに ) J 強

い訴ではなかろうか。

パナブの話 は ， 三 本 ｨ ｬｾ r技術11[' -;ョ」から 引J II し

ました。 JIIMf を雌怖に製足 した上，技術の分' Uiと

その位相関係をII ) j らかにしてh らjfJ; めない と，か

えって誤解を捌くかもしれ ませんが，短い文章で

はムリですし， また私自身の l!l! 断 もあることと止g

います。 ご教示下 さい。
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スケッチフック

1 m 畿各大学工高卒業 .

設計コンクール入選作.

1 9 5 8 ・

演 劇 せ ん た ー

大 阪 市 大

川 島 正 弘

了λ 化:

きりしたん ・なんばん・び じゅつかん

j 、 阪 1Ii ) ι  

内 藤 徹 男

国 鉄 新 神 戸 駅 ・ 神 戸 駅 ピ ル

大 限 一I 大 亀 岡 正 也
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大 阪市立コ定尚校
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公 庁 舎

大 阪市立」京高校

高 森 俊 一

水 産 研 究 所

大阪 市 立 Ｑ Ｍ Ｎ Ｎｾ 刈 校

春 木 浩
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建 物 の 性 能 試 験

現在では，どんな工業製品で も，性能試験をして ，r!J 

場に出される 。 建物だけには ，そ れが Ｑｭｾ 、 。 竣工検査は

あっても，それは ，建築が持たねばならないt U定，ある

いは ，設計がめざした性能の試験ではない。

雄物は， IG4d洗y { f ! 器や自動車などとはj 1 i ; うという乙と

は承認しよう 。 しかし，目的を持 った製品である乙とに

は変りがない 。 ｾ物を課題にたいする答として見ると

き，それは常 f( ，乙れまでの智識を必として，論泊! 的f C

導いたもの，すなわち主主縛されたものであ って，はたし

て正しい答であるかと、うかは，客観的に妥当なプi 法で検

証してみなければ分らないものである，という乙とはい

える 。

さて，試験するとな っても ，その方法が現在確立して

いるわけではない。 しかし ，やるべきものであるという

認識が，まず，必袋ではあるまいか。

( M  T)  

墨 壷

ｾｾｍ は，文ＩｾＩから我ｼ出口 ｩ 丘来してからでも ， ll!t l乙，千

年以上のj怯! t を総て ，今なお ，{ ! t われている。大工が11'1:

線を 引くl I iy も，左官が仕上墨を打つ11寺も ，鉄'1']-) ぜが j:Jl.寸

を ｎｬｩ くｬｉ ｾｹ も ， I UC ，乙れがなくしては ，Ul 米ないのであ

る。

その形乙そ市いが，tJ i ! 分が二点[品lのM: MI .i出If . てーあると

と，テン ν ョンの掛 った糸が，最短距出If . を. i ! l l りたがるこ

と，を平IJ 川し ，その他，坐 として移す仕掛， 誠 lζ 単純κ

して，且つ，合理的と ｉｾ［ すべく，しかも相当な長さにま

で， Ilc.川山米る }.I，i.，今 LI まで，昔の俸の姿で7iくらえた乙

とは，コミに，も っともと 亘わねばならぬ。 しかも，今な

お，光 っている

しかる κ ，乙 (f}) 、M'I U(の 「かり乙十:yち」と )J，<I(， T- :q: の

j怯火を， ノk らえて米た，ノ火〈工0の1) ， L五t仁じ川φJ九.:tr一

ｌ徒 ｬじ Ｒｾ 弟 ｻ白 当ｵ柿［日出制 ｈ相削 ｪｬ品ｼリ ｊｉｊ 以皮 ｩ］ｩｴＺ は， 決して ，退伝と|百IMdζ 存続する irlli(lr'r が， あ

ったであろうか。 乙の辺りにも，建築1If!! 工技術Iの滋少を

臨むものが， {I cるようである 。

(T  N)  

異 様 な 感

，J ，いトTJ f. の続いた iill り. を，UI -， た0 "，I日j 治時代の洋j孔木

造のffi 物があ った。その対! 慣が由I! 土iいので ， しばらくかー

ち千( { ってl眺めていた。，それから，ふと反対側を凡た ら，

いきなり災以な感に ＩＧＱ たれた 。 鉄筋コンクリート Ｒ 断ｾ

の学校がある 。そのガラス: 容が，いたると ζ ろ，むざん

に: 別れている 。その訓れて伐 った破片のガラスを ，たく

さんの小さな生徒が，窓台の上 lζ 長ま って謄いている 。ほ

とんど膳き終 ったのだろう 。ガラスはよく光 っている

それをまだせ っせと磨いている 。ガラスの訓れたg;Mで，

手を切りそうなのを縫いている 。和j か気J 1i f : いじみた光Ji

である 。 Ｇ ， Ａｾｊ れたガラスを謄かせる先生もとうかしてい

る。

市会議員や rl J ' の役人 lζ いわせると，例によ っ て 修 絡

の予算がないのでというだろう 。私はしばらく見ていた

ら，J l i l が立 ってきた。

(S  H)  

道 路 所 感

災やかな中iJI の以分も ，砂躍を浴ひ1己水をはね られ，た

ちまち山勤前からそ乙なわれる 。 もちろん定り去る !l iI ζ

も!!!H' i : の腹立たしさを:i.:i; えるが，せめて簡t ) ，Jhli 談ぐ らい

H:¥3J そないものだろうか。

断 ｊ ， ｉ［ ｪ ｊ［ ｪ を通れば人辺も合 ｷ 然 と 商品 ｬ ｬ ｩｾ 輔の ｬＢＢｾ 品 ｊ ， ｬ ｔ Ｑ の

1ft ￟ 監の Ｇ ＱＧ をｾよくように身体を斜めに桃えたり以を Ｉｾｩ めて

通り抜けねばならない。道路取締法もあるだろうに

交叉JJ.Lは>Ii 々々の1i' fl J . その問を信号 1( 1.え ってもなお

かつ不安なX¥f!j でLr>{i を児島: 1し一気』ζ 績断しなければな

らない。いずれは山: f . l、火災化しなければならない川j的だ

ろうに。

rl i11i の随所では拡'J 長i凶作らしいものがよ口. i ! l l のままで

放 ｉｉＨ ｉｾ されている 。 全然利川 ｊ ｩｲｬｬｩ 仙Ｚもなく Ｑｭｾｫ も以だしい 。

民間企: 糸の終":;:1 だ ったら下の下，地irlli は'0. 1々 |ニげの ー

途，一民した強 ) J な道路政策がやれないものか。消慨し

てばかりもいられないような気がする 。

(YK)  



若 い 会 員 の 集 い 青 年 建 築 家 の 具 体 的 交 流 に つ い て

若い会員のｾい小委員会主査 三 品 哲 夫

「若 い 会 員 の 集 Lリ に つ い て ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

「若い会員の集い」は昨年から協会の事業のーっとして

企画されたものである。 従来若い層の交流や活動の必要

が叫ばれてい ながら ，その実行の機会も な く，また会合

を永続さすととは非常に難しい乙ととされている。各職

場その他で研究会などの目的で活動を続けている小クワレ

ープはかなりあるようであるが，一般に同好の志のみの

会合である乙とが多いようで，さらに範囲を広めて全て

の職域，階層を通じての青年胞のつながりはほとんどな

いように思える。

i肢がIの建築活動の華やかであったころ，建築界を リー

ドしたのは当時の若い層であったようであるが，昨今は

11寺代の相呉もあって，眼前の仕事lζ 追われ過ぎて若々し

い夢と希望とを伸ばす余地が少く，そのために広 く建築

界全般の枕滞を呼ぶ乙とに なりはしまいか。そういう考・

えから乙の「若い会員の集い」は発足 したも のであり ，

当初は参集者が フリーに話を交える機会を定期的に設け

る乙ととした。話題は建築の乙とにかぎる 必要も ないわ

けであるが，一応建築を中心 とした話題から次の話題へ

と発展するであ ろうと考え，強いて研究テーマと い うよ

うな形式は採ら ない乙 ととした。また座談会形式による

空気の困苦しさを防ぐとともに話題を リード していただ

く窓味で足立孝氏 〔阪大) . 馬場善雄氏 ( 阪大) . 烏国

家弘氏( 神大) の三氏K レギ ュラーグストとしての御出

席を願ったわけである。

乙乙』ζ 昨年の実絞を要約して記すと ，次のとおりであ

る。

① 6 月13 日( グ ス ト足立，馬場，鳥田三氏，出席2 7人)

テー マ「大阪の建物と建築家< 建築と 社会> を めぐって」

グス トから 大阪， 東京の建築の比較に ついて話題を提供

していただき ，以後住宅の地方性の問題にまで話は発展

した。

① 7 月18 日( グスト足立，増田友也両氏，出席 13人)

テーマ「建築のライ フについて」

雑誌; 4片号の「建築のライブ特集号J より話題を採上げ

たが，もつばら ライフな るものの哲学的論争に l浪られ

た。

① 9 月19 日 ( グ ス ト馬場，政間基次両氏，出席 10人〕

テーマ「地盤 と施工のあれ乙れ」

雑誌、 9 月号の「施工特集号」より話題を採 り上げたが，

施工裏話の発表が多かったようである。

② 10月17 日 ( グスト 中出氏，出席 14人〕

テーマ「土と基礎のあれ乙れ」

前回の延長であるが，中出氏の永年の経験話， ζ とに新

しい主主礎工法が話題の中心であ った。

① 11月 14 日( グス ト足立，岩本博行，笹川季男三氏， 出

席 15人〕

テーマ「日本の建築ジ ャーナ リズムについて」

建築界の各雑誌の批判から「建築と社会」への註文，乙

とに編集の方法についての意見交換を行 った。

① 1 月 9 日( グスト足立，馬場，烏回 ，小川正四氏，出

席36人〕

テーマ「青年建築家として望むもの」

新春の交換会をかねて会場も郵政会館を借り，夕食をと

もにしながらの集いであったが，出席会員の各自の抱負

の発表をいただいた結果，次のような諸問題が提起さ れ

Tこ。

イ，設計の基本的態度についてー一一建築の芸術性，機

能と表現の問題，大衆との結びつき，職業建築

家の立場，研究と現実性との関連。

ロ，関西の建築とヅャー ナリズムK ついて。

へ設計組織について一一 建設業の場合，官公庁の場

合， ドラフト マンの場合。

ニ，設計パテン トの公闘について。

ホ. I建築と社会」への註文ー一大阪における建築団

体の統合について。

① 2 月初 日( グスト無し，出席 6 人〕

テーマ「建物の芸術性!Cついて」

iTrJ回提起された問題点の一つであるが，芸術性の窓識の

問題，いわゆる建築家の能力といったものが話し合われ

fこ。

以上 7 回を通じて結論が得られなかったことは止むを

得ぬ乙とでもあり ，またその必要も今のと乙 ろない とい

って良いであろう。しかしいろいろと考えさせる Jえがあ

るようである。

1. 当初予期したほどの参加数を得られなかった乙と。

2 .全回を通じて顔を出す会員もなかった。つまりテ ーマ

ごとに出席者の顔ぶれが変った乙と。

3 . 出席者の発言が案外少く，グスト l乙頼りすぎる傾向が

ある乙と。

乙れらの現象は，昨今の青年層の実態の一面を表わして

いるようにも思える。すなわち今の若い人はあま りにも

忙し過ぎるという乙とであり ，直ちに自分の仕事にプ ラ

スとなって反映するような内容以外のものには，仕事の

後の疲れた時間を割く程の気が起らないのではないか。

著名な建築家の話なら大挙しても聞き K も行くが，ただ

ν ャベ J レ会なら諮らないといった気風が相当にあるので

はなかろうか。その乙との是非は別として. I若い会員
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の集い」の企画面K おいて大いに反省をすべき点が多々

あるようである。

例えば，研究クーループのような形を採れば固定した会

員のつながりを持てる かも知れないが，そのよう な形態

が乙の集いから自然、発生的に生まれるものならともかく

当初からそれを目的とする乙とは少くとも主旨に合わな

いように私は思う。乙の集いはあくまでも自由な顔合せ

でありたく，理想としては集いの会場がクラブ的な様相

K なればよいのであり ，必ずしも討論や座談の会に終始

する必要はないであろう。それは目的のための一手段で

あって，時には会場を変え趣向を異にして，資料の交換

会，設計批評会や見学会，スポーツ，娯楽などを加味す

る方法や懇親会，講演会などの方策もあるであろう。

乙ういう各種グアライアテイK. 宮む集いを繰返してい

る聞に，自然lζ 共通の雰囲気といったものが生じたら ，

少くとも当初の主旨は果せられたものといえるのであっ

て，そのH寺lζ 乙そいろいろの部会を設けたり，また外部

に対する積極的な却j きも期待する乙とができるものと考

えられるが，今のと乙ろ，それまでには相当の時日を要

するのではなかろうか。ともかく乙ういう企画自体につ

いても会員諸土の積極的な御協力なく ては叶わぬ乙とで

あり，種々御教示を頂きたく，今後の集いにも多数御出

席を願えるよう改めてお願いするものである。

青 年 建 築 家 の 具 体 的 交 流 に つ い て 一 「若 い会 員 の集 いJ の 批 判 を 兼 ね て ー

本年度第一回の集い( 座談会) の報告

日 時 5 月 2 3 日 於 建 築 会 館 会 議 室

出席者( 順不同)

足 立 孝 ・ぬ 岡 家 弘 ・l ! J l 仏 事 ・賞 者l i!!; 

高松武維雄 ・佐 久 間 宏 ・内政- t . i ・坂 内 幾 男

北 村 修 ・宮 川 迷 郎 ・三 品 哲 夫 ・原 口 広 tた

である。たとえ単一な因子同志のつながり でなくて も，

滋測とした青年層が不完全なが らも何らかの形で会を持

ち，互に親しみ合い昂め合う乙とを続けて行 くととは建

築界にとっても必要であり，また個人に とって も大いに

乙の報告は今年の第一回目の「若い会員の集い」とし

て，表記の ごと きテー7 fCより若い会員の立場から述べ

ていただいた座談会の要旨をまとめた ものである。云う

は易く行うは難しい青年層の交流が理想論としてではな

く現実的な課題として私達には与え られているが，日々

の仕事f L 忙殺されている青年層の希望をいかに乙の「集

い」 の企画と一致させ，また将来永く乙の試みを育て上

げて行 くべきかを，乙の座談会によっ て少しでも見出 し

たいと考えたためである。活発な発言は二時間にもおよ

んだが，限られた紙面では全貌を記し得ないので，乙の

表題にふさわしい部分のみを採り 上げて，要約して紙面

を借りて報告する乙とに止めさせて いただいた。あるい

は御出席者の真意を表わし得ないところもある かとも思

うが，すべて編集を行 った私の責任として御了承いただ

きTこい。

1) 協会の性格と若い層の交流の必要性…・・

建築に関連のある多方面の業界の人によって構成される

協会が，本質上凝集度が低くなるのは止むを得ないが，

若い会員の逮けいにまでその影響が及んでいるのが現状

各 種陶管・大正便所・ S. P. 石 綿 パ イ プ ・ モ ル

タル製 敷ブロ ック・腰掛 ブロック・スペンサー

セメント煉瓦・流司洗濯槽 ・腔芥箱 ・空気抜・ヒューム管

各種 セメン卜 製品・コンクリート 製品製造・販売

⑨ 霊 舟 建 株 翁 舎

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 番 地

電 話 @) 2 4 2 0 番
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プラスに なる。

2) 過去の 「若い会員の集い」の反省・・..

小さく固まる会合となる乙とを避けて，予習復習の要の

ない雑談会形式を採るという過去の主旨は大いK 結構で

あるが，中途半端なテーマ，あ るいは非常に高速な話題

を採上げるという乙とは今の実態からみると成功が難し

いのではないか。 テーマには若い庖の身近な問題を採上

げるとか，また会合lζ 出れば何らかの現実的な特典を与

える などの点が考慮されていないのではないか。種々好

みの異なる会員を対象とするのであるから . テーマの趣

向にいろいろ変化を持たして，会合の度毎』ζ 出席の顔ぶ

れが変っても，ある程度の人数がいつも保たれるならば

それが永続する 限り成功といえるであろう 。

3) 交流の企画の在り方... ...

まづ，過去の企図スタッ プが弱体である乙とが指摘 され
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る。ある程度の人数で構成さ れた企図者により計画的κ

積極的に巡営されねば会合は永続し得ない。また，企画

K. グア ライアテイ を持たす乙と。 座談会に限らず，批評

会，見学会，講演会，懇親会など種々の試みを積極的に

貧欲なまでに実行する乙とにより，会合の利点も会員に

次i:l i l C . 認識され，かつ新たな企画も見出されるのではな

いか。人を集める乙とが現在としては大切であり ，また

そのプランを積極的に実行できる乙とが若い者の特典と

いうべきであろう。

4) 提案の1. 設計基準のデイスカッション… ・・

芸術性云々などという乙とは設計態度としては根本的に

大切な事ではあるが，えてして結論は雲の上κ 逃げやす

い。交流という乙とを目的とするのならば，それよりも

各自が図面を持寄って図面の描き方，表現法などを互に

検討し合い，製図基準とか設計規格といった乙との追究

を試みてはどうか。乙れは施工界にも直結し，量産化，

規格化の方向 K. も沿い得る。学会あたりで採上げるべき

テーマかも知れないが，学問的な乙とをいかに早く消化

し具体化するかを考えるのが若い者の在り方なのであっ

て，乙ういう建築界を土台とした直接的な問題を採上げ

る方が具体的交流K 資するのではないか。

5) 提案の2. 設計図の交換，公開など・・・

設計事務所などでは， 乙と に他の事務所の作品の図面な

どは注意して批判し研究するものである。その傾向を乙

の会1(. 拡大して，新しい作品の図面を公開，交換して討

論を試み，さらに資料を整理保管するのもよかろう 。そ

の資料は雑誌面を利用する乙とにより体系化し有益とな

る。また受賞した建築作品は見学をした後に気楽にデイ

スカスをする乙となども若い者同志ならば案外気軽にで

きるのではないか。

6) 提案の3. 批評会のやり方… .. 

作品の批評を行う乙とは一般に難しく効果の上らぬもの

である。批評には批評する人の主観が伴うものでありそ

れを表現する乙とは相当の自信と勇気とを要する。しか

し相当の地位と経験を持つ人ならともかく，われわれ若

い者同志ではある程度それが可能ではないか。もち ろん

主観を強く出すよう な質問 予批評は避けねばな らないが

結論が出せぬまでも種々の人の異なる見解を自己の意見

と比較できるだけでも大いにプラスとなろう。また一応
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の作家であるならば，弱い根拠で作品を造る はづはなく

その立場を引出して聴 くという怠味で も意義が深い。

7) 提案の4. 大家を囲んでの恕親・・… ・

時には著名大家の方に御出席をいただいて，経験談，旅

行談を聞いたりスライドを在見せていただき，また食事を

ともにして語り合い，宿泊をともκ するという乙とは，

若い者が気楽に集る点で最も容易で効果の多い交流の方

法である。乙うして得られた個人的なつながりは研究や

討議などで得られるものよりも強いものとなる。

8) 提案の5. 同系統の職場同志のつながり ・・・・

ある一つの職場内において同じ若い者同志の聞ですらも

年令的な差による物の考え方の相異は相当に大きい。ま

して同一系統の職場聞においては，それぞれ自己の殻の

中K とち乙もりやすく，仕事自体の面から考えても甚だ

よくない。例えば，官公庁同志，設計事務所同志，建設

業同志などそれぞれの内部事情などを紹介し合う乙とは

各々が自分の職場を改めて見直す乙とにもなり，交流の

実を上げる乙とも大きい。

9) 提案の6. 相対応する職場同志のつながり・・ー

例えば材料問題を採上げて設計事務所と施工業者とを，

仕様蓄を採上げて官公庁と施工業者とを対応させ，ある

いは構造技術者とデずイナーとを呼んで話し合う機会を

設けたら少くとも二通りの立場の人が集る乙とになり，

直接的なテー 7 を挟んで討論も活発になるであろう 。地

位の高い人同志の公式の話し合いではl唆昧のままに残さ

れる問題が，乙の場ではかなりフリーに提出され，それ

ぞれの自己批判に大いに資する乙とJ ( . なる。

10) 提案の7. 雑誌の利用について い

「若い会員の集い」の存続をそれ自体推進する意味で，

また集いに出席しない若い会員，またはその他の全会員

に対して自己主張を試みるために，集いでまとまった意

見や資料などを積極的に定常的に雑誌面に発表する乙と

は大いに必要である。例えば，公開による f窓口: 設計の要

求や，設計パテントの公開の要求など，中年以上の建築

界ではともすれば置忘れられるような問題を採上げて，

外部に対する活動機関として乙の集いを利用するのも一

法である。

11) まとめ

およそ交流というものは平らな平面上で起そ うとしても

所詮無理な乙とである。従って自然にある勾配を造って

その勾配に流れこむ道を数多く用意し，そのH寺その時に

応じていろいろのダムの門を開;放して行く方法が一番実

が上 るのではないか。つながりは短H寺自になされるもの

ではなく，俗まずたゆまず，ありとあ らゆる方法で積極

的κ それを繰返す乙とによって，交流の度合はーから二

へ，こから三と深まり広まるものである。徒らに高踏的

な暖妹な方策を考える乙となく，直接的な地についた手

段によってのみ，若い者の具体的な交流は実現されるも

のである。 以 上
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ソ 連 の 建 築 と 建 築 家

大阪での困際見本市のソ述館主E投のため来日きれたソヴエトのm築家スタモ民

とイオノフ氏を囲んで恕談会を閲いた。 ＱＹ ＵＸ 年 Ｔ 月 Ｗ 日腕，大阪建設会館 ｉｾ て。大

阪日ソ協会 ， 学会近畿支部 ， 大阪府 ｭ 円 程 士会 ， 硲築家協会関西支部ならび ｉｾｭ 策

協会の共{由。谷会者130名。

まず，小畑忠良氏Ｈ大阪日ソ協会会良Ｉならぴ ｉｾ 尼崎久助氏Ｈ日本 ｭ 築協会会

長) の歓迎のあいさつがあって，西山卯三氏( 京大) の司会でスタモ氏，イオノ

フ両氏より話をきく。

スタモ氏より ，ソ連建築における住宅建設 ・都市i l ! 設や，建築家の考え方など

について概括的な話があり ， イオノフ氏より ，図解入りでf主体的に「鋼Hf . コンク

リート部品K よる組立式住宅」の説明があった。つづいて質疑応答では，活絡な

x : t 見が交換されて，通訳も図る程絡がはずんだ。

以下， ζ r. K スタモ氏の絡を掲載する。ほんや< ｉ ｾ ついては，藤木 ｪ ｲｴｲ 三民の協

力をえた E とを感謝します。

なお，スタモ氏はそスヲワ都市計画局m録部の主任札機家。イオノフ氏は同じ

く建築部の技師である。 (編集)

懇談会における スタ モ氏 ( 右) とイ オノフ氏 ( 左)

P私たちは，モスクワにおいて設計された設計図にもと

づき，大阪での国際見本市のソ五rr館を建築するためにや

って まいりました。はじ めに ，; ; 述館建設にあたって，

竹中工務庖その他街l関係の皆様がたの好意、的な協力 1(，心

からお礼を申しあげたいと思います。それと同時に，日

本の住宅建設の現状を貌しく見せて くれる機会をつくっ

てくださった住宅公団の方々 ，また，新朝 日ビJ レや毎日

大阪会館を見学させていただいた方々 K 心からお礼を申

したいと思います。

ｾＲＰ 年 前 ｬζ 私が学校で日本の建築について 勉 強した折 、

ひじ ように興味をおぼえましたが，乙んにち，乙 乙へき

て，とりわけ奈良 ・京都の古建築K は感心しました。

1200年前の記念碑的建造物が， 日本独特の地震にたいし

て立派にたえぬいてきたし，しかも現在それをみると，

あたかも どく最近姶てられたかと思うばかりに保持され

てきたという乙とにたいして ，約歎tζ 値する 印象をうけ

ました。

私は エレン フりレクe のようなすぐれた表現力をもっ作家で

もないので，私の印象について正しくお話しできないの

は残念ですが，ソグエトの建築および建築家の生活につ

いて， 色々と質問があれば，できるだけお答えするよう

努力しましょう。

組立式構造による住宅建設

炉私たち二人とも，モスクワ市直J i ( : ; のモスクワ都市計画

局 ( "MOSPROJ ECT") の建築部に勤めており， 主な仕事

は住宅建設ですが，一度にかかる仕事の昆は，新朝日ビ

70 

ノレディングの 4 倍ぐらいの大きさです。われわれの目標

としているのは，乙乙 10年以内 lζ 1 人当り面積 9 m
2

以上

の住居( 廊下・便所・炊事場をのぞいた純粋の居住面積)

をモスクワ全市民に保障する乙とです。

ソグエトの建築家の蕊本的任務は ，節
2 次大戦によっ

て徹底的に破壊された住宅を復興し ，すべての国民に住

いを保障する乙とであります。具体的に数字をあげます

ならば，昨年中 ( 1957年) の住宅建設回線は， 90万m
2
一一

それは純粋の居住面積であっ て，廊下 ・便所 ・炊事場な

どの面積は含まないーーであり ，さらに本年中 ( 1958年)

の計画では 200万m2 に増えております。乙のよう なの

が，われわれの住宅建設の特徴的なテンポです。昨年と

本年との乙の目標の大きな差は何によって説明で‘ きるで

しょうか。それは， 3， 4年ほど前からわが国ではじまっ

たと乙ろの組立式構造のための鋼弦コンクリート部品を

つくる辿築工場の発展という乙とによって説明できまし

ょう 。乙 れらの工場から ，流れるように続々つくられる

建築部品を現場で集めて組立てる建築方式がと られまし

た。乙れが， ヲ0万m2 から 200万m
2

の住宅を一年でつく

るという保障になっています。乙ういう鋼弦コンクリー

ト部品をもっ組立式構造についてはイオノフ氏が明るい

ので彼に聞いてもら いたい。

建 築 規 準

炉住宅建設と並んで，私たちは，国家で定められたひと

つの建築規準にもとづいて，住居地区 l乙将米住むべき人

口に比例して，学校 ・幼稚図 ・保育所 ・売広 ・クラブ ・



|決函館 ・病院などの規模をきめて，それらのm築をやっ

ています。乙の建築規準は，住居先l ! 区の広さの大小によ

るのではなく て，その地区 lζ 住むべき人口を基準にして

きめています。

建築規準は気候の条件によって，いろいろとかわっ て

います。御承知のように，わが国は南北 5 ，000 粁，: i j [ 西

はその数倍ぐらいの広汎な地域K わたって存在している

ために，それぞれの地域では，気候的な条件がそれぞれ

違います。したがって，建築規準では，わが国を大まか

に 4 つの気候地帯にわけでいます。第 I の地; 制ま一番北

部で，第rr ，第1lI ，第百と南』ζ 下 っています。それぞれ

の気候地帯において，それぞれの機能を果すべき建築様

式が定められております。たとえば第 工地帯において，

第IV地帯の規準にもとづいて建築をしたならば，その地

帯の住民たちはすぐ凍えてしまうでしょう。

したがって，ソグェトの建築家はすべての気象および

地震などの現象を考慮にいれて， その地帯での最適の建

築規準をもたなければなり ません。たと えば，地震の全

くない地帯では，建築の基礎にあまり金がかかりません

が，しかし地震の多いと乙ろもあり，そ乙では基礎に沢

山の費用がかけられます。乙ういう事実をすべて考慮に

いれなければなりません。

都 市 建 設

静乙乙で，私はつぎの乙とをとくに強調したい。 私たち

の仕事のなかでも っとも大事な乙とは，都市計画の問題

です。 30万なり， 50万なりの沢山の人が住む都市あるい

ｅ コ ｮｾＮＮｾ 山Ｇ・』

モ ス ク ワ I哲 西 部 地 区 の m 区 計 画

は地区を，どのようにつくるかという問題です。現に私

は，モスクワ市西南部の住居地区の建設に従事しており

ますが，そ乙には， 30万ないし40万の居住人口が予定さ

れております。だから ，そ乙では住宅建設のみではなく

て， 都市建設という問題がでてきます。つまり ，住宅建

設以外の福利施設の建設，さらにそれら全部の調和を保

つという乙とも，大事な仕事になっています。ちょうど

その地区はモスクワ西南部に当り，御承知の壮大なモス

クワ大学の建物の裏側にあります。その他，古い都市の

再開発もソグエ ト建築家の任務です。乙れについて話せ

ば，長くなりますので，省略させていただきます。

目 貫 通 り も 緑 化

炉私が従事しているモスクワ西南部の住宅建設は，古い

町をとり乙わして，そ乙 lζ 新しい目貫通りや広場などを

つくる結果，立退きを余儀なくされる人たちを収容する

ためのものです。

一般の人にとって屡々でくわす乙とではありますが，

2， 3カ月 留守しておって帰っ てみれば，そ乙 lζ は，も う

新しい通りができ 1 粁も 1. 5 粁にもわたって街灯がつ

けられ，全く新しい様相を呈している乙とを知ります。

私は建築の専門家ですが，その私でも，そのよう な経験

をした乙とも屡々 あります。

炉さらに線化の問題があります。モスク ワの近郊に，樹

木栽培所があり ，そ乙から樹令30- 40年の樹木が根のつ

いたま ま新しい地区K . 植えかえら れます。 したがって建

築家たちは， 50年も 100 年も待つ必要はなく， せいせ. い
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3， 4年で，すでに緑化された町や公園をみる乙とができ

ます。建築家は緑化について心配するのは，せいぜい 1

年ぐらいでしょう。 1 年もたてばもうそれらの街路樹な

どは，あるいは花をつけ，芽を出します。

ク レ ー ン の 技 術

静乙のような大規模な仕事は，技術をもとにします。手

の労働では駄目で，機械化されねばなりません。大きな

樹を 1 本も根もいためずにそのまま植えかえるには大き

なクレーンが必要です。クレーンの技術は，植樹だけで

はなくて，組立式建築の作業では欠く乙とのでき ないも

のです。その分野では，わが国の技術はひじように進歩

しました。そのおかげで，建築の早さにおいても，質に

おいても貢定的な結果がでております。

街 区 と 福 利 施 設

炉モスクワ市での都市建設は地区を単位lζ 行われており

ますが，さらに，ひとつの4野は，総地帯をもっ目貫通

りによって，いくつかの街区にわけられております。ひ

とつの街区は30ないし 40ヘクタールの函私をもち，さら

にそのなかには，公園 ・クラブ ・診療所 ・売j苫などの福

利純設もあり，街区そのものが，ひとつの小都市の観を

Jl t しており ます。比較的大き な| 決函館や劇場は，街区ご

とに建てられないで，いくつかの街区を一単位としてつ

( 注) クワ J レタ J レ・乙乙では一応街区と訳したが，面積

の大きさやその内界からいえば，日; 本の大きな団

地 lζ 相当する。
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くられます。たとえば御承知のポリショイ劇場のような

劇場を街区ごとにつく る乙とは意味のない 乙とです。

高 層 住 宅

炉モス クワ市にある建物は 1 階建から 13階までいろいろ

あります。高層建築は土地の利用価値を高めます。あな

たがたと同じように，私たちの国でもひじように土地の

値打を高く評価します。その内容はあなたがたとは違っ

ておりますが。もしモスクワ市全体K 低い住宅ばかりを

建てるならば，居住面積が広くなり，上下水道のi品質も

かさ なり ます。その意味で，モスクワの中心部は，ほぼ

Ｘ 階建，周 辺部にい くにしたがって ＵｾＴ 階建の建物がつ

くられております。乙のようにして，先日住宅公団の好

意でみせていただいた千里山団地のようなゆったりとし

た感じの住宅街をつくるよう努力しております。

暖 房 セ ン タ

炉何階建の建物にするかという問題は 1 ヘクタール当

りの人口密度lζ 左右されます。 800人/ ヘヲタールのと乙ろ

では8階建が採用されます。さらに 3 _ 4 0 0人/へ P タールの

と乙ろでは 3 階建が採用されます。

それぞれの居室には，衛生設< < 11，ガス ・電気 ・電話設

住il ，暖房センターからの暖房 ・給湯設備などがそなわっ

ていなければなりません。

暖房センターについて話しましょう。

御承知のよう lζ ，ロンドンには 700 万の人口がおりま

す。世帯数でみると 300 万ぐらいだと恩いますが，一世

帯ごとに 7 ントルピースがあるとしますと，ロンドン lζ



は 300 万の煙突がある乙とになります。 ζ 乙から「務の

ロンドン」という乙とが生れたのかも知れませんが，モ

スクワでは，今は煙のない町だといえます。すなわち，

暖房セン亨ーと いうのが，モスク ワ市全体で数カ所つく

られており ，そ乙から熱湯と暖房用の蒸気が各居室へく

まなく配給されます。だからモスクワには 12本しか煙突

はありません。

あ や ま ち

静私たちの建築の分野では，まだまだ研究されなければ

ならない新しい問題が山積しております。私たちは屡々

あやまちをおかしました。ロシヤにはいい乙とわざがあ

ります。 i仕事をしないものはあやまちをおかさない」

という乙とです。私たちのあやまちはソグェト建築家同

盟における自由な相互批判によって克明されていきま

す。ひじように少いのですが，われわれのなかの若干の

同志たちは，住宅』 ζ 関する住民の要ｾを満足させる乙と

でなしに，不必要な装飾をしたり，空中核閣を築くに等

しい冗11をやってきましたが，乙のようなあやまちは，

実際に仕事をしている から乙そおきたのであって，お互

の批判によって是正できるあやまちです。それより懇い

ことは，仕事をしないという乙とです。

相 互 批 判 の や り 方

P 最後lζ ，とくに申しあげたい乙とは，あやまちを克服

するためにとられている批判のやり方についてです。ソ

グェ卜建築家同盟は 1925年1(. 発足しました。当時いく

つかの建築家の団体がありましたが，後年それらが全部

4唱 モ ス 世 ワ 南 阿 部 地 区 の i l ! 殺 状 況

統合されて，現在の ソグェト建築家同盟となったわけで

すが，日本にあるあなたがたの団体と同じようなもので

す。あるひとつの建築について，建築家が設計し，それ

が完成すると ，当局K 引渡す前1( . ， ソグェト建築家同盟

1 ( . よる審査がお乙なわれます。その際，設計図と完成さ

れた建物とが綿密に照し合わされて検討されます。その

結果，その設計者のもつ各磁の欠陥K 対して， 自由 な発

言による相互批判がお乙 なわれます。乙のような方法で

建築家が再び同じあやまちをくり返さないようにしてお

ります。

x  x  x  

熱心lζ 聞いていただいた日本の建築家のみなさまに対

して心からお礼を申しあげます。

続いて，ィオノ 7 氏より ， 鋼弦コ ンP リー ト部品による 組立式住宅建

設の図解入りの説明があって， 非常K 只体的で霊21雪になったが， 正確に

図解を記録してないので間違う恐れがあり， 残念ながら今回は制愛し

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区首長掘北辺四丁目 - 0細野ビソレ三六号-

電話新町@九九五~九九j
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彰国社新刊案内

新刊 40 鉄 骨 建 設 計 例

建 築 学 大 系 全 40 巻

民

83 

F 晶 司

君K

ｾ、

ロ

86 体

の

育

:a:. 

ｾ＠ 費三

所 2

館

建築写真文庫・ 3期全30巻

27 駐車場建築の実例

建 築 文 庫

重 版 建 築 講 座 ・ 4 構 造

建 築 講 座 ・ 9 施 工

建築ハンドブック・ 8 鉄 筋

建 築 写 真 文 庫 ・ 18洋風喫茶庖 2

建 築 写 真 交 庫 ・ 38公 衆 浴 場

建 築 給 排 水 設 備 便 覧

応 用 ラ プ ラ ス 変 換
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建築学大系編集委員会編担当は内田祥哉 ・

川島甲士の両氏。収録した作品は，電気通信

中央学園講堂及び東京空港郵便局の二大作品

A 4変形 196頁 特 製 函 入 定 価￥1550 〒160

西川毅若 本容は現代の限を通じて民族と共

に生きる民家の構成について，その素朴な還

しい形や空間を捉えた世界iζ 問う逸本です。

A4変形152頁ビニール装特製定価￥1400〒140

1診国社編 本Mは臼常生活の中事bをなす台所

を夜類別にさまざまな角度からとらえて収録

した実例集ともいうべき好手引替であります

B 6 判 80頁 総 ア ート上製 定 価￥300 〒30

彩国社編 本ｾはさまざまな種類の体 育 館を

写真により収録したもので，体育館施設の具

体的な資料としてすぐ K 活用できるものです

B  Ｖ ｾ ｊ＠ 80頁 総 ア ー ト上製定価￥300 〒30

鈴木一男 ・佐々木淳著 内容は，駐車場の必

要性と種類，駐車場の建築計画，欧米の駐車

場，など都市計画関係にとっ ての逸本です。

B 6 変形 180頁前後 上製 定 価￥200 〒20

執筆 : 古藤田喜久雄 ・小高i昭夫 2 級建築士

受験と工高の教材として定評のある好参考

A 5 判 230頁 上製 定価 ￥350 〒 40

執鋒 : 銅待問11 工事の進行過程を追って実際

に役立つよう具体的に述べた教材向好参考主i-

A 5 判 204頁 上 製 定価 ￥350 〒 40

石井勇著 構造設計の権威である著者が実用

を主とし便覧的 iζ 要約執筆した得難い参考笹

B 6 判 344頁 上 製 定価 ￥400 〒 40

彩国社編 洋風喫茶庖の最新のものを選んで

写真により紹介したすぐに活用できる写京集

B 6 判 104頁総アート上製定価￥300 〒30

彰国社編 さまざまな荘類の公衆浴場を収録

紹介した浴場関係者の手放せぬ具体的写真集

B  6  ｾｊ＠ 88頁 総 ア ー ト 上 製 定 価￥300 〒30

桜井省吾箸給水給湯 ・排水に関して大学 ・

大学院の建築設備科向に図版資料を添え詳述

B 5 判 187頁 上 製 定価 ￥400 〒 40

R . V チャーチ J レ著・洪四方次訳世界的な権

威である著者になるラプラス変換の最新教材

A 5 判 334頁 上 製 定 価 ￥650 〒 70
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最 高 の 品 質 - 最 大 の 生 産 を 誇 る /

伊奈の

ヲィJl - 衛宝陶器

〆

印 附 属 金 具

伊奈の焼印衛生陶器には J 元"i iAAiZi つ 印F付属金具をセ ッ トで御利

用下さいます機おす〉め申上げます。

<8> 伊奈製陶械式曾紅

本社以工場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 国 電 話 常 滑 ( 代 表 )700

東京事務所 中 央 区 西 八 丁 堀 2 - 8 電話築地@>5261 ・5262
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優秀機能ヲ誇ル

岩 佐 最新ノ機械設備

最高ノ設計卜技術

不携/ 研究卜改良

( J IS557)  

株 式 会 社 岩 佐 鍛 工 所

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 二 丁 目 三 一 番 ± 也

電 話 淀 川 (47) 代 表 4351. 4352. 4353. 0903. 0904

〈.:IJ1霊亘亙3，
フロアーヒン子.

フロアーヒンヂ，(両問キ )

事;、 主

位云邑

ラ/X'トリーヒンヂ.

ミミゴ通

輸 出 本邦 唯 一

ニ ュ ー ヨ ー ク . n ス ア ン 七' ル ス ・カ ラ カ ス ・ノずンクーノずー ・ロ ノチ

ル グ ム ・マ ニ ラ ・シン ガ ポ ー ル ・香 港 呼 へ 1-lf 丹 輪 .11'. 主主し てお りま宇 。

日本ドアーチエ I! J ク製謹株式会社

取締役社 長 出 向 井 啓 蔵
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J

氷
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1  8 リ ッ タ ー 縦

1  c m x  1  c m x  1  c m 

コ ー キ ン グ ガ ン

8， 5  0  0 円 ( 現 場 渡 )

材料自 4  8 円

3， 0  0  0 円 ( 現 場 渡 )

カ ラ ク リ ー ト
美しく ，I欝隠せず，滑らず，かつ耐水性Iζ 富んだ床材

床，廊下，階段， ロビー ，パノレコニ ー， ガソリンスタンド25美しい色彩と ifiH謄粍性を必要とす

る場所や，防水力があるので戸外にも使用出来る 。

{  緑 7，800円 (坪当り￥ 1，300)

価 格 42kg袋入 ( 6坪分) 現場渡{ その他 6，600円 ( 1 /  ￥1， 100)  

Z…三… RJ L J 乙 工 場 ， :if J' J:i. m コ ン ク リ ー ベ 仕 上 材

コンクリート床の金属性硬化材で， フェ ロコ ンの j血工 I( .t って休は恰も銅版を 桜っ たような効

果をあげる 。

価 格 49kg袋入 ( 7坪分)

{ 色 物 6，200円

現場渡{

i ナチュラル 5，400円

Z J L t 二:…上 近 代 人 の 部 屋 川 波 れ を い や し ，い ら い ら を 取 る 則

合成ゴムとコノレクから製造されたコ ノレク ν ートで裕着いた上品な感覚で ，老化せず水洗出来る

価 格 呼 当 り 東 京 渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x O. 7rnm 

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ タ イ ル

麻 酔 ガ ヌ の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 主 川 電 場 ピ ニ ー ノレ タ イ ノ レ

@ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

・ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る @ 掃 除 、 補 修 が 容 易 で あ る

K.K. ABC商会

ｊＮ ｉ ｾ 京都中央区八重洲 Ｕ ｾ＠ 5  

T  E  L  (28)  7687 ｾＸ ・ ＲＷＶＵｾＶ ・ ＰＷＶＰ

大 阪 山 仮 所

大阪市西区京 向掘 通 ＱｾＱＸ Ｈ 日新ピノレＩ

T  E L  (44)  3  9  1  5 ・0 5 0 0  



ーョ・E 童画

最近，寄贈を受けた省筋，脳入したお籍，読了した答

籍について，新聞紙の 5 行批評! とならい，簡単に感想を

記す。

A ) 工博 ・ 石 井 勇氏若 各種建物構造設計実例

A. 5判 451頁 33年6月1日発行井上書館 1000円 柘 ヂl 博士は長

く内藤多仲博士の助手をされた方で現在関東学院大学教

授，早大講師である。氏が長年月の間lζ 実施された建築

物 2 千種の実例の計算書をあつめられたものに ，構造設

計概説，仮定断面資料およびア ーチ圧力山総の解，構カ

』ζ 対するラーメンの応力の解法を加え :られたものであ

る。 構造設計概説および仮定断面資料は構造計算: 家にと

って極めて有議なものである。

B  ) 富塚信司氏著 鉄骨構造計算実例 辺工文庫 No. 303

新証附 238rl: 33年3月30日発行理工図t ! ! K .K . 280円富塚氏は

昭和 8 年東京工大建築学科卒業，現在神奈川県立川崎工

高校の建築科長である。本容は工業高校で鉄骨格造を学

んだ人がさらに高度の理論と実際を学ぼうとする人のた

めに著されたもので， 日本建築学会の鋼構造計算規準解

説を学ぶための，一層詳しい，橋渡しの役をはたすため

の筈といい得る。学会の鋼構造計算規準解説は，多くの

学者の執筆になり，大変理解し難いとの質問をたびたび

受けるのであるが，乙れ等の質問者! c . は是非本蓄を読ま

れる乙とをおすすめ致したい。本容の内容は部材設計が

大部分でトラスの応力の求め方については記述がない。

C ) 工博 ・田口 武一氏著 鉄骨 トラスの力学

理工文民1 No.401 新型F判112頁昭和33年6月5日発行理工図IDK .K.

150円 著者団口憾土は横浜国立大学教授で，日本建築学

会の大会において数年来鉄骨トラスの研究を発表されて

いる。本書は博士の研究を，大衆によくわかるように ，

かつ一つにまとめて発表されたもので，全く読者にとっ

ては有難い著書である。大学の講義での鉄骨構造特論に

あたるもので，普通の構造力学書，普通の鉄骨構造の蓄

に記述されていない部分を興味深く，かつ計算図表を掃

入してわかり易く述べられたものである。ことにト ラス

を含む合成ラーメン lζ 鏡角法，固定モーメント法を適用

されて ，応力解析を示された点は大変有益である。理論

を示されると ，すぐ後に数値計算伊lを示されているので

初学者にもよく理解し得る。鉄骨格造i乙対する最新の知

識を得んとせられる人々および現場でのirj ・3平者にとって

是非読むべきの翠: である。

D) 乾 亮三氏著 実用鉄筋コンクリート 建築提要

一構造計算の総合的解説- A 5判 224頁昭和33年5月10日発行

学益出版社 280円本書の著者は今宮工業高等学校の建築科

長で，氏が長年今宮工高および大阪工業大学専門学院で

講義された講義案を一本にまとめられたものである。講

義中，あるいは卒業生が鉄筋 コンク リー ト構造計算中，

乾氏に質問された点を，集積されて，いかなる点 IC，初

学者が疑問を持っかを考え， 乙の点を十二分!C解明され

ているので，その記述の方法は極めて，親切，懇切であ

る。他の替で，自明の乙ととして記述のない点，あるい

は説明の不充分の点を，本書の記述によって明般に知り

得る点が数多い。

E ) 三木正己氏若 要説ブロ ック建築ー付プロック建

築関係建築士試験問題50題 - A. 5判 2∞頁 33年3月15日発行

中村山版社 350円 三木氏は大阪工業大学卒業後，母校の

附属工高校で教鞭をとっていられたが今は横浜国立大学

の助手である。ブロック建築lζ 関する神奈川県立鶴見職

業補若手所での講義をまとめられたものである。本容は基

礎編，応用編の二編にわかれ，ブロック建築に関する百

科全告的知識を平易に解説されている。小住宅を実例に

とり，その平面設計法，計算法，見税法など詳説されて

いる。

F  ) 建設省住宅局 編 住 宅 建 築 小六法 小判 739頁

33刷月 10日発行大成出版社 側 円 法規の本は改廃が甚だし

いので，常 lζ 新j仮を備える必要がある。事務所等には大

阪府の加除式のものを備えていようが個人用としては本

容が便利である。先日も学生から，円管形ν ャーレの風

圧係数について質問を受け，まだ施行令に入っていない

ように答えたが，本書の 298 頁にはチャント入っていて

赤面した。建築日誌の附録のものは一つ しか入っていな

い。本替には住宅関係のもの，民法の抜抄など入ってい

て便利である。( 建築士会で発売)

G ) 日本建築士連合会編 建築用語の皐わかり 小判

150n  33年2月10日発行霞ヶ関出版社 1∞円 乙れは極めて簡

単な術語商典であるが，建築士や六級職の受験者が通勤

車中，通忍するに便利である。現場用語も入っている。

毛ンキー. 毛ンケン がちくわ とも呼ばれる ，というよう

な記述で，建築職人の具象的命名法も知り得てほほえま

しい。( 建築士会で発売)

H ) 前田 勇氏著 近世上方語考 A. 5 260頁 32年8月

20日発行杉本位庖 650円 前田氏は大阪学大教授で‘ 大阪方

言，文楽の研究家である。本書のうちに上方番匠熔語考

237- 252頁がある。大阪の大工の隠語% についての考証

で上lζ のべた具象的命名法のさらに極端なものとして面

白い。

I  ) 工博 ・森田慶一氏著 建築論集 4.6判 49頁

33年3月発行非売品彩国社発行

J  ) 井上充夫氏著 建築芸術 新世判 170瓦 33年3月30日

先行丑II工文庫 N o.400 理工図l ! ，<K . K . 220円

以上二番は建築論関係の書として小生購入したもので

あるが，乙の紹介は，新進専門学徒の手によってなされ

Tこし、。
(姻口甚吉)
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鵠 や む 股 杭 於

建 築 界 に お け る エ チ ケ ッ ト の 問 題 ( 序論)

政 府 は 住 宅 が 建 た な い こ と を 室 ん で い る 国 男

子供の日一。チンピラ共をヨ l. i ! l ! れて六甲山重量の奥池へハイキングと出

かけた。池11: は貸ポー トまで浮んでいて昔の夢はど ζ とまでは思わな

いが，山野K ちらばった紙屑の山I/: はチンピラどもまでが怨り出し て

しまった。それでも弁当は結締災味しし後片づけは子供述K よって

焼却せしめた とζ ろ，何する気かといった周囲の疑問額託銀し，全 く

やりきれない気分で帰路につかないわけにはいかなかった。きてその

爽快な尾但歩きの証言でーぶらさげたラヲオのヲヤズを聞きながら澗歩

する若人逮K 逸えば「良い神経してるな」と思う伎なもので，自分の

子供でも f: t E はおというだけで美しいんで，別I t : 名前をおぼえる必要

はない」と一本取られた寧を思い出レ… ・・

さてそれから先をどう考えればよ いのかなあ と思いつつ下山 した。

( 休日できえあれば楽しいんでその日の E とを考えて もみない ζ とに

照れくきいような気持ちにもならなかった学生時代を悔しみつつ. . )

それK しで も建築界 という世界はど うなのだろう?

以前私は奇怪ケ島だと表現した ζ とがあるが…… 社会が

ある分野lζ 対する認識段階が乙う パラパラな分野とい う

ものが外にあるだろう か ? それはその分野の社会とのつ

ながり 方がパラパラなんだからと云 って しま えば漫才に

もならない。

@  i 民み」という言葉が今日 程美しい気分で使われ

ている時代はなか ったと恩うー。 ( A体を直接の医学研

究の対象とする乙と は 素晴らしいヒュ ー7 ニズムであ

る)

⑧ 「公共建築J とい うものは それに要した費用を社

会に対 して公表す る必要をデ ャ一ナJ レは認めないのか ?

国民はそれを知る権利がないと 窓法に書いてあるらしい

(それだから こそ…… 観光ノ4スはわれわれをわざわざ他

都市の市庁舎にま で案内する位のエチ ケットを心得てい

ようというものだ。その時私は思う 一一 自分の住んでい

る都 市 の市庁舎の方が 上 手 ｉｃｾ く建 って いるように思 っ

たら ，わが市の市会議員殿もまんざらではないわい・

と〉

@  ファッション住宅 専門ヂ ャ一ナノレは大いに讃

え， 一般デャ 一ナノレではその施主が大いに不満をのべて

いる。勿論エチ ケットを心得ていられる批評家はノ ーコ

メン ト。学生上 りの若い人達は一一兎角筋を通して頑張

っていると拍手カッサイ。( 近藤勇氏程筋を通した人は
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少いから今だIC殺陣界の大立物である。又デャ一ナ J レは

社会の鋭になるよりお月機の如く光を反射 して社会を照

らすものである)

@  各大学の研究室が盛んに活動されている。結構な

乙とで私は少しも羨ましいなどと感じた乙とはない。処

である場合には自由職業人より有利な原価である筈とす

れば一一勿論社会人としてのエチケット位十分御承知の

先生方の乙とだから，われわれ並の報酬率をお取りにな

って余りは各大学の研究費lζ まわされている乙とと私は

推察しております。それにしても学会でも支部リベート

があるよう IC，自白人分野に対して気分だけ位のエチケ

ットを示されてもそれをまる ごと取り込もうなどと考え

ていられるわが先輩の自由人はいないと確心しているが

一一 ( 社会が進歩するためには，研究費を提出するため

のみの社会κ なる乙とが幸福へのー悉の早道である。)

⑤ 上方と東京 森繁君は大阪には「長男のユーウ ツ

がある」 としゃべ った。とすると東京には次男坊の元気

さがある という 乙とになる。次男坊は大学という 処へ行

くものとすれば東京に なるサ。 第一 天皇陛下がおら れ

る。兎も角 も次男坊の天下のよ うに見える。憲法だ って

先づ個人から 出発しているのだから ・・・- 。次男坊には長

男のエ チケット は必要無いし同情の気分もわかないのは

自然の理である。東京万々 才。( だから乙そヂャ ーナル

は次男坊の住宅を取り 上げるわけで一一家とは直系尊族

と直系卑族が 同居する なんて オカシイというわけであ

る。今時』乙家 を ｾてられる 位 の人が尊族の事を考 え る な

んて神経が異状である。それとも上方という処は権威の

作品が実現する乙とを望んでいない土地であろうか。)

(E) i 会派の濫立」大い lζ 自由主義らしくて結構な乙

とかもしれないが，恐らく幹部の先輩諸士が乙のままの

型でよ ろしいとは思 うて いられないような行動に接す

る。とすればそういった乙と K 対する会話が私如き者で

ももれ聞えて来そうに恩えるのだが…… 。まさか会話を

嫌っていられるようには思えないが一 一( 社会の健康な

発展のためには会話は余り有用なものではないらしい。

父と子は喋ベらぬほど美しい〉

J (  



⑥ 「デイスカション」乙の言葉も先の「試み」と同

様の取扱いをうけているらしい。会話はいけないが議論

はよろしい。曽野女史によればドナル程遠じるという乙

とらしい。勿論クランクソンの音は大きい程よろしい。

アルコー J レそのままのお酒程よろしい。( 政府はアルコ

ーJ レを奨励している)

政府は住宅が建Tこない事を望んでいる 憲法で衣食

住の権利が平等に約束されているとすれば衣類にい

くらお金を使おうが後から税金はとらないが，生存

の為に住居をもてば住民税の上IC . 後々 高率の固定資

産税というものを徴集される。 ( N H Kみたいにー)

そりゃ資産なんだからというととらしいが，土地の

絶対価値は当り前の事として，住居の価値は建ち上

った時が一応最高である。タンス預金さえしていれ

ば固定資産税はかけられないものをつい住宅公庫が

あたったばかりにーー といった型のもので乙の章に

ついて私のウンチクをひれきする限り「建築と社会」

誌を買い切らなくては果せないとすればーーー先ず資

産とは必ずそれ相当の担保価値を有しているもので

あるという乙とだけを説明しておとう。オ ーダーメ

イドの衣料よりレディメードの衣料の方が，その原

価lζ 対する担保価値の比率は大きいのである。オ ー

ダーメイドの住居が如何なるものかはいうもサラな

り，いうなれば一種の使用税という処に法の立脚点

があるらしい。われわれは自分のカメラに使用税を

払っているという乙とになる。もう一つ一一。アパ

ート族は固定資産税を払っていないと思いますか ?

とすれば社長さんの払われる固定資産税と所得税と

の比較率に対して自分の借家の分の固定資産税と所

得税との比較率の比例を考えて見れば一一兎も角も

政府は国民が健康な家庭生活のための住居をもとう

とするより国営パクチや娯楽にお金を使いなさいと

奨励したいわけかと思う ー一一。

( 娯楽乙そ人生最大の幸福である。 なんとなれば個

人が行い得るから一一個人主義の社会で個人では生

活できない住居などというものは一番後廻しでよ ろ

しいという乙と らしい。産児制限)

⑧ 政府は鉄筋コンクリート造より木造を奨励してい

る。市街池の準防火地域では両者の建ベイ率は同率であ

る。木造の方が コソコソ と建増しがたやすい位承知の筈

とすれば土地使用権に対する制限のハンデイチャップは

どうなる。その上坪 7万円の R Cより坪 7万円の木造の

方が早く消却さして貰える。木造の方乙そ国宮IL対して

プラスである。( わが国の木材資源はそれ程豊富であ

る。 一一農林省発表)

① 専門外の批評家の建築批評。全く結構な乙 とであ

る筈だ。それにしても乙の位の乙とには気のつく眼をも

ってからにしてほしい。省線や地下鉄の乗降人員の数は

絶対に同数だからというてなぜ階段割の手摺を真中にっ

けなくてはならないのだろうか ? 時間の要素を考えれ

ば乗る客はパラパラ K 来るが降りる客は一時になる位わ

かった筈で，現実は乗客側セ何列か降りる方の客が通ら

んならんという乙とになる。乙れはもう日々の現実でい

まさら見た乙とないなどといえたわけのものでもないと

思うのだが一一 ( わり込み問題のようにまず現実が起 っ

てから騒ぐのが批評家の役目である。意識されないとい

う乙とはー来客側を通る乙とに抵抗を感じないという神

経乙そ現代の社会に生きて行ける健全なる神経である)

@  特許 交通関係、の階段の仕切り方は50% 宛 ILすべ

きではないとい今乙とは特許 fC. ならない。それにしても

如何なる産業界でも特許の問題lζ 対しては; r ' r 虫IJ である。

今時分ではわが建築界はそんな乙と大人気ない ζ と位な

乙とで、まず著作権問題の方が先だという乙とである。 リ

ンゴの気持ちはよくわかります。( 建築人はまだまだ建

築を産業として受け入れようとはする処まで行っていな

いわけである)

@ 抵抗感 何時の時代でもあるわけで，問題はその

性格にあるという乙とだろうが，それと同品位のエチ ケ

ット感が生れない限りガン発生の原因とはならないだろ

うか ? 愛すれば愛する程抵抗を感じるという愛し方が

あるということはもう過去の乙とだろう か ? 20代の人

達の抵抗感のあり方はどうなっ ているのだろうか ? (最

早やプリテンション時代lζ 入った如く人間はオギャァと

生れた時からすでK もっている抵抗精神を活用できる処

まで進歩したという乙とらしい)

⑪ エチケ ット

・学者間のエチケットがそのままの形で専門分野に適用

するというわけで、はないらしい。

・又専門分野間のエチケットがそのままの形で社会に適

用するというわけでもないらしい。

・逆も又又なり。

・エチケットとエチケットがぶつっかり合うためのエチ

ケットが必要という乙とになる。 一一湯川理論一一

・エチケットというものの中での習練というような乙と

はどう解釈されているのだろう?

( 現実) ある理事会で昼食付で正午から会合が始った。昼食の後ある

人は大いにしゃべり ，ある人は最後まで一口も発雷きれなかった。そ

の中である 1人の人は( 自由人か技官の人かは御翻像にまかします)

もくもくと昼食をとられた後退場されて股後まで袈を見せられなかっ

た。( もちろん急用が出来ましたのでーという一口のアイサツもなし

1 1 : ) 。鋭敏なる会長がどの位神経を使われたか継察すれば全くお気の

穏で， ζ ういった場合われわれ後輩は大先輩応対してどういう鼠 ｉｾ 御

量生拶申し上 げてよいのやらと私はとまどはざるを得なかった。私はP

R という言葉の穏源は知らないが，現実とは ζ ういうもの t: ろうか?

私 ｉｾ はニヒールのエスプリが過剰なのか。それとも整流緑の調子が惑

いのか ， 社会 ｉｾ 対する彼害妄想が ζ うじたのだろうか＿

( 雨がつづけばウドン昆のオヤヨは悲観する) MA Y .  ｬｾｾｓ＠
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E見 場 実 習 指 導 要 領 日 本 建 築 協 会 教 育 委 員 会

一

一

一

一
一

本委員会lζ おきましては，現場実習に際しある方針の下に指導せられる乙とが，実習の効果を一層窓義づける

ものと考え，昨年現場実習指導要領を作成し関係先に ど協力方をお願い申上げ一応の成果を得ております。本年

度も昨年の経験を盛り込んで下記の通りの要領を作成いたしました。実習生を送られる各学校にも配付して参考

lζ 資するようど協力を願っておりますが，各受入現場の関係者 lζ おかれでも本要領をど参考にしていただければ

幸甚と存じます。

一

一
一

一
一

一

一

一

山 指 導 のj 目標

イ，建築の職場および工事現場の実態に触れさせる。

ロ，実際の業務または作業を体験させる。

ハ，構造 ・材料 ・工法等の実際を理解させる。

ニ，建築についての興味と関心をもたせ，今後の学習

の刺戟を与える。

(2) 指導の担当者

現場主任または適当な人が専任で当るほか，現場の係

員と下請の世話役など全員が時と所IC応じて指導するの

が望ましい。

¥3) 指 導 の 方 法

イ，体験を通じて数える

単なる見学でなく，作業または業務を行わせ，

その体験から技術や知識を学ばせる。

ロ，関連ある 乙とを教える。

その日の工程や，やらせる作業 ・業務IC関連し

た事柄を質問し教える。また術語や現場用語につ

いても教える ようにする。

ノ、， 次の要領で日誌を舎かせ毎日点検する。

。. 現場日 i誌の要領でその日の工程を記録させる( よ

く工事を観察させるために)

b.習得した技術 ・知識をノ ー トさせる( 少しでも党

える努力をさせるため)

C. その日の感想なり 反省を脅かせる( 指導の効果な

り学生 ・生徒の性格を知るため)

ニ，教材の例

材料( 性質，用途，検収，拾い出しなど)

構造 ・施工 ( 仕様替と構法施工法との関係，作業

の段取り ， コンクリ ー トの調合決定，配筋法な

ど)

測量( 平板，

測)

トランシッ ト， レベ l レの取扱いや実

設備( 配線，配管などと主体工事の関係)

その他( 現場事務，各種の実測，主主生，跡片付け

など)

(4) 指導上の注意

イ， 礼儀や作法などについても併せて指導する。
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今時の若い者はと言わず気がついた乙とは，そ

の都度注意、を与える。

ロ，健康管理と危害予防に注意する。

環境に不なれ，労働の増大，互の暑さなどから

疲れ易く事故を起し易いので十分注意する。

ノ、，異常は学校lζ 連絡する。

実習生の長期欠勤 ・出動のむら ，その他の異常

があればその都度学校と連絡する。

ニ，勤務時間

できるだけ通常の勤務時間内の勤務だけとす

る。

(ω 図面を主とした実習の場合もこれに準ずる。

(参考) (4 )のノ¥に関連して，各学校では ，連絡方法( 担

当者，住所，電話番号など) を明らかlζ しておかれる

のが好都合であります。

昭和31年より実施しております，夏期現場の実態調査

を本年もお乙ないます。ど参考までに調査委項を記載い

たしますから調査の際は何卒よろしくお綴いします。

・事業所に対する調査の主な項目 ・

ω  現場実習を引き受けていられますか。

(2) 引受けられた実習生の数。

。) 実習の期間。

(4) 従事さ せた場所と派遣実習生の数。

(5) 交替の有無。

(6) 手当 ・交通貨の支給について。

(7)  現場実習に関する意見 ・注文 ・感想等。

⑨ 笠 主 防 川 ツ タ ー 全 般

ei W三五・ 21主21記
オ{ ト マテ ツヲ

盟 小 俣 製 作 所 大 阪 出 張 所

〈旧田中 V ヤッター)

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 T E L 1 9 9 0 1 6  

実 社 及 工 場 ・埼 玉 県 与 野 町

京 事 務j所及工場 ・東 京 都 北 区 田 端 町



戸

締

/  

iま

り

火

風

も

も

ノ

、圃

れ

，心

で

安

京東一 株 式 会 社ヤ ッ タユノ東 洋阪大

大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 4 - 33 

電 話 @ 2 8 1 2 - 3 ・3 1  1  6  

東 京 都 大 田 区 新 井 宿 5 - 547 

ｾ ｉｬ話⑬ Ｒ 9  4  7  

名 古 屋 市 中 区 正 木 町 2 - 27 

電 話 @ 0  3  8  8  

京都市左京区東大路三条上ノレ東門前町

電 話 ⑦ 3 5  8  1  

神 戸 市 生 田 区 加 納 町 4 - 1  

電 話 葺 合 ② 8 8 4 3  

本社 ・工場

名古屋支后

東 京 支 庖

京 都 支 底

神 戸 支 庖



完 全 な 防 水 工 事 を す る た め に は

マ ル エ ス 印 石 綿 ウ エ ル ド ル ー フ ィ ン グ

マ ル エ ス 印 石 綿 エ ア ー フ リ ー フ ェ ル ト

マルエス印石綿ノーコルーフインゲ (特許31408)

マ ル エ ス 印 ガ ラ ス 網 状 ル ー フ イ ン グ

ー 圃 圃E 盟櫨鶴輔輔副圃，， 

日新Z 業株式曾紙大阪支庖



• 

製 品紹介

ガス・エアー・コンディショナー

Gas Ai r - Condi t i oner  

大 阪 瓦 斯 株 式 会 社

今から約20年前，アメリカの Servel 社から初めて売り

出されたガス ・エアー ・コンディ ν ョナーは，現在では

世界最大の空港ニューヨークの Idel wi l d Ai r-poけ の全建

造物はじめニューヨーク ・ν カゴ等の大都会の高層建築

に数多く採用されでいる。

むろん乙れらのビ) レディングのエアーコンディジョニ

ィングは中央暖冷房法であり ，パッケージタイプのもの

は( 写真参照) アメ リカでは主として商問 ・住宅などに

普及している。今年から大阪ガスで発売するのはとのパ

ッケージタイプのエアー ・コンディ ν ョナーで三年前か

ら試験研究の末，市場 lζ 出されたものである。冷暖房能

力はおおよそ Ｓ ＰｾＴ Ｐ 坪であるので ， 主として銀行 ・ 会社

・病院やレスト ラン ・パアー ・喫茶庖 ・旅館 ・料理屋な

どに備えられるようになるであろう。

1.  機造と作用 ( 図参照)

イ) ガス ・エア ・コンディ ν ョナーは四季を通じて空気

の調節ーーすなわち互の冷房 ・除湿，冬の暖房 ・増湿，

また一年を通じての除J1}1と換気一ーを行う 。

ロ〉冷房ユニ ットはガス冷蔵器と同じ吸収式であるが，

吸収液には臭化 リチュームを，冷媒 lζ は蒸溜水を用いて

いる。 ( ガス冷蔵器は吸収液lζ 水，冷媒! L アンモニアを

用いている。)

ハ) 暖房ユニットは中段K あってガス熱と ii 1i 気とが間俊

! L 熱交換する。

ニ) 除llMは下部の鎧戸の吸込グリ J レの内側IJ のフィルタ ー

で行われる。換気はファンを回せばよい。

ホ) 冷房の際は冷風吹出しのグ リル手前の除湿器で凝縮

水が排除されて除湿し，暖房の際は送風機入口で温水を

蒸発させて増混させる。

へ〉点火装置はスイッチをonlζ すればコイルが赤熱され

同時にパイロットが点火する。パイロッ トはパイメタル

を加熱して切換スイッチが主火電磁弁を開いて主火lζ 点

火する仕組に なっている。

ト〕停電の場合はすべての電磁弁が切れてガスが閉止す

る。断水すれば凝縮器の温度が上昇し屯磁弁が閉じてガ

スを止める。

チ) その他主要数値をあげると

外形寸法…巾 1200 X 奥行670 X 高さ 2 100

電 源…単相 100V

電 動 機・・5 0 0 WX 1台

ガス消1%]: .' 冷房 ・6 M3/ h. 殴日 ・8 M3/ h

述絡管径一ガス ・水 共lζ l " G P  

霊: f i l : …約 850kg

2 怯 能

冷: : 1i I ふー

_. 

_. 

イ) 冷房の能) ] は 4. 5 US トン ( 13，500Kcol / h) で屯気の

クーラの 5 応力のものκ 匹敵する。暖房の能ノJ は24 ，000

Kcol / h。一台で冷暖房可能なスペースは，

一般事務 室 ー ＳＰｾＴＵ 坪 病 院・ 25- .35坪

美 容 院… 2 0 - .30坪 食 掌 . . 40- .50人程度

喫茶庖 ・ ・ ＳＵｾＴＵ 人 ノぜー ・ ナイト ク ラグ ＮＮ ＮＲＵ ｾＴＰ 人

ロ) 除湿の能力は一概K 言えぬ。その日の湿度や室内の

人数によって異る。およそ ＵｾＶＱ Ｏ ｨ の凝縮水がとれる。

土問湿の能力も除湿同様，その時の条件によっ て大変異

るがおおよそ ＲｾＳＱ Ｏ ｨ の水を蒸発さ せる。

ノ、Ｉ除座の能力は最小 Ｑ ＲｾＱＳ ミクロンである 。

ニ) 送風能力は 5 5 M3/ mi n である。

ホ) 水圧が余り低くなると冷房の役目が働かなくなり，

自動的にとまる。段低 ＵｾＶ メ ー ターの水圧は必要である。

冷却水量は水慌により当然異る。冷却水入口の恕限混

度は 32

0

C である。 25

0

C で毎時約 2 トン. 30
0

C で毎時

約4 トンが必要で，乙れは電気のものとほぼ同誌である。

3. 電気のエア ・コンとの運転資の比較

|ガス .21Y?ι) Im'><t ・ヱ71533)

冷 I 1 時 rl日 当 リ I 145円 I  107円

I  1 日当リ (8時間使用) I  1. 161 I  858 

窃 | ハ1 カ 月 当 リ川I 29.03刷ω030 I  2幻1. 4点訓4侭例F悶0  

1  ……| 閥期峨刷叫使削用

;  |  1  時 …I問 い 悶U 当 リ 10似4 I  19 

1 1カ = 月 当 リ I 2初0，7沌80 I  39.∞0  

以上により年閣を通じた迩転' t ! t は冷房 3 カ月 - 6 月

ＱＵ 日 ｾＹ 月 ＱＵ 日一一 ， 暖房 Ｔ カ月を使用すると

ガス ・エア ・コン… 170，200円 1

} 差額50 ，000円

屯気 ・エア ・コン … 220 ，200円 j

となりガスは年間約 5 万円有利である。

4.  ガス・エアー・コンデ ィショナーの売価

正 価 ・・ 700. 000円 月賦売価・750 .000円

( 節1回 2∞.000円. it 2岡~第12間 50.0ω 円)

5.  設備工事襲

ガスは動力総工事を要せず ，屯気』ζ 比して低成である。
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A

Q

一
品

P理 事 会

14日 4時- 5時半 於会館会議室

出席者 尾崎会長外 10理 事 山 内 兵 庫 支 部 長

議 事 ( 1  ) 定時評議員会及. i i l l ' ' : ; ' ¥総会開催の件

( 2 ) 前会長感謝会開催lζ 関する件

( 3 ) 多数会員紹介者表彰に関する件

(  4  ) 各種説明会開催に関する内規制定の件

( 5 ) 建築国際連絡協議会委員委嘱の件

( 6 ) 入退会者承認の件

( 7 ) 報告事項

酔編集理事会

9日 2時一4時 於会館会議室

出席者 塚 本 外 5 編集3五l.l::j f

編集委員長の選任および編集方針について審議

ー主記理事会

14日 31時一4時 於会航会議主

出席 者 桐 本 外 3 主記l ' J l Ij T.

主記理事代表の選任及び多数会員紹介者表彰の件と各

種説明会開催に関する内規案について審議。

P教育委員会

7臼 3時半- 5時半 於会館会議室

出席者 奥 島 委 員 長 外 7 委員

議 事 ( 1  ) 委員長，幹事の選任

( 2 ) 各小委員会の主査及委員の委嘱

( 3 ) 本年度の新規事業企画について

( 4 ) 委員の追加委嘱

.L:::.. 

口
(  5 月 分〉

( 5 ) 委員会定例開催日の決定

建築設備小委員会

16日 3時- 5時 於会宣告; 集会室

出席者 奥島委員長，中原主査外 5 委員

議 事 ( 1  ) テキ ス ト発 iiHζ ついての審議

( 2 ) 講習会開催についての審議

左官講習会講師打合会

19日 5時半- 711寺 於会館談話家

出席者 谷口，山田両訪日iji

左官講習会の開催について協議の上実胞案を決定。

造型小委員会

24日 12時一13時 於会館会議室

出席者 彦 谷 主 査 外 2 委員

「構造と意匠の問題についてJ の座談会開催に関し て

審議。

工高生施工教育小委員会

26日 31時- 5時 於会館会議室

出 席 者 乾 主 査 外 1 委員

互期実習の実態調査を本年も実j}をする乙ととし，昨年

作成の実習指導要項を検討の上一部補充修正。

コンクリート講座小委員会

27日 31時- 41時半 於会館会議室

出 席 者 奥 応 主 査 外 1 委口

鉄筋コンクリート技能講座の実施について審議。

工高生デザインコンク ール小委員会

29日 1時一3時 於会館会議室

出 席 者 池上主査外 2 委員

本年度の設計課題，募集規定案，審査員候補者案など

を協議決定。

宇部スレート工業株式会社

J 建築用米国弐

晴 元 み

本 社 ・宇 都 大阪営業所 ・大阪市旭区大宮町一丁目103

ｾ｜ ｬｎ所 ・ 名 古屋 ・ 新 居 浜 ・ 岡山 ・ 広 ぬ ・ 下 松 ・ 小倉 ・ 稲岡
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ー編集委員会

議

9日 41時一61時半 於会館会議室

;U席 者 塚 本 委 員 長 外 17委員

事 ( 1  ) 委員長選任の件

( 2 )  6月「新建築特集J 号経過報告

( 3 )  7 刀「お 5 回青年建築家特集」号経過報告

( 4 )  i 建築の眼」執筆者交替の件

( 5 ) 投稿原稿の処理方決定

( 6 )  8月「保全特集」号企画

8月号企画小委員会

13日 4時一6時半 於会館会議室

出席者塚本委員長外 6 委員

8 片「保全特集J 号の企画について具体案を審議。

炉事業委員会

議

12日 51時半- 8時 於会館集会室

出席者 岩 崎 委 員 長 外 10委員

事 ( 1) 6月の事業企画について

( 2 ) 各種説明会の開催に関する内規案の審議

( 3 ) 全会員 IC対するアンケートの発送について

( 4 ) 報告事項

新しい建材説明会小委員会

29日 5時半一7時半 於会館会議室

出 席 者 矢 野 主 査 外 4 委員

説明会のテ ー71C i 建築用加工仮」を採り 上げる乙と

とし，乙れが資料の作成IC関して検討審議。

写真 コンクール審査会

30日 41時- 6時 於会館集会室

出席者村上主査及び森，恒成，梅原の 3

審査員

応募点数28点を審査して入選 5 点を決定。

炉災害委員会

議

15日 5時半- 81時 於会館会議室

出席者 馬場委員長外 10委員

Ｉｊｾ＠ ( 1  ) 土質試験の標準仕様容について

( 2 ) 簡易地耐力の調査方法K ついて

ー・回国喧ー四・・・剛

ー住宅委員会

住宅スライド小委員会

19日 31時- 6時 於会館集会室

! 日席. f' i 上回外 3 委員

スライドの解説図面の作成司利用対象による分類など

について協議。

;議

本 委 員 会

21 日 3時半・- 51時 於会館会議家

出 席 者 西 島 委 員 長 外 10委員

事 ( 1  ) 本年度の i活動方針と事業計回

( 2  ) スライトツト委員会報告

h 出版委員会

議

ー座

24日 311寺半- 4時半 於会館会議室

出 席 者 高 橋 委 員 長 外 4 委員

事 ( 1  ) 委員長選任の件

( 2  ) 本年度事業企画 lζ 関する件

μl i 床仕上工事」パン フレッ卜 /1¥版の件

同大阪地質図表類出版の件

い) 古建築写真集の件

談 会

若い会長の集い座談会

23日 3時半- 5時半 於会館集会室

出席者 鳥田 ，足立両氏及三品幹事外 10氏

「青年建築家の具体i ' t - な交流について」のテーマで怠

見を交換。

ー見 学 会

新大ピ ル見学会

6日 2時一4時 参加者 260名

学会支部，大阪府主主築士会と共催

桂離宮見学会

7， 9， 12， 20， 22， 26の6 日間

修学院離宮見学会

2， 20， 21， 26の4 日間

P 会 計 監 査

60名

55名

5 月26 日より 28 臼迄 3 日間，例年の辺り住友信託銀行

より係員来会の上昭和32年度の会計監査を行った。

司，

F置下 Z担

JII;;:! 草志

望事れで

伺 I; t!見

送車E た

リ¥. . . と

聖堂 LJ 御

しデモP

;f. o' ='  

京 社 式 阪 市 東 淀 川 区 三 田 町 ー 一 一 一 怠 業 所 ・衆宗
高 拙 一 一 ー 帯 主 主 包
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昭 和 32 年 度 決 算 報 告 社団法人 日 本 建 築 協 会

昭和3 2年 6 月2 0 日の通常総会において承認さ れました。乙乙』ζ 御報告同1 しあげます。

一 般 勘 定

貸 借 対 照 表

l昭 和 3 3 年 3 Ｉｾ＠ 31 日 現 在

Ilt 方

11 

:1.t ブJ

料 日 金 額

11 

科 日 金 明員

現 金 66.870 什 保 償 却 司 直 {時 金 28. 839 

当 座 預 金 100. 047 俗 入 金 4∞，∞o  

Ｑｾ＠ 通 預 金 27.634  未 払 金 ]，244. 362 

部 便 振 符 貯 金 49.872 仮 受 金 37. 646 

;一-ヒ.  
JUJ 預

{!>. 
20. 000 末 終 i I ! l 収 入 金 136目。。。

受 取 手 形 38.000 3占 本 金 47.672 

米 ql( 入 {!>. 
547. 410  :'/'i 1¥[ 1  

<<，' 

金 347. 300  

仮 払 金 49. 167 故 11 高J r r J日 明 治 資 金 219.259 

未 経 過 支 払 金 1l 4. 043 

11  探 204. 549 

会 館 i品 J.'t 金 1.∞O. ∞o  

官。 却j 繰 越 金 186. 472 

収 支 勘 ) E 57. 014 

e  百| 2. 461. 078  
{'、8  ｧ ｾ＠ 2.461. 078 

財 産 自 録

昭 和 3 3 年 3 月 3l 日 現 在

空E 主主 之 部 負 il' l  之 部

鏑 E塁 金 百日 鏑 喜E 金 ，羽

固 定 資 産 204. 549 引 当 WJ 定 643. 0，0  

イ十 l!fl 1ι 本 金 47.672 

流 動 資 産 302. 423 司 ｉ 業ｾ <<N 金 347. 300 

当 座 預 金 100. 047 i l ' l ! f l 償却邸側金 28. 839 

普 通 預 金 27. 634 故 円 高 Irr.氏' Jlm資金 219. 259 

定 j即 預 金 20. 000 流 動 ft L.'l 1. 818. 008 

受 取 手 形 38. 0∞ lIf 入 金 400. ∞o  

郵 便 振 替 貯 金 49. 872  仮 受 金 37.646 

現 金 ＶｾＮＸＷＰ＠ 未 払 金 1. 244. 362 

雑 働 定 897.ω 2  米 経 過 収 入 金 136.∞o  

仮 払 金 49. 167 

未 収 入 金 547. 410 

未 経 過 支 払 金 114. 043 

前 期 繰 越 勘 定 186. 472 

近音色rn築会館出資金 1. 000. 000 

近世 ｈｬｬｾ 告会館出資金

本 年 度 収 支 勘 定
57. 014 

本 年 度 収 支 勘 定

ｬιｾ＠ 、
言十 2. 461. 078 

11 

ノ'、s  骨f 2. 461. 078 
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昭 和 32 年 度 収 支 内 訳 家

収 入

H  目 金 市1 'I'! 目 金 軍i

iF. 会

11132 2  2  2  

2. 626.060 

(;、A  ｾｾ＠ 収 入 5. 633. 740  
地m f n 

万体 会会

2. 692. 100 

167. 420 

会 148. 160 

i  読自苦会殺習 量伎鑑収 入士型

7. 652. 144 

400. 930 

685.934 

耳1 3程 以 入 11. 502. 694 55.000 

一1般1 図 密 若売維ＧＩＧ ｾ手 上上 収収

214. 420 

669. 712  

1. 824. 554 

維 収 入 573. 726 雑 収 入 573. 726 

合 百十 17. 710.160 
メ回入

骨| 17.710. 160 

支 出

科

額
目

[lJ 
11 ｾｾ＠ Ｑ ＱＮ ｾＰＲＮＸＶＵ＠

支 322.129 部

ヨE iiI 'fl. 1. 151. 294 

金
問

同

80.873 

153. 952  

8.169. 145 

445.894 

771. 172 

319. 507 

1. 662. 322 

247. 白4

74. 475 

216.総 3

21. 562 

136. 2'i 9  

542. 893  

78. 270 

35. ] 80 

120.227 

諸 3.377. 480 手
給 1j  

厚 省 208. 648 生

給

粗

食

料

当

与

2. 707. 700 

99. 780 

570. ∞o  

動

他 国t 保 険 料

厚 生 年 金 保 険 料

失 業 保 険 料

労 災 保 険 料

験 日 福 利 ' f l .

117. 341  

44. 日5

27.049 

5. 238 

14. 485 

ｊｾ 賦 Ｎ ｗ 金 24. 890 
24. 890 

会 館 総 入 金 960.000 

予 ｾｕ＠ 119. 8ω 'fl. 

合 昔f 17. 767. 174 

Jlt 賦 : w 金

会 館 繰 入 金
960. 000  

予 ｾｮ＠ 119. 868 ｾ ｾ＠

合 計 17. 767.174 

本期総収入 17. 710. 160 本 JUJ 総支出 17. 767. 174 差引収入 不足金 57. 014 次期え繰越
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近畿建築会館特別勘定

近後建築会館特別勘定貸借対照表

IIH 和 33 年 3 月 31 日

fII 万

11 

貸 方

科 自 金 額 科 目 金 書目

m 物 16，377，645 一 般 会 計 繰 入 金 1. 000，∞o  

m 
開予

設 品T 259，400 寄 イオ 金 309，415 

什 ｾ＠ 982，350 イiT 入 金 16，955，000 

銀
戸f J  

預 金 1. 001.107 米 払 利 ιl 618，363 

現 金 95，35Q 収 支 助 定 583，111 

有 4田 鉦 1島 60，000 

未 収 入 金 410，000 

t自 WJ 絞 越 金 280，028 

合 :n  19，465，889 

I1 

合 ｾｴ＠ 19，465，889 

近畿建築会館特別勘定収支内訳表

収 入 の 部 支 出 の 部

f1f  自 金 在自

11 

科 目 金 費目

第 二，一 般 総 入 金 960，010 沼 気 手4 103，434 

貸 室 料 1. 020，000 瓦 斯 代 145，327 

雑 収 入 107，445 水 氾 ie 6，464 

火 災 保 険 事ヰ 19，800 

人 件 ｾｾ＠ 118，140 

{首 地 車ヰ 48，858 

1}  製 135，64C 

雑 ｾ＠ 78，921  

支 払 利 .bl 847，75ry 

合 al  2. 087，445 
ノｾ 音十 1. 504，334 

差引収入組過 583. 111 

剰 余 金 処 分

前期繰越金ィ、単純損 280. 028 

建 物 償 却 削 備 金 303，083 

昭 和 33 年 度 収 支 予 算 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

昭和33年度収支予算は昭和33年 6 }=j 20日の通常総会において承認されました。乙乙 lζ ご報告申しあげます。

予算はすでlζ 本誌 5 月号83A I C掲載しでありますので御参照下さい。
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於建設会館住宅公団諌早次長担怒光m 鳥 取 会 婦 室 谷 砲 事 長 挨 拶 鳥 取 会 届 内 サ ン プ ル 展 示

社 団 法 人 関 西 建 材 協 会 ・ 5 月 分 会 報

理 事会 Ｘ 日 ＳｾＵ

2包谷迎てp: 長外 14理事出席，諸報告， 午さん会，庖蹟掲

示銘板，理事会内規，入退会詮衡，見学，講演会その

他事項協議。

出品者会 13日 ＳｾＵ＠

22社出席，展示委員を 15名とする。新委員 ? 社下のご

とく互選，川上， 極東，千代田 ， 日新，田辺工業，田

中工業，立川， 恒和， 目立，残任 6 社，特別展示は50

音11買に会員持廻る ， 1 回数社も随意とする事を申合せ

住宅模型を作成展示室K 置 し 純主側へ周知方. 入口

開放，入 口K 三角灯その他宣伝方法等協議。

防水部会 14日 ＴｾＷ＠

幹事マ J レエス工業外21社出席， 事業企画等協議した。

後 5 時より特別会員の出席を煩わし意見交換を行い，

質問，その{也事業上の協議をした。特別会員出席者 政

岡，竹内孝，佐々木，清水，後川。

なお当日委員分担決定した，部長，アスファ J レト防水

7 ) レエス工業山崎，副部長耐酸化学松井，セメ ン ト防

水アスニュー工業原，コーキン グ日本化 成工業吉形，

合成樹脂積水化学大鶴。

建物保全 A部会 15日 ＳｾＶ＠

当番幹事互光商会外 4 社出席，標準仕様普，パ ンフレ

ット発行其他協議。

事業，宣伝，会勢部会 17日 Ｓ ｾＶ＠

井場，田村， 2 部長外 5 理事出席，本年度事業と して

の講演会，見学会，午さん会，春秋大会等協議。

午さん会 23日 於 大 阪 建 設 会 館 正 午- 2

室谷理事長外70余名出席，来賓住宅公団諌早次長外 6

名列席，午さん後諌早次長，神田課長，青木 工事長，

それぞれな見発表後会員と公団側と意見交換。

展示委員会 23日 Ｓ ｾＵ＠

柏原，関西タイル外 10社出席，委員長関西タイル( 高

田) 副田中工業 ω旧 ) 互選決定， 特別展示出品l順位

小間 No田作成，宣伝，談話室利用等協議。

山陰地方建築講習 と建材説明会開催

ＲＷｾＲＹ 日 ， 鳥取 ，松 江 ， 浜田 三ケ 所開諮 ，各地 Ｑ Ｓ Ｐ 名

前後聴講し盛会継に終了，左官工法を 2 先生，m材説

明 8 社。

室谷理事長は各会場lζ 列席 し建築協会並関西建材協

会の P. R をかね後拶を述べた。 なお乙の催には 3 ケ所

ともケント ク，淡陶，恒和，化学， 浪速合板，能率風

呂工業，関西ペイント ，東亜ペイント ，室谷商庖，極

東化工，中之島製鋼，日宝蛭石等 15社より サ ンプ J レ展

示申 込みあり特別展示台を設け観1'J: fC供 し好評を博し

た。閉会後展示品は地下建築士会fC寄贈した。

住宅や家具につく自アりや害虫を退治し ます、 その上 「アリノン 」は

協議

くされ・かびにも特効があります。

ー白

色7' ) 1; : l ' ‘ J . s ｾユ ､
山宗化学株式会社 類議院指鴻弘治協切結土錦務 !?ii :Z13
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k k西原術生工業所 ・・ ・・・ ・・・ ・・12

三星西日本 アスフア結協同組合 33 

日本ペイント ・・… 田・… ・・……・ .31

日新工業k k . . …・… …・・・・ … 中 挟

k k野上工業所. ...・ H ・.. ......・ H ・11

ハ k k林塗装庖 ・・ υ - 一.....・ H ・-… 13

k k汎建製作所・ ・・…・…・ ・……・・30

k k 日立製作所 - ……- ・…・・] I IJ付

平川鉄工所 ....・ H ・-… … … … 前付

藤本鉄工k k ・ •••• … … … 13 

福屋工業k k … … … … … … 13

藤森工業k k ・・……目 次対抗菌装

二葉屋装備工業k k ・・・ H ・H ・-… ..15

k k不二製作所 ・…・…・…. . . . ・ H ・但

ブタパ黒板・ …・ ・…・・… ... .・ H ・.16

盤国 セメ ン トk k …・・・・・H ・H ・... .29

マ k k松重電機商活 ・…・...・ H ・.. .. . .11

経平白機車交滅予防所 - … … 15 

水谷ペイント k k … ・・……. . . ・ H ・81

k k水島商庖 ・・・ ・・… … - … 31

k k三高製作所 ・・H ・H ・.... ・H ・.... .30

k k三谷製作所・ …' " ・H ・-… ・・前付

三井金属鉱業k k ・一 目次対抗国

k k峰岸商庖 ・・…・・ ・・・H ・H ・.25

三舟建材商会 ・…… ・・……・・・… 68

k k室谷商庖 ........ .. .... ・H ・.. … '14

k k明正社…・・ ・...・ H ・... . ・・… ・・27

ヤ k k矢橋大理石商庖 …・・…・ 14

山宗化学k k ・・ H ・H ・.... .. ..・ H ・..85

山田工業k k . . …・・・…・・・・・・"12

k kヤマト電気商会 …・…・……・11

k k油}I 旨化 工 社 … … ・…・… 表紙 3

k k吉田芳雄商庖 …・…… H ・H ・.14

吉野石t l ' kk ・・H ・H ・・・H ・H ・H ・H ・.14

ラ k k ライト製作所 ......・ H ・...・ H ・1

k k平田タイル ・・・ ー ・・・ ・・…・・22

大阪|坊7]<建設社・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .23

k k井上浄夫商庖 ・ -・ … ...... .. .. 23

新日本電気k k …・ .. ・… … .... .. 23

田中屋本庖・.... .. .. ..… ・・・・・ ........ .. .27



ぺンチレーター

続 式

会 i l

ヌチーJ レシャν ター スチールドァー

田中工業( 株) 大阪出張所
大阪出護所 兵庫県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 匂 話 ⑬ o 5  4  5  

本 社 東京都墨田区吾嬬町東4ノ122 包 話 城 東 ⑧0870 ・ω7 0

錦 糸 工 場 東 京 都 品l 悶 区 綿 糸 町 l ノ25 包括本所@ O790 ・5133

小 企 工 喝 小 倉 市 赤 坂 上 の 街 3 7 m怒 小 倉 0653 ・2833

川崎1. I 111l 所 神 恭 川 県 川 崎 市 東 渡 悶 3 ノ 4 3 屯結川崎②4540

札 幌 wm所 北 海 道 札 幌 市 北 三 条 束 7 / 4 電 話 札 幌 ③0515

盛 岡 山 強 所 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏 179 電 話 盛 岡2554

名古鹿代理底名古屋市西区西菊井田IJ2ノ12岡 田 磁 材 応 包 括 西@ 0121

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 (34) 207- 8・4836- 7

設 計 施 工



組沼浅
式

社

株

ム

ヱミ⑬ 
取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

社 ・大阪市天王寺区石ケ辻町 ・電話代表⑮730 ・737- 9 雪

l苫 ・東京都新宿区荒木町五番地 ・電 話 四 ツ 谷 4141 - 4 脊

名古屋市 中村区太閤通 リ一丁 目 ・屯話笹島4020 ・4021

営 業 所 ・鳥取 ・広島 ・福生 ・郡山 ・奈 良 ・京 都 ・神 戸 ・仙 台

札幌 ・静岡 ・津 ・岐阜

本

支

所務工新
式

社

株

会

。
取締役社長 新 JI 原

本 庖 ・大阪市北区曽根崎中 一丁 目四三 ・電話代表大阪 ( 34) 9151番

支 庖 ・東京都千代田 区神田猿楽町二丁目 七 ・屯話 ( 29) 代表2714番

出 張 所 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 静 岡

安 藤 組 大 阪 支 庖
式

社

株

ム

ヱミｾ＠
聖書 室 瀬 川 博

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 上 通 一 丁 目 十 八 番 地

屯 話 大 阪 ( 44) 3788 (代表) 3789 ・3780番 ( 45)  393番

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 洲 四 丁 目 七 番 地

支庖 ・出張所・名古屋・仙台 ・静岡 ・横浜 ・水戸・盛岡 ・新潟・神戸

組林大

式

社

株

ム

A  

@  

取締役社長 大 林 芳 郎

庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 三 丁 目 七 五 番 地

電 話 ( 94) 8 6 1  - 6 ・1 1 5 1 - 4  

東京・札幌・仙 台・横浜 ・名古屋・岡山 ・広島・福岡 ・高松

神 戸

本

支 庖

出 張 所

組奥 村

取締役社長 奥 村 太 平

本 庖 ・大 阪 市 岡 倍 野 区 松 崎 町 一 丁 目 五 一

営業所 ・電 話 大 阪 ⑪ 代 表 3 3  7 ・1 5  0  0  

支 庖 ・ 東 京 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 八 橋

出張所 ・千葉 ・名古屋 ・奈良 ・西宮 ・光 ・松 山 ・福岡

株式会社@  

2  



苅
鹿 島 建 設 顎 大 阪 支 庖

阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 二 丁 目 三 三

電 話 ( 77) 3  7  3  7  - 4 ・3 6 7 7番

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 州 五 丁 目 三 番 地

支 庖 札幌、仙台、横浜、名古屋、大阪、広島、

四国 ( 高松) 、九州( 福岡)

⑨ 

株 式

会 社 勝 目 組 大 阪 支 底

大阪市東区石町二丁目五十番地ノ 二 ( 屯話 ( 94) 6861 ・6862番)

本 社 ・静 岡 市 日 出 町 一 ノ 二 ( 屯話静岡 ( 2) 7171- 5番)

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・九 州 ・北 海 道

営 業 所 若松 ・宇都宮・川崎・清水 ・甲府 ・沼津 ・浜松 ・岐阜

出 張 所 滋 賀 ・広島 ・八代 ・熊本 ・鹿児島 ・宮崎 ・函館

J J弘

、t f r

株 式

会 社 紳 崎 組 大 阪 支 底

取締役支庖長
大 繁 市

西

大 阪 市 北 区 将 棋 崎 新 地，1 丁 目 2 1  

電 話 ( 34) 7  8  3  7  - 8  

本庖 ・姫路市北条口 8 6 - 3 (電話代表姫路 2020)

@  
式

社

株

会熊 谷 組 大 阪 支 底

大 阪 市 東 区 備 後 町 一 丁 目 十三番地 ( 電話大阪⑮1726 ・1926番)

本 社 福 井 市 豊 島 上 町 一 番 地 ( 市外 専 用 12 ・4800- 2)

営 業 所 東 京都新宿区築土八幡町 二二番地( 電話九段@5 2 80- 9 番)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・札 幌

出 張 所 横浜 ・仙台 ・静岡 ・佐久間 ・下関 ・神戸 ・岡山 ・福井 ・長

野 ・小又川 ・青海・ 大鳥川 ・高知 ・宮崎

(i t  
株 式

会 社 鴻 池 組

本 庖 ・ 大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 三 丁 目 六 七 番 地

電 話 ( 46) 2  6  3  1  - 9 番

支 庖 ・ 東京 ・名古屋 ・福岡 ・松江

営 業 所 ・ 広島・神戸 ・京都・横浜・札幌・仙台 ・水戸 ・富山

四日市 ・和歌山・米子・鳥取・宮崎・鹿児島 ・戸畑

3  



@  佐 藤 工 業 担 大 阪 支 鹿

取締役支庖長 北 村 平 作

大阪市東区北浜一丁目二十五番地電話⑧6731- 3 ・7293番

ネ土 ・富 山 市 総 曲 輪 二 O 三 番 地

本社分室 ・東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 一 丁 目 二 番 地

支 庖 ・東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・富 山 ・札 幌

出 張 所 ・神戸 ・般車 ・三重 ・仙台 ・高岡 ・黒部 ・金沢・浦和・横須賀

盛岡 ・春日井 ・静岡 ・街l母衣

宮山工場 ・富 山 市 稲 荷 元 町

式 曾 枇

」 ー

ｉｾ＠

株

九

設清 水 建

社 長 清 水 康 雄

本 社 ・東 京 都 中 央 区 宝 町 二

常務取締役支底長 小 栗 賛 吾

大阪支庖 ・大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 二 ノ ー

電話 (44) 1  5  3  1  (10) 夜間専用 (44) 1531- 3 2  

ノ

組
I:::t 

I司銭
株式会社。

本 庖 ・大阪市西区京町堀上通一丁目三三番 地 ・電話大阪 ( 44) 24.31- 7番

東 京 支 庖 ・東 京 都 中 央 区 銀 座 東 五 丁 目 二 番 地 ノ 一 二

名古屋支庖 ・名 古 屋 市 中 区 材 木 町 一 丁 目 玉 帯 地

福 岡 支 庖 ・福 岡 市 箔 屋 町 一 六 番 地

出 張 所 ・札幌 ・感岡・仙台 ・神 奈川 ・京都 ・利l 戸・岡山・広島・徳島 ・松 山 ・沖 縄

大 阪 支 応株式会社
建 設大 成。

j原井石
常務取締役支百長

大阪市東区釣鐘町二丁目二十九番地 ・電話東 ( 94) 20R ・321- 32;' 番

犬 日 本 土 木 株式会社 大 阪 支 応

⑧ 
大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 九 番 地

電話大阪 ( 34) 5931 ( 代表) - 5 9 3 4 番

神戸市生田区下山手通八丁目四二番地ノー電話元町 ( 1) 211-1-番

岐 阜 市 長 住 町 二 丁 目 三 番 地 電 話 岐 阜 ( 2) 6141 (代表) - ol -l- S  

東 京 ・ 名 合 屋

神戸営業所

本 社

支 居

4  



② 
株 式

会 社 竹 務 底中工

本 !苫 ・大 阪 市 ・北 区 堂 島 中 2 丁 目 30 番 地

電 話 大 阪 @ 代 表 4751 代表 7351

営 業 所 ・札幌 ・仙台 ・東京 ・横浜 ・静岡 ・名古屋

京都 ・神戸 ・広 島 ・高 松 ・岡 山 ・福 岡

① 
鉄道建設興業株式会社大阪支底

取締役支庖長 西 島 義尚

大阪市大淀区天神橋筋六丁 目五番地( 天六阪急、ヒソレ七階)

電話 ( 3 5)  8  8  3 ・2 4  2  7 ・2 6 9 3  

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 三 崎町 二 丁 目 六 番 地

電話( 九段) 代表 8 4 1 1 ー 8 4  1  5  

⑧ 
株 式

会 社 戸 田 組 大 阪 支 底

常務取締役支庖長 石 丸 正 名

大阪市 北 区 真 砂 町 三二番 地 ・電 話 ⑮ 5 9 5 1 - 8 番

本 社 ・東 京 都 中 火 区 京 橋 一 丁 目 三 番 地

支 庖 ・札幌 ・仙台 ・名古屋 ・大阪 ・広島 ・福岡

大阪支庖営業所 ・京 都 ・神 戸 ・福 井 ・' 金沢 ・富 山

西 松 建 設 株 式 会 社 関 西 支 唐

取締役支庖長 高 橋 勝 雄

本 社 東京都港区芝西久保桜川町十三番地

支 庖 大阪市東区釣鈍町二丁目四十一番地

電 話 代 表 ⑮ 8 4 3 1  

@  式

社

株

会間 組 大 阪 支 底

取締役支 j苫長 牧 村 手リ 勝

大 阪 市 東 区 繊 塀 二 丁 目 七 O 番地 (電 話 @ 代 表5035)

本 脂 ・東京都港区赤坂背山南町一丁目 一番地( 電話赤坂⑬代表2171)

支 庖 ・仙 台 ・名 古 屋 ・大 阪 ・福 岡

5  



底務工木藤

株 式

会 社@  

庖 ・大阪市東区両替町一丁同一七屯話 ( 91) 151- 1醤

庖 ・東 京 都 新 宿 | ヌ : 三 栄 町 二 三 番 地

岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 O

香 川 県 高 松 市 内 町 一 O 七 帯 地 ノ 三

出 張 所 ・津 ・岡 山 ・新 居 浜 ・徳 島 ・京 都

本

支

藤 田 組 大 阪 支 庖
株 式

会 社@  

要管室 村 島 良 雄

阪市北区堂島中二丁目三八番地 電 話<@757 (代表)

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 洲 四 の 五

支 応 ・横浜 ・仙台 ・名古屋 ・大阪 ・広島 ・九州 ・札幌

員 柄 組 大 阪 支 庖
株 式

会 社• 話⑪1521 ・6381番

話( 金沢) @ 1266番

大阪市天王寺区生玉前町九五番地

金 沢 市 弓 ノ 町 二 五 番 地

東 京 ・大 阪 ・名古屋

金 沢 ・富 山 ・福 井 ・大 津 ・京 都 ・岡 崎 ・神 戸 ・和 歌 山

'i:!;!: 

Ｇｾ＠
社

居

所業

本

支

営

組ホナ松

株 式

会 社

。
1

6

1

1

7

縄

7
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5

5

6
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司

E

A

n

y

-

可

E

A

唱

'

A

f

h

u

・

3

2

9

6

3

分

⑮

⑮

④

@

@

大

阪

市

担f
t
西

京

大

東

4

幡

表

表

ぃ衣

表

ぷ

八

代

代

代

代

代

・

干

u
千

円

下

U

平

内

下

H

瓜

品

昔

日

号

n

召
一

日

-守

口

3
1

u

t

q

氾

小

山

U

U

U
高呉

地

地

地

地

地

山

番

骨

番

帯

番

同

，、
、

-

t

u

-

-
/

目

f

J

二

山

二

r
日

一
-

一

一J

ニ

タ

目

一

丁

凶

福

丁

町

三

丁

路

・

一

一

桝

東

七

小

棚

橋

・

区

条

町

市

!

京

田

一

手

二

屋

区

代

南

大

」

古

東

千

打

行

市

名

問

川

幌

が

附

一
ト

大

東

札

広

伺

水

居

庖

匹

匹

目

所

本

支

支

支

支

む

一

阪

・
行

小

幌

烏

阿

J

大

東

札

広

相

官

三 井 建 設 詰 大 阪 支 庖⑥ 

取 締 役 凪 ー ム 持

支 庖 長 伊 豆 眉 武

大阪市西区江戸掘下通一丁目J i .三番地 Ｇ，ｉＱ ｾｬｩ 大 | 仮( ，1.1.) 代ぷ1020

本 社 東京都中央区日本橋宝町 二ノ ー ( 三井ピノレ) Ｂ｢ｌｾ，ｲ ｩ＠ 11 ＯｪｉＮＺｾ合 ＨＲ Ｑ ，Ｉ 代ぷ ＳＲＶ Ｑ

支 居 所 在 地 札 幌 ・横 浜 ・名 古 屋 ・広 島 ・相 同 ・大 阪

犬阪支庖管轄営業所 京 都 ・神 戸 ・和 歌 dJ ・京 氏 ・岡 山

6  



組岡
株 式 会 社@  

三 郎

電話大阪 ( 36) 2967 ・2984番

電話 ( 86)  415 ・218番

電 話 枚 方 6 5 5 ノ乙番

電話豊崎 ( 37) 5  4  9  3 番

岡

大阪市北区堂山町八九番地

京都市右京区嵯蛾明星町一

枚 方 市 伊 賀 七 七 五 番 地

大阪市大淀区中津本通二丁目

取締役社長

庖

庖

所

所

張

作

本

支

出

エ

宇土

ゐh

Z玄組 株 式

E

E

-

-

•••••• 
-
E

，

 

谷長⑩ 

取締役社長 長 谷 川 為

社 大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 七 九

電 話 ( 77) 4  1  4  8 ・7 3 2 2 ・9 9 2 9  

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 二 丁 目 三

電 話 ( 77) 9  0  4  4 番

本

工 作 場

吾 凡 株 式

邑 又 会 社

取締役副社長 水 野 久

支 庖 長 梅 沢 正

大阪市北区太融寺町120 電話大阪 ( 34) 2107 ・2816 ・( 36) 3987 

工 作 場 同 北 区 鶴 野 町 71 電 話 大 阪 ( 37) 1921 

本 庖 京都市下京区西七条市部町17 電話下郎52 ・8277

営 業 所 横 浜 市 ・ 平 塚 市

庄支阪大建水

⑥ 
市

野

底務工木入

式

社

株

ム

':z:5; 

tf.ご¥

ｾ＠
良E

大阪市阿倍野区阿倍野筋 1 丁目 25番地

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 3 丁目 10番地

電話天王寺⑪1626 ・5772 ・9256 ・8990

木八取締役社長

本 社

工 作 場

@  株 式 曾 枇設建島矢

助高島矢取締役社長

東京都千代田区内幸町一丁目一番地包話東京⑧代 4 1  8  1番

大阪市南区北炭屋町八番地J 七電話大阪@ 代 5 8  3  7 番

取締役支后長西 野 照 市

仙 台 ・ 富 山 ・ 蒲 郡 ・ 佐

本 社

大阪支庖

7  

資
支庖 ・営業所



8  

。; 株 式

井 上 組
Zlh3Z 4  

社

f 手¥

ｾ［ｴＮ｟ｪｊ＠

⑧ 

代表取締役 井 上 福 蔵

本 庖 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 町 二 丁 目 一 五 番 地 電 話@0530 ・2823・4038・4782

出張所 神 戸 市 生 田 区 中 町 二 丁 目 七 六 番 地 電 話 ④ 0 4 8 5  

株 式

会 社

メ、

I  
西

取締役社 長 佐 藤 音 松

大阪市天王寺区上本町七丁目( 上六ピノレ内) 電話⑪ 8 2 3 1 - 3

組

鍵 仲 建 設 株 式 曾 枇

取締役社長 鍵 仲 定

本 社 大阪市阿倍野区阪南町中 一丁 目九 番 地 電 話@ 0 2 6 1 - 2

営 業 所 大 津 市 IJ 善 所 北 浦 町 一 四 一 一 番 地 電 話 大津 6 5  1  4  

栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 村 上 勇

本 社 大阪市西区北;照江通一丁 目二二番 地 屯話@ 代表 5 8  0  1  

工作所 大 阪 市 城 東 区，森 町 二 番 地 屯 話 ⑪ 6 5  5  4  

出 張 所 東 京 ・和 歌 山 ・福 井 ・徳 島

命》
株 式

坂 井 組
ムヱミ 社

代表取締役 J  11 崎 盛 Y台

本自 大 ｼ坂 Ｍ Ｑ｜ Ｑ 北区曽根崎中 ー 丁目 一 九屯話 ｾＹＳＳ ＱＭ 4  

出張所 京都市上 京 区寺町 今 出川下ノレ 扇 町 二 六七ｾ 'l1i 話③ 3 9  2 8  



と〉
犬 洋 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 木 戸 口 信 義 舎

本 百 大阪市天王寺区北河堀町五四番地

営業所 和 歌 山 市 南 材 木 町三丁目二番地

京 都 市 下 京 区 揚 梅 通 烏 丸 西 入

出張所 泉 大 津 市 我 孫 子 六 九 番 地

電 話 ⑪2672・3880・7113・7862

電 話 和 歌 山 ② 3 2  2  5  

電 話 下 京 ⑥ 0 4 7 0  

電 話 泉 大 津 1 6  7  5  

Q  

株 式

大 末 組ム3 三三.  社

取締役社長

山 本 末 男

大 阪 市 南 区 大 和 町 一 九 番 地 電 話 ⑮ o 5  5  5  ( 代表)

出 張 所 東 京 ・奈 良 ・ 神戸

@  
株 式

会 社 長 谷 川 工 務 底

取 締 役 社 長 長 谷 川
武 彦

本 社 大 阪 市 東 区 淡 路 町 五 r 目 二 番 地

東 京 支 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 二 丁 目 四 番 地

神戸 出 張 所 神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 五 丁 凶 六 番 地

電 話 @ 7 6 4 6 - 9

電話⑤2040・3474・4478

電 話 ② 4. 8  4  7  

① 
不 動 建 設 株 式 曾 枇

取締役社長 庄野 勝

本 社

東京営業所

神戸営業所

出 張 所

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 五 七 番 地 屯話⑫ 4 7 7 1 - 7

東京 都中央区 銀座東八丁目四番地Ｈ杯、科会館内 Ｉｾￜ 話｀ 5711- 5721  

神 戸 市 灘 区 大 和 町 一 丁 目 六 番 地 屯 話 ⑧ 9 6  0  5  

広 島 ・石 川 県 小 松

③ 望 月 建 設 株 式 舎 枇

取 締 役 社 長 望 月 小 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 上 一 ノ ー 入 電 話@ 614- 5 ・3805 ・7883 ・7913

工 作 所 盟 中 市 庄 内 東 町 2 丁目 37 屯 話 ⑮ 1 1  5 ・ 1 1  6 番

出 張 所 尼 崎 市 神 田 北 通 2 丁目 12 ( 阪神尼崎駅前) 電話⑮ 974. 5 番

9  



(34)  1575(代〉大阪市北区堂島浜通1ノ80孟男山上商 会

e =  

ヌL星 屋 電株式会社

(77)  6636(代)大 l奴市天王寺区上本町6ノ1{宵唐 住

メ〉、

;z::;;; 商屋紅
株式会社

、
j

代'
't

、
守
'
勺
'

弓

，

内

4

a

u

'

A

 

4

9

 

、

目

ノ

u

 

，
，
‘

、

大阪市北区神明町40勇平 山
東 亜 電 気 商 会

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

株式会社

360 

(23)  447 

569 

大阪市東区高麗橋5ノ28正男姉川

(34)  8131 ( 代)大阪市北区曽根崎町上1ノ41Jl 党今 村

(44)  5231 (代〉大阪市西区江戸期南通1ノ37三郎菅谷

大阪市比花区恩貴島南之町73 (46)  4651 ( 代)
古 谷 庄 太 郎

771 ( 代)(23)  大阪市東区北浜3ノ47
野上清二郎

代別

問

引

品

大阪市北区永楽町8

日産生命館内
信 虎栗原

大 阪 電 気 商 会

大 阪 暖 房 商 会

太 陽 電 設 工 業 株 式 会 社

野 上 工 業 所

栗 原 工 業 株 式 会 社

藤 電 気 株 式 会 社

株式会社

株式会社

(36)  2891 (代)大阪市北区太融寺町54
寿男工 藤

工

(34)  3056(代う
大阪市北区西郷川町15山本 竜 太 郎

卜 電 気 商 会- ?  ヤ株式会社

大阪市東区森之寓東之町高架下 (94) 5531 ( 代)禿尾梶本
八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

(34)  8374(代)大阪市北区曽板崎上1ノ10義夫山川所業工
i

 

l

 

--，

F

 

山株式会社

(23)  6951 ( 代)

(73) 4035(代)

1713 

(64)  7729 

5273 ( 代)

(23)  4241 

大阪市東区今橋2ノ16

大阪市生野区) J 品 山通9ノ72

大阪市西成区東凶条3ノ3

松 本 芳 太 郎

猪飼幸次郎

義明近藤

株式会社 松 重 電 機 商 庖

江 東 電 気 工 業 株 式 会 社

近 藤 工 業 株 式 会 社

浅 海 電 気 株 式 会 社
大阪市東区北浜2ノ69正 雄浅海

(36)  6451(代)大阪市北区東姻川町11イ言コlJ h聖子
三和電気土木工事株式会社

社
(36)  2138(代)

大阪市 北区絹笠町50

堂 ヒソレ内

大坪井盟主
株式会社

、

1

ノ

、

，

ノ

代

代

r

，
‘

〉
l

、

l

n
b

 

R

d

弓

，

e

n

v

n

u

 

n

4

q

d

 

、
j

c

u

 

q

L

 

r

g

t

、

大阪市東区高麗橋3ノl

東約ヒ・ノレ内
下 山田 政友

三機工業株式会社大阪支店

(34)  7171 ( 代)大阪市北区南扇町12太佐 藤
近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

工 務 応

阪 営 業 所

(45)  4772(代)大阪市福島区上福島南3ノ89忠義馬淵
和

大

明株式会社
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一一特 命 叉 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 を 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一 一

電 気 工 事 設 計 施 工

電気冷蔵庫・電気洗濯機

修 理 販 売

工、藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

包 括 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 - 5 審

工 場 大 阪 市 西 淀川区御幣島東一丁目ニ0

m話 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4 7  8  

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島

電 気 設 備 工 事

設 計 ・ 施 工

ー

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 本 博 三

本 社 大 阪 市北区中之尚三丁目三 朝 日ピノレ 6 階

電 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 ( 大代表)

営業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 リ 四 丁 目 十 一 番 地

電 話 大 阪 局 @5 2 0 1 番( 代表) - 3

電 気 工 事 設 計 施 工

三菱電機 ・冷凍機工事特約庖

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三丁目四七電話北浜@770- 3

支 応 福 ・岡 市 上 東 町 十 五 包 括 東 ③ 5010

支j苫 総 阪 市 本 町 電 話 2 4 8 0 - 2  

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸・直方・田111. 大分・四日市

電 気 工 事 設 計 施 工

一 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 停 三

本 社 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電話@5148 ・6460 ・侃 46

分 室 大 阪 市北区 絹 宝 町 5 0 (堂 ピノレ 8 階)

電 話 ⑧ 3 8 6 2 ・1 1 4 1

支 庖 東 京 都 千 代 田 区 飯 田 町 2 - 15 ( 飯田橋

ピノレ 4 階) 電話③8520 ・8527- 9

出 張 所 名 古 屋 ・ 光

電 気 工 事 各 種 設 計 施 工

〈争 株式

会社 松 室 電 機 笥 庖

取締役村長 松 本 芳 太 郎

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 番 地

電話 北浜 @ 6951(代表) - 3@8121

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式
必』

ｾ＠ 社

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

白 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 ー 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山 ・小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

本 社 大 阪 市 北 区 11桜崎上一丁目四一

電話 大阪⑧ 8131代表- 4

営 業 所 東 点 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

木 ネ 十 大 阪 市 北 区 西 郷 川 町 1 5 務 地

包 話 大 阪 ⑧ 代 3 0 5 6

東 京 常 業 所 東 京 都 中 央 区 銀 路 東 8 丁目 4 祷地

全国燃料会館607号室電話東京⑧7464

出 張 所 名 古 展 ・ 防 府 ・ 福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

株式会社 三 興 社

取 締 役 社 長 坪 井 大

タケ ν

本 社 大 阪 市 北 区絹笠町50務地位ピル703号室 )

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表 ・5018

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町三丁目二審地

電 話 兜 町 ⑫1478 ・1479 ・I 470蒋

出 張 所 大 阪 堺 ・名 古 屋 ・下 関

電 気 設 備 工 事

設 計 ・ 雄 エ

中 本 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 中 本 正 明

本 社 大阪市城東区野江東之町三丁目一五

電 話 大 阪 ③ 5 1  4  3・5 3 7 3  

機器工場 大阪市城東区野江西之町三丁目一一三

資材倉庫 電 話 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  

11 



一一特命 叉 は 指 命 の 場 合 は 本 側 ぞ 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

株式会社

本 社

出張所

社

@ 代2613・2061

g側

5721 

2346 

② 295 

. .6.  

ｾ＠

次

式

文

大阪市西区京町堀上通一丁目七

神戸市灘区福住通二丁目ーの五二

名古屋市中区宮出町四七

東京都北区上十条一丁目ー0

岡山市桜町七六

田

株

山

業

取締役社長

エ回山

本 社

営業 所

出張所

， 

ム
一
之
一
品

電気 ・暖希 房 ・水道 ・衛生設備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

取 締 役 社 長 官 谷 三 郎

后 大阪市西区江戸堀南通一丁目 三七番地

電 話 代 表 大 阪 @5 2 3 1番

東京都中央区銀座主二丁目一三番地

電 話 代 表 東 尽 @4 3 9 1番

名古屋市中区直武平町 二丁目一番地

電 話 . 代 表 名 古 屋@4 4 9 1番

京都 ・神戸 ・岡山・ 広島 ・福岡 ・熊本

札幌・仙台・新潟・金沢・福井・高松

株 式

会 社

設 計 施 工

25 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

相匝

自負

給 排 水

暖 冷 房

本

東 京 支 庖

名古屋支庖

代表取締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・包括豊崎⑨7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話話国⑥4945-- ' 5

神戸市生田区下山手週六 ノー ・低話元町@5892 所Ｎ ｾ＠出

創 業

大正ニ年

株式

会社

東 京

庖阪大

庖幌キL

名 古 屋 庖

水道 ・衛生 ・媛冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許 Y M式ノレーフ ドレイシ製造販売

(1日斎藤久孝事務所)

驚久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区l煩鹿町通一丁目四凶祷地

i電話本町局⑧代表4496" ' 8 祷

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 仲 12号館 5 号

電 話 28 局 6505- 8 1i 

金沢市高岡町三五 電 話 金 沢 本馬② 2074

福井市城之精下町一O 電 話 福 井2436

高松市中新町一O 六ノ 三 電話高松5195

Ji5 本

金沢営業所

福井出張所

高松出張所

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

霞 E十 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市福島区堂島浜通 4 丁 目

電 話 @[ 民 雲 i;;i 喜

東京都港区芝田村町 6 丁目 篭話⑬代表7151

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話@代表7856

京都市下京芭烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989 

神戸市生田区北長狭通2丁目電話③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表4735

暖房 ・冷関 ・衛生 ・水道 ・低気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 益 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

暖房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大阪市北区堂島北町一四 @代表7031

東京都港医芝琴平町四O ⑧9278 

名古屋市中区新栄町二丁目ー③1820

福井市宝永上町一0 五 1596 

広島市石見屋町五五 ②1938 

福岡市柳原一丁目七 ④ 1158 

暖冷房・換気・空気調和

病院諸機憾・給排水・衛生

驚 藤 省 三 商 底

后 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電話和田倉⑧3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐掘通大同ピノレ 714号

電話土佐姻@ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札幌ー北四 ・西四( 札幌駅前)

電 話 札 幌 ② ∞10 ・凹56③4661

名古屋市中区南大津通一丁目千代

田ピノレ 522号 電 話 中 局 @ 1766

社須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

三機工業株式会社大阪支庖

大阪市東区高麗橋三丁目壱蕃地 ・電話代表26局 2951

3076 

本社 東京都千代田区有楽町壱丁目十蕃地

支庖 ・出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中滞・六郷

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処廻装置

空 気 調 和 装 置 及 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ島三丁目( 朝日ピノレ九階)

電話北浜@6041 ( 代)

東京都中央医八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目一 、

社材建

徐式

会社

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

A

E

 

式株

大阪市大淀区中津南通二丁目玉一番地

電 話 福 島 @ 3 4 1 6 - 8 番

東京事務所 東京都港区西芝浦三丁目一番地

電 話 三 田 @9 3 7 1 番

本社及東京支庖

営 禦 所
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一一特命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 側 奇 術 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

設計並ニ施工

社 大 阪 支 底

温 湿 度 調 整 装置、 媛 房、 冷 房 、 水 道、 搬 送 機 設 備

A  

zコE工 業 株 式第

ｻ ｾ代傾側表劃Ｉ川 川州 Ｐω附 Ｙ引 Ｗ
ｏωＹＷ 怜 ＸｾＹ ト Ｎ ＰωＹＷ 初 O  

2  6  3  1 一 4

7  3  3  2  

2 8 9  3  

⑧ 

⑧ 

HL 訴 大 阪

話

語

話

沼

南

同

電

，大阪市北 区 儲 田 町 三 O 蕃 地

東京都千代田区丸ノ内ニノ ーの

仙 台 市 新 伝 馬 町 六 O

名古屋市東区東門前町三ノ六

-

本 社

仙 1ι? 支 庖

名古屋出張所 ③ 

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6 C代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目ニ四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・ 施 工

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

工施計設

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日ピノレ 7 階)

電 話 北 浜 @ 7 6 4 1 C大 代 )

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

社

庖

場

本

文

工本

暖 ・冷 房 ・主 気 温 湿 度 調 整 装 置 設 計 施 工

各種送排風機・エ ロヒシヒーター ・キャビネ ットヒーター

冷 却 塔 ・各 種 レ デ ス タ ー ・アネモスタ ッ ト類製作
必』

ｾ＠
株式会社

社

大阪市旭区赤川町三丁目二八 電話@1264 - 6

大 阪 市 北 区 神 明 町 五 o ｭ 鯖｀ Ｑｬ ＴＴ ｾ Ｕ

名古嵐市東区駿河町一丁目三 ltl 癒①4594 ・5118

寝 極 川 市 大 字 太 間 一 九 五 電 話 ( 寝 屋 川 )0404

. o.  

ｾ＠式株エ鉄本

本 社 並 工 場

梅 田 営 業 所

名古屋出頓所

寝 屋 川 エ 掲

藤

本

庖

出彊所

支

CONT RACT OR PAI NTI NG 工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 底

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

負
号車

"rヲ
事工装塗

大阪市地区曽根崎新地三丁目五十三ノー

( 荷電桜橋停留所前) 電話大阪Q1 l 1274- 6

支 l省 、 徳 島 ・神 戸 ・ 姫 路 ・東 京

底塗 装林

株式

会社

T E L. 大 阪 @1756- 7・東 京 ⑧ 1335

近 畿 建 材 工 業 株 式 会 社

防 水 美 装 塗 料 … … アーマ ーコ ート

特殊防水パテ… … タイガー印コーキシグ ・

ハイドロ ν ーノレ

床面美装佐上材料・…・・フアルベト シ

美 装吸音材料… ・・・ラテックス，ボード

本 社 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33 T E L 大阪⑨筑焔3番

九州出頭所 久留米市原古賀町北134の1 T E L 久留米7065番

北陸出強所 石川県松任町字布市町50 T E L 松 任 6721昏

アーマーコー ト西日本代理庖

リグノイド床・床材料

製造 ・販売 ・施工

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

社 大阪市福島区上福島北二丁目一番地

む話福島 ｀ ＳＳＹＱｾＵ 蕃

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 務 地

電 話 四 谷 1 3 2 4  ｾ 書
神戸市生田区下山手通八 丁 目 三 三

低 諮 元 町 < D 5  3  7 審

福屋工業株式会社

大阪市西区南掘江上通ーT 目舟ー

電 話 新 町 ・1@. 3 4  2  6  - 7  

庖本
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大和洋瓦

雨 風 に 強 く

緩勾配に最適

超軽量荷量 ( 坪当37貫) 和型より安い

発 売 元

大 仏 組 大仏瓦・各種和洋五

工 事 請 負 一 式

本 応 京 都 市東山区今熊野池悶 III J 九 ⑥3555

大|仮営 業 所 大阪市 東区内淡路 町 一 丁 目 ⑧ 975

ずg品衛生陶器

販 売 と 施 工

奉 仕 感 謝 の 1吉

iE差IIJ ｾ象業業

株 式 会 社 金 剛 商

大阪市西 淀川区野里町1231 阪神国道電車 野 盟電停前

製造元 東京 坂 巻 サ ン ヒ ット 商会 信 淀川@' 0417・4091

吸

音

テ

ッ

ク

ス

本 社 神戸市生田区長狭通四 ノ一地産ピノレ

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

支 応 大 阪 市北区絹' 1f . 町五O 蛍ピノレ 5 断

T E I.; 大阪⑧2021 ・3486 ・1141

14  

¥旬
。

主

観

U

wm

r

種

士

冗

ん

よ

u

h

a

町

ト

各

植

ρ

貨

芳

ロ

ボ

柑

峨

8

6

日

仏

ツ

福

」

川

古

口

立

政

問

矧

フ

式

社

州

問

耐

天

A
戸

株

会

株 式

会 社 矢 橋 大 理 石 両 底

大 阪 出 張 所

大阪市東区高麗橋 二丁 目九 野村 ビル五階

屯 話 北 浜 ⑧ 4 2 5 7 - 8 番

ナ

ニ

ワ

瓦

棟

式

会

前

章

義

謹

一寄一

E

t

-
-
電

話

刷

五

三

止
防

許
喝
の

量

削

羽

風

軽

し

い

川

耐

定

!

U

震

安

i

-

-

恥

初

，

耐

蔚

ナニヲ緩勾配買

3寸緩 匂 配 最 遁 軽 量 7!<止付 (空蔓) 瓦

壁F

決然えない建築資桜

ｅｬｾｾ 車置置国
タイガー印

厄糞ヲヌ策~ド

努イ対一トー: ;

絡対に 亀裂 を笠じない劃期的下塗壁材

断師事星野温

キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄膏ス阪支庖



置 薗

駈・・a

東 京 鋼 板 工 業 株 式 会 社

阪 支 庖

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番地( 衆曜ピノレ三 階〉

電 話 北 @ 0621 ・0 6 2 8

大

ン ユ

ア

ツ

ド

サJ l-

J l-

チ

チ

ス

ス

ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー

本 社 及 工 場

東 京都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ1∞o 電 話 荒 川@8131- 6

周申4ZFR鼻- J 金
.回・ー ー

大国 速戸 風 呂 襲 健 康
一速区元町1丁目 742 但 ν 阪 橋 電 停 前 電 話 ⑧5313 ・8128

陶管・ベンチレーター

管 4

特 許

松 平 式 白 蟻 殺 滅 予 防 所

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28 電 話 奈 良 4 0 9 8

(近日移転先〉

奈良市登大路二番町 ( 博 物 館 前 ) 電話奈良4伺 8

出強所奈良市春日町尾田組内 電 話 6011 ・回12

本 邸 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9

.h、

コヨE

事章式 - ..:::i:包

会社二ニー ヰZ

大阪市北区曽綴崎上ーノI 1 _Y -

也 語 大 阪 ⑧ 3 1  4  5  

ム

商

竺]

-・・・・e

ユ

白

ヒ

F UT ABAY A DE COR AT OR S， LTD.  

モデ、ルル ーム、どうそ

設計施工

事

事

式

工

江

一

作

制

類

造

内

物

等

室

敷

揃

骨

ト

伽

強

制

築

具

外

建

家

内

ー歩でも時代煙恥校Lょうど努力 t l  ｹＢ｜ｾｴ＠

電話新町(53)

2201- 3M z ;1iz 壷動車盛

( 創業大正 7 年)

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

( 天六電停酋北 2 丁)

電話 ・豊崎⑧3321 - 3 ・3630

⑧ 

15 



「i t *  i t τ τ ?っτ 7ー

会 社 大 阪 出 張 所

タ ア 商 会

ゆ

ヤ

タ ア 工

鈴 木

ヤ木

株 式 会 社

ν  鈴

N F ノーヒューズ分屯銚 N F ノーヒューズ配電盤

鐙 光灯 ・モーター ・変災器 ・冷暖房 ・エレベータ ー

= 菱電機株式会社ヌじ倣仏:

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本 町二丁目四三番地

TG 沼 本 側J ⑧ 0 3 2 3 ・1 5 7 5 - 9

E証 話 @0098 "  5837 ・8729

λ  
三 菱 電 機 製

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

品 々 か 商 月 報 婦 糾 送 畢

。 井 田 商 事 株 式 、 会 社

大阪市浸透区酋問手町ー 0 - 七百t :t 也漁町駅貨物八号門前

唱陸路 ( 5ヨ) 4 8 9 0 ・(54)  0 8 0 8 - 9  

軽量鉄骨・軽量銅製窓枠の

設 計 ・加 工 ・販 売

る

| ラ悼とS F |

ッ チ す

St 

近 代 人 の 感 覚 に マ

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 - '  2  5  

包 諮 大 阪 ⑧ 0 2 8 6 ・o2  8  7  

信回
士

回取締役社長

カタログ御入用の節は御申込み下さい

製 造 元 敷 島 金 物 株 式 会 社

布 施 市 機 沼 町 1 丁目 4 6 番 地 電 話 布 施 ( 72) 8  3  9 番

東京都千代田区神間和泉町 1 I  1  1  電話東京 ( 866) 3051 - 2 番

16 



丈夫で使いやすい第3の材質

コールデンボードを

兵、

建 築 ・家 具

造 船 ・車 輸

キャビネ ッ ト

=宝、，'.. 山 、. . . .  

_"， .__ r  _，，__， 

' 二:; "， 望園陸里，

，"' "，- ， 可F を孟" .

.. .. _， ， """"" 
，. 1  "，"・

.... .'  ， 

代理信( イロハ順)

.. .， 

唾 Ｙ 伊藤忠商事株式会社ｾ安宅産業株式会社
東京尉)Ul l 名古屋倒‘ お2 大阪O1l 2251 電話車車慎槌101 名古屋悶1)2161 大阪(23127s1

A 三 聾 商 事株 式 会 社 φ 住 友 商 事株 式 会 社

電鉱. 京側1021 名古贋123l %l 1l 大廠儲租231 電信東京O1lSSS1 :$' . 古風912631 大阪儲耐81

< s > 日本ハードボード工業株式会社

本社 名古屋市中区広小路通 6 - '3 住友銀行名古屋ピ凡

ｾ Ｇ＠ ｾ ｩ［＠ 本 局 (23 ) 代 表 1 2  8  1  

- ヵ タ ロ ダ 御 筒 戒 の 飾 は 誌 名句I e 入下きい

17 



.  ， 

ヲし よ燃 え な い 家 を 造 り ま

わ が 闘 で は. 毎 年 火 災 の た め に 400億 円 に 近 、 、莫 大 な 担l失 と. Ｎｊ＼ＺＮ ｾな
守 司弓を 生 じて い ま す 。

弘 J j l l 孟. 一 日 も 平 〈 こ の よ う な ニ と か ら 解 欣 き れ な け れ ば な り ま せ 八

そ の た め に は 燃 え な い 他 築 材 料 が 必 裂 で す 。

当 村 で は. ニ の 婆惣 に1必 え る た め に. 駄 遣 の 建 築 材 料 と して . す で に

欧米で 大抵 に使ｮＭ ｉｾ れている「唱を 以 形鋼」を Ｎ 当 社 川 崎製鋼所の桁鋭， Ｑ 宜
Wi で 生必: して お り ま す υ 川

ニ の r j較 f証 形 鋼J l.t. 粍 〈 て 丈 夫 な 「再軍備阪 』 を冷! 開成却 して. 各 種

の 形 鋼 を 大I誌に 生 産 す る も の で 価 俗 も 低 廉 で.寸 ー

| 富士裳鎌の軽量形鋼|
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社
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: D:  株 式卜ンメセ大 阪 窯 業

大 阪 ・伊 吹場エ東 京 ・名古屋庖- 支大 阪社本
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建築め美装化

自包ボルトランドセメント

用 途

建築の内外面の仕上塗

装 飾 用 ・採 光 用

標 識 用 ・各種加工品

Jll 野田セメント株式会員

社 長 安 藤 豊 線

本 部 東 京 丸 ノ 内 l ノ l ・鉄 鋼 ピ ノレ

大 阪 支 庖 大 阪 線 田 ・ 第 一 生 命 ピ ノレ

! ?ザノ く E Z豆E

日本包メント株式会滋

関 西 事 務 所 大 阪 市 北 区 梅 田 町47番 地 新 阪 神 ピ J !， 6階 電 話 大 阪 (36) 3351- - 6 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 丁目 9 番地

事 務 所 北 海 道 ・ 東 京・関 西 ・ 九 州

出 張 所 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 高 知

包 装 所 釧路・函館・青森・下板橋・横浜・新潟・名古屋・小倉

19 



ト 各 種 製 品 並 施 工リクンコトスレトスレプ

ビーエスコンクリート株案書紙

良日復山平取締役社長

東京都千代田区丸ノ内3の8 ( 三菱仲六号館) 電話千代田@6131- 5番

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0 ( 堂島 ピ ノレ) 電話大阪⑧ 2 2 2 1 番

福 岡 市 本 町 8 2  ( 日南 ピ ノレ) 電 話 中 ④ 4 8 0 4 番

七 尾 ( 石JII) ・鴨宮( 神奈川) ・伊丹( 兵庫〉 ・水島( 岡山)

札 幌 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋

本 社

大阪事務所

福岡事務所

工 場

出ｾ所

プレストレスト・コンクリート・オリエンタルパイル製品の製造

事 工

ト 株 式 会 社

施作製

リ

計

ン ク

設

コJ レ

負

タ

請

ンエ

の

リオ

工

⑬ 

円億参金本資

文

東京都千代田区丸ノ内2の2 ( 丸ビノレ 5 1  3 区) 電話東京@0653 ・31ω 務

東京都千代田区丸ノ内1の1 (第一鉄鋼 ピル 423 号) 電話東京@3220 ・3230番

東 京 都 文 京 区 表 町 2 7 ( 電通院 ピノレ 4 階 5 階) 電話東京⑧ 4 4 2 1 悉

東京都千代田区丸ノ内1の1 ( 第一鉄鋼ピノレ 4 階) 電話東京@ 3 2 1 3 - 4番

大 阪 市 港 区 北 福 崎 東 の 町 2 の 3 電話大阪i @3104・3240・3490番

大 阪 市 北 区 梅 田 町 4 7 ( 新阪神 ビ ル 703号) 電話大阪⑧ 5 5 4 5 番

福 岡 市 天 神 町 2 0  ( 同和 ピ ノレ 6 階) 電話福岡< ! l 1841 ・7062番

名 古 屋 ( 名 古 屋 ) 北 海 道 ( 札 似 )

多 摩、川 崎( 東京) 尻無川、木津川( 大阪) 八幡( 九州) 旭JII ( 北海道)

郁林

取 締 役

社 長
生春井松

取 締 役

会 長

本 社

本 社 分 室

本 社 技 術 部

H 建第事務所

東 京 営 難 所

大 阪 営 * 所

H 分 室

福 岡 営 難 所

出ｾ p.野

工 場

20  



。. orl

田島応用花工株式会社

奥 山 化 工 業 株 式 会 社

中国総代理宿 日程和学工業株式会社

関 城 化 学 工 業 株 式 会 社

青盛建枚株式会私
本 社

福 岡 営 雛 所

岡山世t t院所

Ｎｾ］可

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

福 岡 市 万 行 寺 前 町 14

岡 山 市 東 田 町 3

T E L 中 ② 2 2 8 1 - 3

T E L 東 ③ 1 2 2 5 - 6

T E L ② 7 9 1 1 ・8 1 6 9

- 新 ι ぃ建築資材

- E面画E・E京王・・E 畢ヨ・ 盲 醤 材 料 字 句 お33長ヒ宇

J  ¥ードボード三労ボごド・ヤマハボード

Iti 毛ゲン・コこル亨ンボード

創 業 明 治 24 年

貿易・木材・建材

子、ソクヌ ヲム予キス・ソフト予‘ リク又

ヨりメハードラ ，')クス

高 級 合 板 ヤ マ ハ 含 級 制 日 ?

ヤマハメラプライ

飾 犠 板

. 目 別 商 曹 達 材 部

21  
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‘ ・ .

取 締 役 社 長 佐 藤 太

本 応 大 阪 市 北 区 南 扇 町 十 二 番 地

電 話 大 阪 ⑧ 7 1 7 1 - 8 呑

支 底 大阪北・大阪南・京都神戸・姫路・奈良・和歌山・滋賀

支 社 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 東 京

川 、 最 古 の 歴 史 ・ 最 高 の 品 質

一 ト タ ア トyg鍛

住 江 織 物 株

通 ・ ド レ

式
A  

;z::s; 

本 社 大阪市南区安堂寺橋通四ノ五五電 (25) 0  0  8  1  - 7  

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 電 (59) 7441 - 7445 

出 強 所 札 幌 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

プ

t  

社

牢固タイル



グラクチン グ防水工事

アスヲ ァノレト防水工事

ク カ 式 化 学 防 水 工事

グ ナ イ ト 工 事

薬液注入土壊硬化工事

専売特許

社股建水防阪大

、

・，
.  

:、

電話南⑮2595・2572番

電 話 本 局 @ 5075番

電 話 元 町 ④6930番

電 話 青 山 ⑩2432番

株式会社

大 阪ー市 天 王 寺 区 餌 差 町 42 番 地

名 古 屋 市 中 区 和 泉 町 一 丁 目九番地

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 四 三 九 番 地

東京都渋谷区千駄ヶ谷二丁目四八O番地

社

張 所

本

出

、

-， .、，
ｾ＠

， 
， 

・，・.  
. 、

.  、，

・.

'眠

‘、

'  、

防 .，1 < 工事• 防 熱

‘ 4  .  ， 

商 眉

工 事

夫
ヲ

ト

浮

レ

上

ス石 綿

井
株式会社

.  
-

電話 ｀ＳＵＲＰ ・ ＴｾＶＴ ・ Ｑ ∞ Ｕ

電 話 @ 5 7 1 5  

大 阪 市 西 区 江戸堀下通 リ一丁 目七

東京都中央区日本橋室町一丁 目一五

本 社

出張所

.  

日本工黛規絡富島示合格品

J ISC- 8106許可番号5270の
.  

‘  

蛍 光 灯

f 1‘ ドfIIII' 

“ わ カ 、 あ ゆ "

特 長官 、わ か あ ゆ、、の よ うに銀

色 に か が や 〈 柱 と さ わ

やカ、な 空色 の 台 、近 代

感覚あふれ たス7 ー ト

なデザイ ンです 。

官 電 気 使 用 部品 は す べて

型 式 承 ul 清 で す 。

世 ラジ オ縫音防止周コ ン

デ ンサ 一 入 り ですカ、ら

ラジ オに緯奮が入りま

せ ん .

ヌ

10W B型蛍光灯スタンド

定 側 、ｾ 850 

1 0 W ￥ 8 5 0  

( ラ ン プ付 )

lOW レフ レク芳 一蛍光灯 ;スタ ンド

定価 ￥ 950

15Wレフ レクター蛍光灯ス 7 ン ド

定価 干 し 400

φ  新日本電策株式曾批

大阪・東京・ 札幌 ・仙台・名古屋・ 金沢 ・広島 ・高松・福岡

新 淘 ・松 本 ・併 問 ・岡 山・ 熊 本 ・鹿 児 島

が

三子

梓

色

タ

勿

/

、

巴

ソ

メ

の

も

'
d，

/事

U

し

J
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電 話 北 浜 @4  9  7  5 番

好 雄

大阪市東区道修町1- 3 ( 花房ピノレ)

支 部 長 福 田

部支阪大

(

ア

イ

ク

エ

オ

順

V

建

材

工

業

株

式

会

社

飯

工

業

株

式

会

社

麻

村

サ

ッ

シ

ュ

工

業

株

式

会

社

尼

崎

建

材

株

式

会

社

株

式

会

社

岩

住

鉄

所

栄

進

業

株

式

社

栄

営

朝

日

旭

鍋

会 エ

鋼社

大

所

大

機

工

株

式

社

大

建

材

工

業

株

式

会

社

株

式

会

社

大

阪

鉄

工

所

大

阪

理

研

工

業

株

式

会

社

加

地

シ

ャ

ッ

タ

ー

工

業

株

式

会

社

川

鉄

商

事

株

式

会

社

魚

崎

工

場

合

資

会

社

関

西

鋼

業

製

作

所

三

機

工

業

(
株

)

大

阪

支

庖

昭

和

銅

機

(
株

)

大

阪

支

庖

谷

山

鋼

機

株

式

会

社

中

国

理

研

サ

ッ

シ

ュ

株

式

会

社

東

京

鋼

板

工

業

(
株

)

大

阪

支

庖

浪

速

建

材

工

業

株

式

会

社

西

日

本

規

格

サ

ッ

シ

株

式

会

社

日

東

建

鉄

株

式

会

社

日

本

建

鉄

(
株

)

大

阪

営

業

所

株

式

会

社

汎

建

製

作

所

不

ニ

製

作

所

大

阪

支

庖

理

研

鋼

機

(
株

)

大

阪

営

業

所

進

阪

業

阪

. 6.  

=  

阪
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| ヘ脅タイトト
J I S 日本工業規格oNo. A  問 4

市伏 、簡駒込 J 九さ言、 棋院、 A朱;浪、船令

( 軽 量 木 毛 セ メ ン ト 板) 製 造 元

S  1  Z  E  

日 本 製 板 加 工 株 式 会 社

中細木毛 3' X 6'  l Omm 1 2 mm 15mm 

大 阪 出 張 所1 8 mm 25m m  50 mm 

極細木毛 3' X 6' l Omm 12m m  1 5 mm 大 阪 市 北 区 高 垣 町 8 0  ( やよひピ Jl_')

1 8 mm 25mm 
電話大阪( 代) ⑧ 1 7 8 ・4 1 6 1 番

寒 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレト防水工事選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアル トタイ ノレ 工事 選

議耐酸モノレタノレ工事 各 種 床 工 事 ミ

大 阪 耐 酸 Z 業 A

大阪市北区浮田町82番地 電話豊崎@1333番

強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

コ ン ク リ ー ト の 穿 孔， 削 切

目 粗 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙ロパー ト・ポッシ ュ会社製

日 本 総 代 理 底

25 峰 岸 商

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸堀上通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 姻 @0 8 4 2 ・2 1 8 1

庖

25 



L S 型

パテI : J J V 不要ノ " サ ッ シ ュ パ ー砂

引

岡

市

ぺ

倉

田

加

引

A

i
、

西

2

4
副

島

江

0

0

ー

ド

ト

札

野

@

川

国

内

区

白

.

4

A

P

東

南

庁

"

宮

、

減

城

山

司

詞

市

F

・ョ・

2

史

認

鋼

ず

進
瑚

築

制

妙シヂドメＢｾ

ｾョ孟孟ＢＢＮＢＮＮＮＭＺＭＢ‘ ｔｉ ・ｾ マ司 司司函孟止、、

谷樋屋根民知t どうぞ

大 島 庇 ・ 用 イ ヒ 挙 工 業 塗 楚

スタンダードーメタルの大島化学

ヱ パ ー プ ラ イ ト の 大 島 化 学

( ア ル ミ 第 ル ー フ イ ン ゲ )

オ ー シ マ ラ イ ト の 大 島 化 学

ｻ ｾｉｉ＠ T ' ' ' 2 ール樹脂積層板)

本社工喝 大阪市域東区野江東ノ町4 丁目 電話城東 ③ 3679 ・4481 ・8471

J I ! =工場 大阪市 械東 I K 古市中 通 2 丁目 電 話 繊 東 ③ 8 8 1 3  

支 腐 新 居 浜 市 西 J扇 町 電 話 2 3 2 7 ・2 9 3 8 ・3 2 5 5

〔広島営業所開設〕 曾 機 所 名古贋市電( 中) 7025 ・広島市 電 ①7582 出蜂所四 日市市 電2065

窓掛、鍛帳、 日除、壁紙 室 内 装 飾 紙 鹿、 舗 床 材 一 般

東洋レーヨンの千イロシ鍛通と繊聾発売元

亀 井 株 式 曾 J社

大阪市東区南久宝寺町四丁 目( 心斎橋筋)

電 話 船 場 (25) 1  3  5  3  - 5番

戸ー¥

経 験 ι @ 技 術

ｙｾ｣Ｎ コンべスＨリク γ ィドＩ
ル ス ポ ン ヂ シ ー ト

太阪= 1 ; ，〆父之建材社

ｾ＠

G  
ｾ＠

標準セメント防水材ー特許ニッポン

特許=ニッポン 防水液・ 急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニッポン

施工指導並ニ責任模範施工

風向い不安Bf .

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セメ γ ト防水材特許権実

施工場

( 大阪管議所) 北区芝 田 町 六 八 電 話 北⑧7916

( 本社・工場〉神戸市灘区住吉町反高林187f;・

御影 ③ 2723

佐村木商庖

実用新案

営業所 大阪市東区京橋前之町二各種瓦茸工事請負業

電 話 @ 1  5  2  8  

26 



ヲ' リ号' ヌト: ; "

ＥｉｾＮＭ 、，ヲ・ｾ

ｾｉ じ的な Ｑｾ 争けを ｩＩ

ｆ スフ Ｍｐｽｾ ト
防水工事 . 耐酸工事.

T  E  L  (34)  8157 ・8158 ・8159

B月i E 議士

定、生生の

万年煙突・波型スレート・各種ラス・ J f . ，ーフィング・ベンチレーター・クレオソート

コ ー ル タ ー ル ・ エ ラ ス タ イ ト ・ タ ー フ ェ ル ト ・ 避 雷 針 金 具 ・ 樋 受 金 物 製 造 卸

伸 銅 品 ・和 洋 建 築 材 料 一 式

万 年 ス レ ー 卜株 式 会 社 代 理 屈

庖中 屋

大 阪 市 南 区 高 津 一 番 町 七 一 番 地

屯 話 南 (75) 3  8  3  6 ・3 8 3 7 蔀

本田

〈GDAL)

ロッσ
シリン ＿ ＺＢ ｾＯｉ ｾ ｊｬ ン刊 ｾｉ 宣

縛オi宇〉式シリンタ--t草

アン f'#. シりンタコ-1宣

シリンターナイトラッ子

シリン夕、舗 辺 諸

&. &! 量 1; 込R

建築界符" f j ( 1) 新院錠ーー，J

:I -jL .::1-

白 木 f主 宅 包 囲 ・ 公 営 住 宅 倒 指 定

読 谷 山 製 作 所

社

1/  

A

G

-

-

H

日

式

1

引

-

司

n

，
“

ι

F

F

n

r

1

4

 

i

z

r

F

T

J

4

 

陰

陰

心

@

j

e

同

川

-

-

北

郷

.

.

 

区

話

e

m

北

電

傘

，

市阪大

を 行 く

( 硬質石綿板)

製 品 の 最 高 水 準

アスベストパリヤ

電??35i: 強調 印to コ
石

ンメセ石 綿

坂 本 式

坂 本 式 [ 平 |

営 難 種 目

スカイライト 坂 本 式 ベ ン チ ν ータ一

連 続 i温 風 装 置 一 般 建 築 銭 工 場

坂 本 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 東 区 平 野 町 1 - " 電 話 北浜 @4643 

本 社 東京都中央区日本婿江戸嶋 1 ← l l ( 明治 ピル〉

電話千代田@72渇6・5臨 9・9918

東 京 都 墨 田 区 寺 島 町 2 - 5 0  

電 話 減 東 8 3  9  1  8  

工 場
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岩 元 式

l スカイライ卜並守男ベンチレ十|

社
会

似

引

式

引

い

株

限

引

業

賊

(

⑩

.

.

司

話

E

阪

-

-

大

電

一

冗

柑

岩

( 果; ぎ防音

サッシュ、ドアー、シャッター

伸縮扉、オペレーター、門廓鉄棚

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

ー・ 1

③ 白 書 蛭 眉 株 式 会 祉

防 止 に

大阪市庫区& a 稽3""':' マTEL ( ZJ ) 1601. 1704.5627.562止法.M工場・大阪市! ; ，l 川区重量管廊崎119 TEしく38) ?，IOI

ポリ エステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

6尺 X 2尺4寸( 波型〉

NO.  414855， 414856， 424795， 42後ぬ5

3選8*シャッター製健所

本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 間 川 通 6 の33 T E L大阪 (37) お65- 8

名古屋交信 名古屋市中区省出町23 T E L 中 (24)  .4811 

九 州 工 場 福 岡 市 復 閏町 1268 T E L  ( 3 )  1  4  4  
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@  

豊 国 セ メ ，;  ト 株 式 会 社

ヨド 社 ｾ＠ 岡. 県 5制t砂司・
回 町

事 務 所 倉 ・大 阪 ・東 .51'， 

回 . G. C 試

N.G. イン ν ュライト断熱材製造愛売元

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M38 番 責 任 施 工

米国パプコ. コンパウンドアスフアルト販売

内外玄業株式会私

肉タト式コシチニ? 叉ペシチレーター

新新志守二ザイン 毒性能

内外式ノく ーチカ ノレペンチレ ー ター (電気扇付)

内外式固定筒 型 ペ ン チ レ ー タ ー

σイ

」民イ

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

一般硝子屋根= ワイヤ波型硝子屋根

霞 E十 施 工

皇 室 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐掘船町23 ( 大阪商工セノレ)

電話土佐編 (44) 3  9  8  3 番 4 3  9  6 審

@  
S T E E L  DOOR  S A S H 

営業品目 鉄 道 車 輔 の 製 造

土 木 建 設 機 械 の 製 造

建築用銅製建具扉の製造

近 畿 車 輔 株 式 曾 結

29 



ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

一
一一

一
一
一

所作

電話大阪 ⑪ 1754 (代表 )

製
株式会社 三 高

本社工場 大阪市東淀川区西中島町 7 - 69 

ユシ

タ

ツ

ツヤ

サ

シ

ド

E

ν

'

ν

E

V

 

-
E

，

E
B
'

・
a
'

チ

チ

チ

ス

ス

ス

伝 統 に

輝 く ア

ロ

問

白

元

製規新

優 秀 な

製 品

全 密 閉 片 引 き 窓

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

所作製建汎
株 式 会 社

2 9 0  3 ・ 4 4  6  1  ⑬ 花此電話大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  

ｐａｔｏ 武ヂベ ｊｾ

鉄材が少くてすみ路工簡易佐格納庫 ・工埼 ・体育館の建築には

附 O 武クランプ

0式 70型デベ lレ

j シペ7

J マ

ＺＮＭＭ参 Ｑｾ ｟ ｌ
，"  1' . . . . . / 

カタログ及び殴計参考資糾贈呈 可ｾ -- -1 /  / 、 わ

考 案 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 究 所

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 撫 殻 町 3 - 2 ( 水天宮交叉点角) T PL  (o7)  6443 ・7凹7・7062

“ ORI MOTO"  DI AMOND T RUSS 

設計の御依頼に 応じます ( 民ll _L は 創IIJ 由です〉

高 式

高 式

高 式

句R曲E 刷局々

誤認
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t二二: : - -

不 サッシ
多4jd5グJ  

グ 除 。 機 械 設 備 の 娘 。 概 任 製 作

||臓の
、r:/I o 章越せる技術。堅牢軽傾矢

完全防周犠竃

刷会誼不二製作聞大阪支庖

特 許 453394

主御指定

御採同- r きし1 -

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 町 中 三 ノ 四

i [ 1 話淀川⑪1220 ・1454- 6 ・4414- 5

マ三 r

本社及び工場 川崎市中丸子一三五 電話回国調布 ⑫ ＴＲＶＱ ｾ Ｕ

マヂック

ペイント

・圃・ ‘ｾ＠
J Eしし. uN

ゼリー松墜塗料

特 長

・ Ｑ 回塗りで 肉 ｾＱＭ仕上げが 山 米る。

・植l子. ローラー. スポ Y ヂでも古U M; 容易

で. 量れたり流れたりしないので衣服を汚

すことは殆ど ない。

・乾燥が速い( 指触30分〉 ので作業が容易で

ある。

・ゼリ ー1えのため使用前慣伴の必要がない。

ー 阪⑨五五五砲〉

E

-

x

 

園

A

A

M

M

m

w

 
100万の建物を美しくする

近代建築の玄関に

新しいデザインのマット

貴洋式清掃用品専門広宵 '

信用 と品質を誇る庖

ｏｓａｋａ ミサ ｚ 〆 ｾｋｙｏｔｏ

カユーピー金属 マ ッ ト・五 輪 印 床 油1公

安ユ ービーゴムマ ッ ト・ 五 輪 印モ ップ食

会 ライシゴムマット ・五 輪 印 7 ッ ト会

食カラ ーライシマ ット・五輪印ワ ックス食

食ニュ ーラインマ ッ ト・各 種 手 入 用 品 交

ホ ー ム ・ ソ フ ト ・ モ ッ プ 発 売 元

株式会社 水 島 商 庖

阿 ｉｚｖｓｈｉ 予 ιｾ CO. . . .  L T D  

大阪底 ・大阪市西区北郷江上通一丁目

3 5 1  4  
T E L ⑧ 

8  2  4  6  

京都庖 ・京都市中京区蛸薬師烏丸西入

5  3  6  3. 

T E L ② 0 2 1  4  

工 場 ・京都市右京区西院松井町八

T E L ⑧ 1  6 9 7  
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J・

勾 配 別 の

目当凪 姐岨温

特殊アスフアルトGt. A4. Mj AZ)

( 年限佐様施工図例 1/100- 1/12勾配 仕様番号 GC- 15)  

ギノレ ソ イ ド

3Skg品

ギ ル ソ イ ド

3Skg品

ベス トフェルト ベス ト ア ス タ イ ト 三 星 プ ヲ イ マ ー ヨ ン ク リ ー ト

'7 3"....... ｾ＠

26kg 26kg 85号moppi ng

、 司ｾ・｟，

バ ラ ス ア ス タ イ ト ア 7- !l イ ト ア ス タ イ ト 7 ; 7. 、タイト アス タイ ト

80号 80号 85号 85号 35号

パ ン フ レ ツ ト 進 昼

建 設 省 阪 建 22 号 !認 可 ｾ＠ 出 資 金 参 百 六 拾 万 円

孟 西 日 本 ア ス フ ァ J し ト 事 業 協 同 組 合

本 部 大 阪 路 市 東 区 淡 町 二 丁 目 五 十 三 番 地

分 室 大 阪 市 西 区 京 p1r 姻 上 遜 ー ノ ー 四 T E L @1 7 7 3 - 5

北 陸 ・ 東 海 ・ 近 畿 ・ 中 国 ・ 四 国 ・ 九 州

33 



麻村サ‘ νシュ互業株式会髄

大阪市城東区野江東之町一丁目十二番地 電 話 大 阪 @ ＱＸＵＹ ・ ＲＸＵＴ ・ ＵＲＷＲ ・ ＸＰＱＶ ｾ -

大阪市城東区野江東之町1- 11 舗三工渇 大阪市城東区古市大通2- 28番地

大阪市城東区野江西之町1- 15 第四工場 大阪市城東区天王国町1- 171番地

名古屋市中区下日置町2一25( 日置 ピノレ内) 電 話 名 古 屋 @  4  0  0  6  

金 沢 ・ 広 島 ・ 松 山

， 
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‘  

‘  

'  

，、

.  祖齢 、.  

3自らω建築ω.. 策定:1<<らt d銘

鉄大信明ント株式会祉

大阪市東淀川区三津屋中通四ノ凶

東 京 都 墨 田 区 墜 川 四 ノ 四

札幌 ・名古 屋 ・広 島

本 社

支 底

出張所

ＨｾＩ浪建式
ス チ ー ル サ ッ シュ・ ドアー

シ ッ ャ タ ー - オペレーター

一 製 造 販 売 一

111側，"，IH冊目削削卿棚剛山1M馴目IlII lII lII l酬

電 話 @ 7371-- 3

電話@ 1 1351

日

満

全 コ

国ム

害 総 タ

届 代 イ

工理 ル

円浪速建枚工業株式書ピ

本 社 ・工場 ・大阪市城東区野江中之町一丁目九番地 電話城東( @1171-- -3番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木挽館ヒソレ六号館ω 7弓室電話東京@4611

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サ ン ピ ル 内 ) 電 話 福 岡 ① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

35 
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に
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で

新
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を
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ぷι

板 の 間 廊 下 の す べ ら ぬ 白 木 ツ ヤ 出 し

" 。丸約ー白

ま 円 ・ 十 升 木

すで事五・液

約，j t .l qI 国体

五 Y ‘ 九グ

liI' l' 0 "  

み = 円 F

が 九 で タ

電話 ⑧1658 ・1416

0864- 日

監
K Kケントク

大阪市東淀川区新高南通 1- 14

4、

， 

二五回，弓，

ボ ン デ ラ イ ト

自 家 設 備 一 貫 作 業

大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 2 I 番 地

上 界 市 総 屋 町 1 丁 目 6 番 地

名 古 庭

哩監 事匝 wf

本 社 エ2・
出 張 所

0836- 9 ・0830

4800 ・4801 ・1586

T  E  ｌ Ｎ 砕 ｾ 0日

土弊T  E  L .  

T  E  L . 金 沢(3)3427 ・3428
11¥:沢東 (9) 4  8  8  4  

T  E  L .  
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ー
ー
ー

カタログ ・見、本進呈 ・

リワ子ーj
しを使用することによって 1m

3  

当り材料費が 180 円節約となり倫且つ強度が

10. 2%- 6. 4 %増進することにより非常に経

. . . の使用でセプン卜節約

Ｑ 目 ｾｾＱＵｾ 日 Ｙ Ｑｃ Ｙ済的な施工が期待し得る

神戸市建飯局生コンクリート混合所

神 戸 材 料 株 式 会 社
占 = ー 『 庄 縮 強 皮

--------- w/c  I 重131配合 竺 計 百7

フ ν ーイン 65%  1:  2. 3 ・3. 8 18c m I  104 

リグナーノレ 60%  1:  2，5 ・4，5 22c m 

事II J i di 長日l区西代通四丁目| ・八7存地

120 

工 場

T E L ⑦ 3871 

神 戸 大 阪

日本建築協会優良諮明 セ メ ン ト 増 強 防 水 舟j

ヲ. -7イ阻害

勝式会最土日本セメント防水剤製謹所

本 社 兵 庫 県 セ 塚 市 高 台 七 の 池Jヒ28- 1 '1 G: ｦ［ｲｾＮ＠ ， i.:: 塚

工 場 尼 崎 市 維 抜 本 町 1 3  4  [!;J 1 ; 大阪同' 8544( ( 1;:&)

出張所 電 話 来 京 (43) 0  8  7  4  11i1fi' (3) 0721 ・名，'i!'fl (32) 1  

I'¥; 才 7 F f i k工 主 高 山 工 業 東 京 (25) 肌 - 3 ・M 工' ] I thi 岡臼) 5恥 λ' : .1:業 r:':j r.，¥6710

紫 綬

褒 章

E E主宰ヨ

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

1  紅 ｬ 立や前 ＱＱＧ が ｾｍＱ で ｩ 退くできます

2 ，怖くてれく、 &:1' 6やだな hlJ 拡ができます

3 ， ＱＲｍＡ せず ｬｽ､ｉａｉｾ 川できる為、 本付足場より i' 行[1') です

4 ， じ ｊ｜ｾ 坊が能代としてス Ｗ ートで、郎市の ｈ ｊｩを ＱＱＱ じません

住 友 金 属 工 業 株 式 会 枇

-・11111111" 111111111111111111111111111111川 川 川111111111"" ・・…. .

J I S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ ー 卜 用

国 ｾｾｲ ｨＺＧｬｾｾＱ｝回
Eh孟温固 . 1 - 彊富監記l ｅ 霊ｾ .1 - 11，璽塞週

八幡メタルホーム K K 推 奨 品

日 ミ 嗣 腸 化 工 社本
社 員'[ ｾｩｦ＠ ffl; ♂: 川区ご，* 町 1 ー4 4 1 電話荏原@ 1 7 1 5三

取締役社長 矢 中 龍 太 郎 大阪営業所 大阪市東成区丙今濯 lHr 2 ー 48 電話⑨4765. 0063 :: 
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Ｙｾ ヲイト Ｎｴｴ ［ｴタィ ν を使いますと
釘 を使わず接着 出来ます、永らくの懸案が解決して益々

使い良く便利な材料となりました 。 ( 特約庖にて販売〉
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